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長 谷 部 鋭 吉 特 集
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三塁のリ iji. 'I''l: ｊｾ ミタイルは何れも製法の

日本の多 j! 日: 多ドt1の勾宰ぅ2131l i rlVIII11 で、

自nオミ lllJl グ)il 尖でも( 長 j した' 1' ' 1: 古色をもっ、

追随を SY さ な い 製 11111 で す

徴

地工後故 ｰￎｾ ， ｪＩ 、少い・ ｵ 切ヵ、 Ｑ Ｑ ＱＮ ぃ

Ii日i十与が千ごろてある・千人 l"il; 会が簡単

色彩が白山に i;KiJυ1¥;fとる ・ノk .j'. 'J' ちする

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田島応用化工株式会施

工場小六台業所 } 反応、者1; 足 立 区 小 合 目

本 社 神 l臼官業所 末広告1; f-j t 悶区神問符本田r 1  3  

大 阪 出 張 主 所 大 阪 市 内 区 京 田I 堀 上 i虚 1 - 1  4  T  E  L  ( 44)  5  9  5  1  ( 代)

夜 間 管 湾 ! 入 室 内1 T  E  L  144 9  9  1  0  (it 

. ，; " 外に; . ! {史n! l ' ，ｾＺません

- 件以，itl{仕 ゐ カ F ロ ケ ¥H
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自京総m新 鋭
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ク 床 材

ニ必 ＮＮｾＴｾｾ
株 式 会 社

美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ
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東

日，，

日

網 岡 駐 在 所 福岡市天神町8 西日本ピ ル三 桝勿置内 T E  L (4)7  6  3  1  - 7  

T E L  (2al) 02 11 
東 京 本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6- 1

名古屋営業所 名古屋市中区御幸本町通 り9- 8 T  E  L ω氾945 ・4414

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イルリノ

巴=ヲート'1' イル

スポンジシート

'1 

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 三和 ヒソレ

電話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三和ピノレ

電話 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

。ソフトな感触

ｾ 優 秀な耐久力

ｾ美しい色彩

東 京 支 庖

大阪事務所

カ

タ

ロ

グ

進
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近代建築の機能を生ヵ、すＡｾ

建築の設備とこれを 生 かすそれぞれの機器は近代建築美 に調和し 、 . "

た設計と機能を備えねばなりません 。

目立製作所では 、 ビルデ イン グに不可欠の各種ポ ンプを 、多年 の

経験 を生かして 製作し各方面から絶大な称賛を博しております 。

O V 型渦巻ポンプ

D V 型両暖込渦巻ポンプ

G M C 型ターピンポンプ

モートルポンプ

汚物用プレードレスポンプ

水中モートルポンプ

ポアホールポンプ

自 主 裂 健 所

七年間研究の鵬

重 油 焚 許 可 な し で

伝熱 面積 5 0 m
2

以下で

蒸 発 量 3 Ton 以 上

ボ イラ効率 8 5 %以上

⑮主主宰川銭エ所

本社・ 工喝 太阪， !i )に淀区大仁西 2 - I  屯 (45) 1  9  7  5  (代}

東京宮鍵所 県山1; 5'1
'
央区八重洲 6 - 7 屯白8 1) 7787 (代 )31∞

九 州 営 噴健所 小 古 市 M 野 5 2  5  司 ( 5 ) 4  8  6  2  

司
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来 紫 綬 護 家 に 輝 〈 米

日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 ， 各 国 特 約

型 状 優 鍵

故 障 絶 無

. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイ. ノ

一回一一 一 揖輔臨雌耐 ι 弓タザＺエ ι 町一ＺＺＺＧＺＺＺＧＺＺＺＺＺｾＧＮＰＮ ｌＮｚＺＺＺＺ 九 Ｔ

昌 明 白 '

1ii 7 ・事Z噌"

日 本 宮 具 製 作 所

職 選 元 少' f/(!ヲ工業練武曾註

E 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

• 
キ ン グ ス プ リ ン グ シ ャ ッ タ ー

ｊｊ え怠ｾ｜断まぜ‘ ｉｾ ‘をく ｩ わた・ …

. ス プ リ ングシノヤ y ター ・ 重 昆 ス プ リ ングシヤ y ター

. 自 動 シ ヤ J タ ー ・ 手 動 屯 到 スチ ー J レシヤ y ター

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

詳 細 カ" 7 ログ呈 上

本社・工場 大阪市西淀川区11114 ノお T E  L @- 2 812- 3' 3116 倒 14

東 京 支 山 東 京 m大 111区新 J F m5 ノ 5 4 7 T E L  ( 771) - 1171  

名古屋支庖 名古屋市中区下 n 位町2 T U7吊 j 也T E L @的54 . 6324 

出 張 所 桔 阜 、 京 師 、 神 戸. 愉 il，. ｩ ｾＮ 組問
その他出張所ｾ ， ｜約Ｇ Ａｩ ＱＱ 全国 主事 ｾｾ ｩＢ ｴ ￯ にあり
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ム巨大共冷竺竺)材そ黒金免

士一一5k会1476 ( l 直通) . 7071 ( 蛾 } 車京出張所電 路 東 京

粍 厚 ③ 

必 鼠説 話 Ｈ Ｍｱ ィ ｉｾ
ｾ＠ 1 ・5 事毛J享)

藤 森 建 材 株 式

A

Q

一
品

社

東 京 東京都中央区日本矯通 1 ー 2 ( 大合 ピノレ) 電話 (271) 6432- 5  

大 阪 大 阪 市 西 区 土 佐 婿 通 1 - 1 ( 大同ピノレ) 電話 ( 44 ) 9417- 8  

九 州 福 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 7 3 電話 (4) 1945 (5)  3473  

北海 道 札 幌 市 南 二 条 西10丁目 荒善 ( 株) 内 電話 (4) 2 5 1 1 - 3  
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最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

建 設 大 臣 登 録

( 卜) 4  0 8 2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

亘粗; ; 恒官官・株式怠1ft

本 庖 尼 崎 市 久 々 知l 字 コ エ 2 3  司Z

札 幌 支 庖 IL 州 市 学 似 田I 琴 似 5 2  2  

旭 川 営 県 所 地 川 市 常 盤 泊 三 丁 目

帯 広 出 張 所 知 広 ili 凶 2 条 市 7 T 白 6

東 北 支 広 fliJ 六 dl t.  僧 1  1  2  

秋 田 宮 製 所 秋 nl ，1，柄 IIJ ｉＩￋ ノ Ｑ Ｑ 外ｾ ｬＺ＼ 新 聞f )し

新 湯 宮 諜 所 flr J !  ;fi (i. 11 mr l!!i 2  T  "  

会津若松 出 猿所会 ｩ ｬ ・ Ｚ ｲＭｾ ｦｩｾ＠ dJ  1叫 栄 町 四 九 六

東 京 支 広 東京都新ｾ ｾ＠ ffi s  1  T  ｾ＠ 6  0  

神田営柴所 ￼ ｩＮＺ ｊ ｩ ＾Ｚｴ｡ｩ 干 ｦｾ Ｑｉｉ 区 神川 松住 町 Ｑ Ｒ 111  ，; ( ピル

神 奈 川l 営 繋 所 陥 浜 市 '1' 1壬 日 川 町 1 丁 LI 6  

群 馬 常 事臨 所 川 崎 市 ド 千11 111 闘f 4  2  9  

栃 木 営 型 車 所 : j-: nc  i!S 111 地1 ffif 1 丁 口 3 4 2  8  

甲 府 営 製 所 叩 l{f ili 紅 梅 凶f 2  1  

名 古 屋 支 庖 r，古 配 市 中 村区 I. i : 井町 2 T Fl 46 へ洲ピル

静 岡 宮 主 義 所 帥 1崎 市 内 ;1:1 町 1 8 8

長 野 営 築 所 l ζ 別 "i J! H 町 7 3 9

松 本 出 張 所 松 本 di ｾを到 Ｑ 1  4  9  

四 日 市 出 様 所 1 ' 4 11  ili "， 1'4 Ｎｾ＠ 谷 析 町 2 8  2  3  

大 阪 支 居 川 崎 市 久 々 知 'i -: コ エ 2 3  

大 阪 南 営 築 所 :大 阪 di 阿 mr f l ' ー 3 'リ1wr 1  T  IJ 22 ノ 3

神 戸 営 究 所 神 戸 市 i . . < Ｑｉ ＱＱ ｾ＠ Ｉｾ Ｎ＠ lii. 辿 3 丁 目 1 9 6  

京 llB 宣言割息 所 京 間 ，1，中 京1正字斤劉fi 曲 iJl il 池 上 ル 中 正こ悶r 4  2  

金 沢宮究所全 ｴＱ ｾ rb ｊ ｾ＠ &J J 肌 町 3 6  

彦 ｬ ｾ ' i吉事長 所 彦 11( ，1， l'可 品 闘1 8  8  

高 松 営 来 所 向 松 山 出 上 聞f 8  0  9  

高知営巣 所 ｾＭ ｾ )  .. u 山 地 臨f 3 丁 目 5 0  

広 島 営 築 所 1よ J:，'， ，1， 千 111 随f 3 T I J 8 5 6

九 州 支 l苫 悩 |品1 山 政 辺 i!!J 5  T 日 9 2

熊 本 営 築 所 熊 本 山 以 外 上 ド )1 町 7 3  

佐 世 保 営 業 業 ft Ilt  f!t! ib 山 尚 捌1 1  4  0  

鹿 児 島 営。梨 所 位 児 仏 11， 平 野 町 1 1  9  

代 表 ( 40 ) 5 3 4 1



1. 明 日 の 日 本 を 礎 く … H芳多重岡

I 構 造 用 H 形 鋼

E 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E Eヨ ・ 橋 梁 地 下 鉄 建 築 ( ビ ル

工 場 発 電 所 学 校 そ の 他 )

船 舶 機 械 鉄 塔 鉄 道 土 留

寄 種 基 礎 杭 岸 壁 下 水 渠

。 八 幡 製 銭 株 式 省 社

30メーカー代理庖

大 阪 ・ 四 ツ 橋

2三tk ｴ［ｾ 建梓奴
T E L  (54)  1861- 5・2131 ・2233

‘  



経室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

回避ヌー"0_ i' ， ｾＧｉ イド
8 1  ]';"，L子ン'1-7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク枚シールセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営難所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及うた阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の衛生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 器 ( 1級) し 220. lr' 2 ，750 

金 具 ( . ;n.""臥 ι 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@V  600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@平 670 ( 2 1困) '<f 1. 340 

排水金具 T 6P lr' 1，210 

ピル ・アパートは もとよ り一般住宅

/'¥-: ; クノ、ンガf

限 付 木 ヰ シT L  2200 ￥ 200 

at ￥ 6 ，100 

‘コ句 Ｕ おえｾ 御愛用頂いていた製品 し Ｍ ＹＲ
参 考 定 価

東 洋 陶 器 株 式 会 社

陶 器( 並級) L2包O￥ 2，200

金 具 ( グ，7 ，凡 印)

立 水 位 K 2 0 5  Y  

@￥ 510  ( 2 個) '<f 1，020 

本 社 茅ケ崎工場 止 水 位 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2 1回) ￥ 1，140小倉市篠崎 町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区高 ｾｇ ｦｬＡ［ 5  - 3 2  T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京・名古屋・ 小 倉・広島 ・ 高松 ・札 幌 ・ 仙台・ｾ山 ｔ E  L  210 5 - 8  排水金具 K 6 P C ￥ 1，030 

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 自i 類 そ ろ っ た 塩 ピ 波 板

ニユーロンプレート

使いやすい、 ト タ ン 小 波 の 112及品

目 ン ガ ラ ス

朋途の広い、透明・半透明広ビ平仮

ロンフィックス

丈夫で汚れない絞新のｾＡＺ . 傾 Hli 材

ロ ン リ ウ ム

品質ｼ泊 ー と定評のある床 Ｇｪｬ ｾ 材

ロ ン タ イ ル

あ ら ゆ る 床 に ? .，チする 美 しい床材

ロシヲイルK

ロシリウムK
182 cm ItJ ・厚 さ 2mm、3 mm ・長 尺

従来のロンリウム ・ロンタ イルの姉妹品と して、川 口

ゴムのi I 技庁の設備で完成したビニル新床材で、色調 ・

摩耗性 ・耐燃性 ・面。ti 刷生など格段と優秀性を有します。

ロンリウム K ' ロンタイルK lil 、ずれも 全l百同質で耐

摩耗が強化され、 然もソフトなまI感 li 公共建築・ビル・

車仰の床にピッタ リとし価絡も一層経済的にな ってい

ます。

ム 工 業 株 式 会 社

本社・工場 東京仰首飾区本国間 y 木町 54 哩結 斑耳目(697)6141 ( 代禽)

蒲 生 工 場 鳩 ム 県 雌 字i rl-i k ィー浦 司 2740 誠治W)II (0871)2033蒲j .112

外 国 部 軍政1: 1 ｦＭｴｾ凶 ｩ［Ｑ 神川熊柏町 Ｒ ＭＱ Ｖ 苗 Ｚ Ｎｾ ｾ花束 Ｈ ＲＹ ＱＩ 3588- 9  

神回世襖所 点京都 F代ω氏神l Ul I! l f，.12 一時 世2古 車 前 (291) 冊。3"': 4  

大陣営鎗商 大 阪 ， ＱＱＱ 何 区 ｾ ｴ 間風町 Ｓ 3 苫路 大Rl (21) 4358- 9  





居 辛 に 張 り上げて 見 て気 持

ゴ 三 の よ い 色 合無 暗 に余 分

の 光沢 を 放 た な い 表 面 パ 可

時 ま で も ア キ が来 ない・セ

ラ ミ ッ ク の 良 さ を 生 か し た

ダントウタイルを・・・・・

伝 統 と 技 術 を 誇 る

淡 陶 の 製 品

1木 に は 新 い、 床材 料

ダントウフロアータイルP

モ ダ ン リ ビ ン グの言支言十 に /

オ フ イ ス の レ イ ア ウ ト に /

淡 陶 嫌 気 会 社

大 阪 支 庄 大 阪 市 西 灰 阿 波 時f f軒 通 り 1 の l

1世 話 代 必 ( 5 4 ) 8 5 2 3

東 京 支 町 東 京 儒 中 央 灰 日 み 情 浜 町 2 の 47

司! ， Ａ ｾ＠ ( 67 1)  7  3  0  9  (  661 )  7  2  9  7  

4区社総阿万 工場 兵1厳 県三 li;i 郡 南illl 町 伊 賀 肝 旬 ｉｉｉｏ ｾ 阿 万 1  0 ・1 1  0  
揃 良L 増 兵 I縦鼎 三 原 附I絢1災 町 欄 良 明noll; 紙， ｉｾ 金 1  9 ・ 3 2  2  



昭 和 3 6 年 3 月

本 会 創 立 記 念 日 の 集 い

創立 E記念 11 の! I. : ! い御11助御災媛の

会社御芳r，を下どに述 Je.i !thl:; し. 誌

上を;mじ御礼を 11

'

上げます。

(町iイ4同)

小野図セメント株式会社大阪支庖殿

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社殿

日本ハードボ ー ド工業 株 式 会 社殿

岡 山 と 倉 敷 の 新 建 築

. 建材工 場 見 学会

1  . と き 3  Jj 4  11 ( U 大阪駅

発 ＼ 準ｾｾ， ｪｾｾ ;);J > 9  .  35 

3 )J 5 11  ( 11) 大阪駅

Ｍｮ に ［Ｇｾｴ 行瀬ＩＧ 、 Ｒ Ｐ Ｎ Ｓ Ｔ

1  . 会 資 1，500Jリ < 往復采 '1.[ 代

・入国料 . ｾ円前代の一

郎、

1  .  見学予定先

3 月 4 日一大住ウオ ールボード岡山

工仏 Ｎ ｾ I湖山市上之 IUJ 共同記. l !

築一後楽園一下屯ホ テル

(ll¥iiII) 

3 月 5 白紙羽山一倉敷市庁伶一大原

美術釘( ・問分合I{一民主館一

考1 i fti¥ー倉敷の民家

.ζの見学会はハガキでC 若宮内 FII しあけ. ました

」三ι と 催 |

本
4

2

 

創 立 記 念 の 集 い日

記 念 講 演 と 映 画 会/ 会 員 有 志 作 品 展/ ビールパ ー テ ィ

本会が大 IF. 6 "r 3  ) ]30 11 に 創 な さ れ て 来 る 3 ) ]3011 をもって満44"ド

の，;c: 色、 I1を迎えることになりましたの本作も 11' 1二作につづいて一般のi li 民

屈をも対決に ｩｬｬ 築 へ の認識を深めていただ く ようなイￌＧ ｬ ￬ ｬ ｩｪ でＮ下心 Ｇ ｾｊＨｩ γ

より， ｕ 念行自 ｊｾ を ｈｴ します。なおノト同初めてＮ会口 ｻ ｊ 志の作品を会場に民

示して，より芯義ある a記念、 U の! H、とする予定です。会員名位多数ご参

加l下さい。

i ' I 祝のピ - 1レパーティは当 fl タれより1mしますので何本多数ご参加下

さるようご策内申し上げます。

言己

1. と き 3月3011 ( 木)

砂記 念 講 演 と 映 画 会 ( 午後 1時30分- 4時)

1.  と こ ろ 関電ホール ( 大阪 ・中之島但し渡辺橋南京i200mホー

J レ専用入口より)

1. 次 第

閉会の挟砂 本 会 会 長 尼 崎 久 助 氏

芯念講演 ・・ 近 散 は 一 つ "

栗本11眠三氏( 関西経済連合会副会長〕

H央 阿

.，大 11・)11" (井川ホローグラヴィテイダムの建設の記録)

イース ト7 ンカラ- 4 巻

提供 I  � ｬ Ｇ ｬｾｬ＠ ' ; ; a) ] 株式会社

・・若がえる街" ( 岡山市再開発の IIC録)

イーストマ ンカラ ー 4 巻

提供) 11卜Jii l ; 人間111以開発公社

砂記念ビールパー テ ィ ( 午後 6時- 7時)

1  と こ ろ 関電会館集会室 ( 関電ビル 2 附)

1.  会 費 300pj  ( 別に補助があります)

1  .  申 込 屯話で25 U までにお申込み下さい。

会 ｹｾ は当 ＱＱ 会均でいただきます の

砂会員有志作品展出品者氏名 ( 順不同)

故 長谷郎鋭吉氏( ，乙針作正会員)

故安) 1 : 武泌氏( )乙7BtF 正会員)

竹 JI' l !!世tt 造氏( i J iJ 会 長 )

足 ｾｾｦ 久 助 氏Ｈ現会長〉

• fil j .ir.記念、 fl 当 fl 午後 1 時より 4 時30分まで，上. i 己4氏の作品を関fGホ

ーノレロビ ーに絵聞なと



- 以下の仰 しIi. ハガキその他の方法 でご通知II 、たしまし たむ

三 菱 電 機 株 式 会 社 伊 丹 製 作 所 そ の 他 の 見 学

ー テ レ ビ 工 場 と 新 建 築ー

1. と き 3月17円 ( 金) 午後 1 時30分集会- 5 時解散

1  .  集 合 所 大阪駅西口パス駐車場木会名表示の京阪観光パス

1.  新建築の概要

伊 丹製作 所綜合事務所

設計 ・監 理 三五岳地所株式会社

施 工 株 式会社 大 林 組

位 百 尼崎市南約氷字111!frf 80

椛 造 ・規模 鉄筋コンクリ ー 卜造 4 1科m

建築延而砧ー 8 ，124 .  ＹＲｭ ｾ＠

工 期 門 昭 和34'f. 4 月15

至l I11frl 34年12月12 n

健康保険組合体育館

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

位 置 尼崎市塚円山廻271

構 造 ・規 模 欽'FJ' 造一部鉄筋コ ンク リート造 2 断正1';

建築延商事 ｾ 1，963 .09m'  

工 期 (1 1府和34年 12月12 円

至昭和35年 6 月30 日

無線機製作所・ブラウン 管製造工場

設計 ・監 理 三菱地所株式会社

施 工 株式会社 大 林 組

位 置 尼崎市南清水字中野80

構造 ・規 校 鉄筋コンクリ ー ト造 3 階建

建築延頂it 'l 9，030 .  82m
2  

工 期 II 昭和34年 7 月 7 11 

至昭和35年 4 月 8 日

貸切ノてスは株式会社大林組 殿 ど提 供

東 本 願 寺 難 波 別 院 見 学 会

1  . と き 3月2311 (木 j 午後 3 11年- 5 11年

1  . 集 合 所 同建物正面ＨＱ￭ｉｪＡＧＱｾ鍛 ｊ￟ｬ ｬｪＩ

1. 建物概要

Znx  飢

松下前夫氏. 太 間博太郎氏

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務応

イ立 iu: 大 阪市東区北久太郎町 4 - 68

桃造 ・規 模 S.R.C 進 地上 4 階 1棟

地下 1 1牧 地上 2 階 1 棟

敷 地 面 杭 9. 814. 909m'  

建 築 而 革ii 3，291 . 684m'  

総正l ! 築面積
8 . 494. 926m

2  

工 ｊ ｾｊ＠ ＳＴ Ｎ ＵＮＲＷｾＳＶ Ｎ ＲＮＲＸ＠

会 告 2

一 一 一第 6回若い会員の劇 、ー一一

在 日留 学生 と 日本 の 若 い

建 築 家 と の話 し合 う 会

今回は在日 留学生の皆織 をお招色 して，

建築 を主体とした造型一般について話し

合い，あわせて お買いの. t ! 普交流をはか

るた均下記に 上り Vgs! iいたしま す。

記

1.11 叫 3 J i 10 11  ( 金)

'ri t1 6  ｾ ｦ＠ 8 111十

1. テーマ “ ｮ 本ｾ築 およ び造

1巴一般の特異性と将来性"

1. お招 きする'¥Y1'c ' l.

京都大学

アー モ ンド ・ウォ J レタ

ー ・レイモンド

( アメリカ 〕

エレナ ・カ J レロス

( ブラジル7

ｭｴ ｾ ｦＧ 男 ( ブラジ J レ〕

京古f¥工芸繊維大学

7 ォー ド・ア シ ュア

( アラブ述合〕

お 正 庭 ( 香港〕

察 側 珍 ( 香港)

，.".， 



白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

-・E 翠E 軍司Eヨ・・

調査無料. グ 立:;;

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

... 

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 (和歌山 ) ② 1 3 8 9番



lE 1M 外 観

不 二 建 設 株 式 会 社 本 社 社 屋

設計施工 不 二 建 設 株 式 会 社

応 t妻宅 j 世II 長三J 下Jf 務 所 入 LI

五2 近 唆 工 し た がi J.s 3匹

所 在 地 大 阪 市 西 区 例 法 向 上 過 4 T [I 8  lIi J也

f( 地而1If，'t

ｪｊＡｾ匹 ￯ｦ ｬￎｬｬＧｴ

8  9  O. 0  3 町1:)

6  6  3.  9 7  m"  

延 国 W 1  6 0  1. 5 0  m"  

構 造 J' 務所鉄筋コンク' ) ー ト泊 3隣 組

.cr w  鉄' ，' j -j J . J ' V家他

ユ JtlJ .'o. 二L lI il 白13  5 年 6 刀 1 5  11 

竣工 ｕｻｾ 且 ＱＳ Ｖ ｱ￴ Ｒ ｦＱ ＱＱ ＱＱ



田 島 応 用 化 工 大 阪 出 張 所 新 築 社 屋

展 示 案 内

ノレ ーブ ィングのできるまで

タイノレのできるまで

新しいノレー ブ f ングの J IS 規桁

「 足ソフトンタイノレの特徴

x タイ ノレの試験

フIl.タ イノレの抜 i'i ffl] 

｣ ｊｩｬ タイ ノレの ｔ 人 ｦｽｾ

.J il の| 山氷材料

アスファノレ トIYj 水コンF

X i' g日本アス フ 7 )レ ト卒 業 協 Ifi] 組fi

hU.民:I..i村料

輸 jlU規作品

製品 ｊｬＨ ノ ｊｾ ｾ劫

l止 近 竣 工 し た 新 j j ! 築



一 階 事 務 所

設 計 K. K.  大| 坂主11 2従事 4住所

施 工 K . K. 銭
Ilu まU

規 ｦｾ 鉄 筋 コンクリ ート :4J Ｓ Ｑ 併ｾ

而 :])'1 延 1 ，0  1  1 平プi 米

工 lij l 35 年 4 月 - 35 年 11 月

主 要 仕 上

外 装 コγ クリ ー トj f}j}.( し

- '1¥il タイノレ) 1，1;

内 装 比 三bl タイ ノレ作柿

ＡＺ ， ｾ＠ 三 bl プラ スオーノレ

デラ ックスクロス

ビニーノレペンキ

ノミ )1二 三 尾I吸音似，アコー ステ

ックス

玄 関 11: . IIl i  

ｉ は 近唆」ょした新生ｾ策



尽 都 ホ テ J レ 新 館

4  

段 計 京都ホテＩｾ増改 築 工事 段計 担当室

顧 問 高 橋 貞 太 郎

担 当 小 川 | 正

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 后

所 在 地 京 郎 市 河 原 田I 御 池

!ll'u也lfii fIl 3. 5  7  50 0  5  m"  

ffl 椛 111ih'! 1， 7  2  50  8  5  m"  

延 IlI i .fI1 1  3. 0  1  50 5  2  m"  

t，!i j ui l1悦 鉄 竹 鉄 筋 コ ン ク リ ート ju，J也干 l 附 ，

地上 9W; ，J;;li{ 2 陪

軒高 300 920 m 九 愉 ｪｾ 480920 m 

存 主数 135な ( 3 防 - 8 隣)

I也断 力 7 ヱテラス . ):tJ.目指Ii . i盟

!li市 . p. 量械屯

1  R存 立|叫 ・1・O?f . ロビー . 7 ロン

トオ 7 イス ， ゾーダファン

テン

2  R' i  ラ ウ ン ヂ. i向上位. ギ フ ト シ

ョ γ プ， グリル . 111食 天ぷ

ら， すき封t食 'i;t: . 府1Ct )JJ [i} 

3 f持 祉会 1>1. 特別食 'i;¥: . 州市，

官会) j j ! J J . 手e京

4 階 - 8 附 存 立

9  R' i  レ ス ト ラ ン ， オ ー ロ ラ

ｉ［ｾ＠ I ほ1:<1

岐1 ' . 11 II!I r11 3  6  :ド 2 )J 2  8  11 

I止 近 峻 ! し た 有r ffl ｾ 匹



段 近 竣 コ し た 析 I . l ! 摂

株式会社 寿 屋 山 崎 工 場 製 麦 工 場

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 三 和 建 設 株 式 会 社

IJ i  ff 地 大 照 的 三 ，I;j I郡 山 本 町 山 崎

延 iflj !l 'l  7  8  3  1. 7  0  m"  

ｾＧｉ 治則桜 j也1. 地上 4 隣，鉄筋コ ンクリート

，主，緋 'Alit 鉄1' r:11

9史 上 日 町 { 自 3 4  fJ 二 3  )J 



日 本 麦 酒 大 阪 工 場

6  

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

J町 {e j也 大 限 I(j 決ドI ! i 下 b'! 1自 2 5  9  

')fU也百，ifI( 9  9.  2  6  0  m"  

' . I!格的iW I  ｉｾ ｊ＠ I  2. 6  8  2  m"  

2  ｉｾ ｊ＠ 4. 2  1 7 m"  

延 而 fli 2  7.  5  9  2  m"  

悦治則侠鉄 ｈｦｬｾ 筋 ￬ ｊｦ凝土 ｩ［ Ｇｩ 4  N! 鉄 筋 コンク

リート .iil 4 61( 鉄 'I'l ''i 'j 6 榔 他

唆 工 日 開 有I 3  5 年 9 Jl 3 0 R

fは 近 竣 工 し た 新 築 主II



所 在 地 点 郎 ifj 伏 見 区 新 町 五 丁 11 487

敷地而t!l 3， 1  6  8. 2 7 m  ｾ＠

建 築凶i W 6  2 6.  0  9  m"  

延 而 1，'1 2， 6  0  O. 6 6 m2  

構地域段 鉄ft . 鉄筋コンクリー 卜冶 ， j血下 l

断，地」ニ 3 附， 11'; 2 階

竣 工 H 附 和 35 年 11 月 3 0 '" 

五 主 近 竣 工 し た 新 J . I ! 祭

井 上 酒 造 合 資 会 社 酒 造 蔵

設 計 小 林 得 志 建 築 事 務 所

施 工 吉 崎 建 段 株 式 会 社



官官

所 在 地 神 戸 市 Hf T 灰 脇 浜 町 2 丁 n 47 

田 宮 記
J，1O2h子、、

AIl寝i而"'1
1  7  6.  9  6  Jt 

延 而 111 4  6  7. 0  6 門'

設 計 施 工 株式会社 大 林 手且
構 造鋭校 鉄1' r鉄筋 コンク リー ト;古. 2 防止n.

、ドI血階付

竣 ヨ 11 昭 和 3 5  i l'  1  0 月 1 n  

蚊 近 竣 : 1 し た xfr AIl '距



大 阪 統 制 無 線 中 継 所

股 針 日 本 電 信 鬼 伝 公 社

施 工 株 式 会 社 浅 沼 組

依 i丘 竣 J し た 新 j J ! 築

j肝 If J也 大 同 市 市 区 l何本 1111 2 T  11 3 の 1

敷地面 fll

ffl 雫面的

約 2，0 0 0  m'  

8 2 3 .  6 1  m"  

延而f t ' l 6， 0  0  5. 8  2  m"  

締結規峡 鉄骨鉄筋 コンクリート 治

地下 1  0  m ( 一部 2 fli1i) 

地上 3 1 m  ( 7 附)

鉄t培5 約 43m 18別0冨

竣 J .: 1口1 3  5 年 1  2  J刀] 1  0  r日1 ( 姐築〕

3  6  11' 4  JJ 1  11 ( 始業)



株式会社 輸 出 繊 維 会 館

10 

段 計 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

K  K 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 株式会社 戸 田 組



輸 出 繊 維 会 館

ブルー ペン・サーモ ペーン ・復居ガラス使用

日 本 板 硝 子 株 式 会 社

タ フ ラ イ ト ド ア ー 使 用

11 



ガ ラ ス モ ザ イ ク ( 堂本印象先生原画製作指導)

岩 城 硝 子 株 式

西 玄 関 庇

ステンレスおよびブロンズ製

階 段 手 摺 そ の 他 装 飾 金 物

輸 出 繊 維 会 館

五: ｉ 刻ホ ー ノレ ｬｾ ，ｾ 1(li 

4

2

 

ネ土

日 満 ゴ ム タ イ ル 使 用

( 日満コ.ムタイル総発売元)

福 商 ネ土 浪 速 建 材 工 業 株 式 会 社事島 株 式

. 6.  

=  

12 



談 話 室 家 具 お よ び 造 作

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

外装および 1 階床イタリー卜ラパーチン

1 ・2階エレベータ前外国産22号大理石

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

輸 出 繊 維 会 館

リ ノ リ ュ ー ム 使 用 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

13 



パーチカルブラインド ( フリーフロータイプ)

日 米 ブ ラ イ ン ド 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

ホ ー ノレ F !Ili l 主

家 具 施 行

14 

大 阪 越

輸 出 繊 維 会 館



特 別 食 堂 前 室 (地 階)

輸 出 繊 維 会 館

室 内 造 作 と 家 具 宮 崎 木 材 工 業 株 式 会 社

ロ ピ

15 



本 回

16 

シ ャ ッ タ ー 工 事

工 業 株 式
. 6.  

=  
社

1諭 出 繊 維

防 水 工 事

メh

=  
館

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社

エ レ ベ ー タ 工 事

東 洋 オ ー チ ス エ レ ベ ー タ 株 式 会 社



4命 出 繊 維 会 館

硝 子 工 事

株 式 会 社 好 板 硝 子 庖

、

鉄 骨 工 事

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所

17 



i愉

比

同

日
円

A

v

e
刈

H

W

出1ft
会
』 、 館乱l

4 一 号 冷 凍 機

冷 暖 房 設 備 工 事 東 洋 キ ャ リ ヤ 工 業 株 式 会 社

インテリヤ系統サイレントファン惨

18 



輸 出 繊 維 会 館

地 2 階揚水，消火 ，排水ポンプ砂

給 排 水 術 生 設 備 工 事 5頁 賀 工

地 1 階 食 堂 便 所 砂

業 株 式

.6胸

コヨE 社

19 



中 地 階 前 室 天 井 ! 照明

輸 出 繊 維 会 館

電 気 設 備 工 事

施 工 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

地 下 2 I糖 五 % 宝

20 



床 材 料 の 販 亮 工 事 ( 責任 施 工 )

営 業 自11

大 阪 市 大 法 区 天 満 的 筋 6 - 1  2  

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 II/ T 3 丁 目 2 3  

近 代 人 の 感 覚 巳 マ ッ チ す る

2 ・ト1: : 7 叩

{ 中心吊自由開型)

様式会社桂商会

T E L  大 阪 屯号 6 6 2 5 舟

T  E  L  (75)  0  6  9  5  (直通 ) ・8 9 0 6( 27) 6 4 0 9

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタロ グ御入用の節は御申込下さもつ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 陣 Ili 憤 沼 町 1 丁 目 46番地 1ll;r8 布 胞 (72) 7713  (f t )  7714 昏

東京航千代 田区神 III 三 崎 町 2 ノ26 III 活 東 京 (301) 0403  (332)5310番
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• フ T シ y ーラ ッグ発売元一 丸紅飯悶( 除)

耐火・断熱・軽量骨材

1間 三 拝Jt ーヲイド|

〆〈ーライト は真珠岩を. 乞『速に加熱、膨

脹 せ し め た も の で 主 成 分 は uJ ，固ま で あ り

小 さ な 其室 状 の ガ ラ ス 質 の 巣 の 集 り で

形 成 さ れ て 居 り ま す 。

パ ー ラ イ ト は 非 常 に 軽 〈 耐 火 的 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 浪 じ 耐 火 、 断 熱 用 盤

仕 上 に 又、 コ ンク リ ー ト と し て は 砂の

代 り に 使 っ て 断 熱 、 経 iit コ ン ク 1) ー ト

と し て {史mさ れ ま す 。

特 性

舷 い セ メ ン ト モ ル タ ル の M 以 下 ( .. ｾ比Ｑｦｬ ｏ Ｎ ＰＴＭＰＮＲＰ 、砂 のＱｦＨ ｊＮ Ｑ の ｾｯ 一 ｾ Ｉ

耐 火 性 が 大 で あ る 七メ ン トモ ル タ ル の 4 j 告 の 効 力 が あ る ( 熔 融 温 度 I OOO: C以 上 )

断 u効 果 が 大 ヤ あ る セメ ン トモルタルの 2 倍 以 上 ( f云熱 係 数 λ = O. 0 3 - 0 . Q5k臼 1/ m" ' C)  ・ ー

亀ｾ 干防になる殆んど 亀 裂が 出ない か 、 ー フ イ ト を f吏 周 し た 国 i墓ピ J レ)

遮 音 吸 音 効 果 が 大 七メ ン トモル タ ル の 2 倍 以 上

絡 工 が 容 易 で あ る 他 の 軽 量 骨 材 に 比 し 施 工 が 容 易 で あ る

化 学 成 分 S i O，= 75. 5、A h O，= 15. 3、 F e.o，= 0 .9 C a O= 0. 12、K z O= 4  Na，O= 3 .5 三 パ ー ラ . イ ト セ メ ン ト モ ル タ ル

有 機 不 純 物l ' 発 分 な 〈、長 JI 月保 存 す る も変 質 しない 三 間 合 そ の 他 ・ パ ー ラ イ ト プ ラ

三スターの ａｾ 合脱明書贈呈

用 途 の 一 例

( 1 ) 軽量 コ ンク リ ー 卜用 細 骨材

(2) 在 官材 料 ( 七メ ン ト ・プラスター骨材)

(3 ) 保 温 断 熱 材

(4 )  i由 井 岡

( 5 )  主主 }lI!J JJ:/) キオ

ヰ土株 式

東 京 (241 ) 4101 - 9 ・2371 - 9  

大 阪 t44 )  3  7  3  1 ・3 7  5  1  

東 京 (24 1) 4101 - 9 ・2371 - 5  

彼 自 ( 54) 3  1  7  1  - 5  

中 局 ( 4 ) 9 3 3 6 - 9

ふ

冨井 金 属 鉱 業

本 底 東 京 都 中 央 区 日 本 締 室 町 2 の l

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 営 耳 障 所 東 京 都 中 央 区 日 本 編 室 町 2 の l

名 古 屋 営 機 所 名 古 屋 市 中 村 区広 小 路 西 通 2 の

福 岡 営 機 所 偏 岡 ー 市 天 神 町 3 . 9  

一・・・圃.・・・嗣・・

⑥ 
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中蝿! 1 皆ロビーをのぞむ

1  ) 建 築 の 窓 匿 に つ い て :

まづ平面計画中、もっとも重要な大ホール、前室、会議室等は l 階を吹抜いて中地階に

配置されています 。こ れはエレ ベ ータを使かわず、専用の西玄関より容易に出入でき る

ためであり、また前面通路巾 による高さの制限内を 8 階建にし、必要な事務室 を収容 す

るため、 l 階 に天 井 高 の 高い室をとることができないためでもあります。これらの部屋

はすべて l 階の外墜に窓を設けず 、道路よりの見透と騒音を防ぐようになっています 。

南、西の外壁は 11暗から 8 階迄伊太利産トラ パ ーチ ン買占。束、北面はモザイ クタイル、

熔屋外壁は全面ガ ラス モ ザ イ ク 鮎 で あ り ま す 。 窓 は上部隊殺し、下部気密性の引遣にし

たアルミサッシュを用ひ、ガラスは防熱、防音のためアンチサンガラスと透明ガラスの

二 重ガラスを用いました。 地 階 の 主 要 集 会室 は総て墜を朴文はウオールトナ ッ ト等の ペ

ニヤ仕上とし、とくに前室の大壁画は堂本印象画伯の原案で、純村商工製の絹製綴錦を張

りつめて装飾としました。また南玄関の全壁画も堂本印象画伯の原作をガラスモザイク

で貼りました。

2 ) 事情造について

この建物の敷地は本町台地の西端にあり、建物を支持する堅い地層が地下 14m にあるの

で建物の基礎はペタ 基礎としてその堅い層に重量せ、基礎杭は打ちませんでした。

また建物の骨組みは鉄骨鉄筋コンクリート造としましたが、地階に柱間隔の広い室があ

り、 また階高が低いので、柱と梁の大きさをできるだけ小 さくするため、鉄骨は強度の

高い高張カ鋼を使って溶接で組立、コ ンク リートにも四階以上に駁量コ ンク リー トを 使

う等の工夫をして無理の無い丈夫な建物としました。これはこの建物の大きな特長の一

つであります。高張力鋼をピル建築に本格的に使ったものとして は、我が園始めてのも

ので、理治的な僻究と同時に、大阪大学 工 学 部 溶接 工掌科の渡辺教授に依頼して 実験 を

行ない、確信を得ました 。



設計監 理 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

K  K 大 阪 建 築 $ 務 所

施 工 K K 戸 図 組

上 : 会 議 室 ( 中地階)

左: 前 室( 中池階)

建 築 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造

大阪市東区備後町 4 / 4

1.7 5 1. 54 m'  5 3 0 . 7坪

1. 368. 5 m'  4 1 4 . 0坪

1 5.2 6 0 . 2 3m'  4 . 5 8 5 . 9坪

地下 3 階 地 上 8 階 塔 屋 3 階

鉄骨鉄筋コンクリート造

高 さ 標 準 地 盤 よ り 軒 高 3 1 m 

標準地盤より 塔屋 4 3 m 

標準地盤より ‘基 礎 端 迄 1 1 m

工 期 昭 和35年 4 月 ~ 昭 和35年 11 月

27 
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大 阪 輸 出 繊 維 会 館

設 備 に つ い て

電 気 段 備

空: m，設 備 6.仮泊V IC て交氾 1. ，. 全変l工

; 損容はは 1. 1∞K V A。他 iζ 6.仮泊V のrr，1.王モ

ー ター 3 J. ，。 乙の容j J l 合計 li 56 5 K W。

予 備 発 屯 険 停;[;時 Jl o1iiill として6. 6∞V .

山; J 250K Wの交流ディ ーゼル発氾織 l 棋を

ｊ 主 ｩ Ｎｖ ｉｾ L  t.こ。

聞 IYJ  部 光幻と 一部 Ｑｾ 熱 ｾｊ を併Ｉｉｊし

た 。大 ホール ｉｃ は ｭ 光士 ｲ ｾ 占置 を附けた 。

弱 m 時計，スピーカ ー，大ホ ール

l J .11J鉱'"渋 ;; 'l ，ｾＱＡＧｩ ｩ ｾＧ ｊｬ ｊ 符祭および消防 Ｎｾ 通械

設 ｩｾｌ ガレージ管制装 ｊｩ ，ガレージ 収容能力

Ｑ＼ ｪ ｊｾ ［ 剖 ， テレビ受 Ｈ 型 ｦｔｉ Ａ Ｇ ｾ Ｑｲアンテナ比例を ｊ 置

けた 。

火災科l知設備 能 ［ｩ 式火‘児科 ｬ 知機を ［ｾ ｻ柑し

た。

屯 J古 ａ ＳＧＡｾＱ 助交検機 ｾ Ｑ Ｑ Ｑω Ｐ ＱＢＱ綿 ，

コ:うを4ω 同線をぷ( 柑した 。

エ レ ベ - $' 訟 備

告:月l エレベ - (1 3 台粒戸l シングルラップ，

トラク ν ョンギャレス引 附載 1111，OOOk g

定LH5t ， 述I ' H 50 M/fli 分 ｾ，管理 全 ＱＱ 動 ｩｬｬ

転方式の 4 プログラム ，オートトロニァタコ

ントロール方式 ICて， ｊｉ｜ 日 ｖｊｾＮｾｬｩｩｬ のアップピー

ク，illl l¥附1111のダウンピーク ，昼 I¥¥J U!j llll のパ

ランス ，休 11 ，夜IIt lllJの インターミ ッテッド

の阿つの始送 }j 式より， 11動的に方式は切換

わり えE転は制幣される 。他 lζ 人1' i JTJ ヱレベー

タ 1 ｦｾ Ｎ＠ [1'( 流ギヤー ドh'l縦 ];11. 8∞k g ，)i! l.l 

271可" 述 J([ 75M/f草分と . IJ j oJ l l ダムウ z イ

ター 4 台をi没i丘した 。

空気調和及換気訟備

本t l ! 物のHJi 主が11宝と会向! とIC分かれている

ため，それぞれに滴合する方式を採mした。

会館部分は使用時間およ び入場人口の浮動性

IC例え ， 専m冷凍践に 変述モ ーター を使っ

て，経済 (1'1ill 転をはかり ，1王室部分は ，イj )iJ J

貨当!itlifll をWI 大させるため日述ダク トおよび

ウェザーマスタ一方式とした 。

主な 1止川階部 0 ・タ ーボ冷凍随( キャリ 7 l 7M

型) 2  J.c . 全能力 520 米冷凍屯，煙管式ボ イ

ラー (M P306型) ! i 骨

給排水衛生厨房 段備

大阪i! il Cおいて近時前大化してきた地盤沈下

を前似し . J也干水をl 1 J い ず，m水はすべて市

水を{ 止 った。給湯は厨防とその二系統に分け

た。附/J} は和洋食を処f l!できる設備とし ，と

くにれパントリ ーには ， ウォーマをl'l:け ，J U:

ｾ￬ 晶の料理が従供できるようにした。



南 玄 関 廻 り 階 段

中 地 階 ロ ビ ー
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材 料 の 選 択

最近の主 ｬｬ ｾ において，それが造形ｼ 二夫 しいとか機能的

に後れていても ，空間を形成する材料のJ放しヴ'j l ζ 主主築家

の ー プｪ 的な ｊ ヲえがあるように忠われてならな ｾＧ ｯ ｾ築は

それを使う人達の生活の場として，充分親 しみ和らぎを

与え ，融け ζ んて、いかなければな らない。建物の内外を

附lわず，氾激するコシク V - 1. H) j)u( しでも ，いかにそ

れが純粋#1"、なものであ っても ，その ほと か環境K よっ

て，それは 災 しくもみえ ，ｾｉ ζ 冷い深みのない村質感を

表すからである 。ぶや: 1iのどとく永年もgいならされその

Il 然のよさを認められたものは別として，工業材料のコ

ンクリ ー トとか，アルミニュ ーム，ステンレスの金属材

料のように経済的lζ 量産性の問題もあるが，その材料の

もつ色，テクスチュア ，施工 t: のことをよく吟味し，た

だ流行を追う ζ となく ， 人間t'lーのあ る f官邸を作りだす

ために ，われわれは今一度反行してみる必婆がある 。

( K  y)  

知 っ た ふ り

人聞がそ乙 lζ 住み，その空間を使用する以じあらゆ

る辿築の宅! 日j は，1司ーのf ' I : . 絡を持たなければならないと

する主張がある 。一方，それぞれの空間は ，それぞれの

竹絡を持たなければな らない ，つまり ，空間はそ乙で人

々がなにをなすべきかを語りかけ るものでなければなら

ないという主張がある。いずれの主張 1(， よりもtlifll'l があ

るかは，何lらない。

ともかく ，現代建築の表現は，応々にして，その主張

において岐本的lζ 差のある ，建築家が，それぞれの建築

lζ 関t I f した ， あらゆる条件を意識し ， 相互に混乱を避

け， lt ' f . のユニ ットとして存在し うる， 対立した型での調

和 Ｑ Ｈ， その建築のもつ ｾＱ｜ 自の主張 を造 りあげてゆかねば

ならなし〉。

一線どとのできばえは必要だが，それだけでとと足れ

りとするのでなくて。 ( HT)  

- ・鴎. . . . . . . . .  ｾ・Ｑｉ Ｑｊ ｬｉ | 担 当 l i I D J 音 順 伊 丹 孝 小 林 義 定 娼 照 男 松 岡 広 之 目
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建築 プロデューサーのこと

ｪ ＱＧ一月のｾｾ新 ＱＱ｜Ｑ の 一節 ｬζ 日く， [ " 今日の建築界K i / ナリ

オライタ ーとが1山家は多いが，プロテ・ ューすーがいない」

なにかわれわれの盲点を突いた一言ではなかろうか。

とはいうものの ，しからば建築フ. ロデュサーとはし〉か

なるものかといわれると ，一寸考えさせられるが ， ["ν 

ナY オライターと演出家 との rl 'をとりもっとともに，建

築佼IIJ - r ，. の代弁者となるもの」 ーー とマア大ざ っぱに考

えると ，外il ーした設吾| 図を片手に前災者 とケンカしてい

る Ｇｉｾｾｊ j::'l:¥'*f1勤務の小生など，さしづめそのハジクレであ

るらしｾ '0  

そして ，その小生のったない続験からいうならば，乙

のような立場K 立つものには，建築技術や災学だけでは

なく ，行Ell 学というかなんというか，もっとIl nムい綜合

された新しいJ 111論が必要であるようで ，むしろ主主築にも

J1J1解ある他の分野出身の人がこの{ 上 ' J((ζ 歓迎されるかも

知れない。 とにかし建築が技術と芸術だけでは! ' t-1、lか

ない時代がきている ζ とだけはたしかなようである 。

( MH)  

( 本ひと次号は上記の新しい執箪者lζ 担 当してもらいます〉

鉄筋コンクリー卜造という怪物

パネノレと hli ll. JJl 授が組みたてられる ，サポ ー トが林立す

る，そこにコ γ クリ ー トが流し込まれる 。 とんな方法が

一体何イ|回線返されてきた乙とだろう 。建築の生産方式を

合J 1J I化 して行なうと考えるならば，われわれは R. C. 造

りというものを，もう - ) l t 考え直さなくてはならないの

ではなかろうか。

" タチ

ある設計者は有機的な型という名のもとに ，木製仮枠

の可能十|を必えた 1111flri を寝求し，ある設計者は1). ，造性と

うらはらな木造建築の姿を R . C 造l乙写し取ろうとする 。

乙うい った混乱はすべてコンクリ ー トのもt川刀法をとれ

までわれわれが問巡 っていたからではないだろうか。

針iikゲi: を現場で iti ろうという人はど乙にもいないの

に，それが可能であるというだけで ，われわれは コンク

リー トミキサ ーを現場に持ち込み続けてきたのではない

だろうか。

Masonr y の昔lζ 帰ろうというのではない ，1Ji 造から

われわれが抜けだすだけの技術的な基鍛は ，もうできあ

が っているということに注目してみよう 。 ( Iy)  



長 谷 部 鋭 吉 氏 を 偲 ぶ 竹 腰 健 造

手ムは， 長谷部さ んを明治， 大正，昭和の三代 を通じ てのも っと も勝れた 芸術

的な 建築家であ った と思 う。またそれにも まして， もっとも立派な人間であ っ

たと 敬慕 してい る。神が理想 とした完全人をも とめた ら，長谷部さん のような

人で あったろ うと さえ，思われる。

わが国 lζ いわゆる洋風の建築が移入されてから近年にいたる までの問! と ，建

築界はひじような発展を とげた。その間，多数の優秀なデザイナー をだしてい

るが，長谷部さんのよ うな芸術的で天才的なデザイナ ーはすくない。

長谷部さんの忌: 匠は，その設計の対象に よっ て千変万化 して，思藻緩めて豊

であった。長谷部さんの設計は概して豪快壮偉であった。 しかし，一面また，

それが長谷部さんの頭か らでたものかと疑われるほど，繊細優雅 Jなものも多数

ある。住友家の持仏堂である芳泉堂や，住宅の家具器具等ーにその例が多い。 し

かし いずれの場合でも ，その狼: 併をなすものは いわゆる気韻静勤，気品 lζ 富む

ととであって，こ れは長谷部さんの 人柄の反映でもある。

人間としての長谷部さんは，実 lζ 尊い人であ った。つねに温雅であって圭角

がなく，感情 IC激したり，他を誹誘した りする 乙と はか つて一度も なか った。

他 と議論を闘わすがごときととはしない。部下が意匠について意見を聞 いて

も，つねに懇切である。その教わると とろ は高度の感党にも とず いてい て，技

儒がある程度の水準! と達していない と， 長谷部さんの教える とと ろを把援でき

ず，不調和な結果 lζ 終っても ，強いて ζ れを鈴めず，つねに忍耐深か った。

長谷部さんは， その索行において一点の非の打ち どと ろのない， きわめて治2

潔な人で，真 IC清教徒の姿を耐えた尊敬すべき人であった。神は つい に長谷部

さん とい う聖者をみいだしたのであろ う。晩年熱心なカ トリ ック教徒 となり ，

その住居をさえ信仰の道場 lζ 供し，敬度な聖者の生活 lζ 入って行か札た。

私は大正の始め，住友の建築課 lζ 職を奉じ，先任の長谷部さん とともに建築

の仕事に従事し， のちに住友の後援を得て長谷部竹腰建築事務所を作って建築

設計の業務をも って世 lζ でて， さらにわが国の運命 lζ 一転機を来 した 世界第二

次大戦の末期 IC， ともに再び住友 IL復帰 したが，敗戦とと もに私は住友の俗職

の責任者 となっていたた め，財問解体に よって財界追放の悲運 IC会 った 。 しか

し，建築家 としてど乙まで も天職を守 っていた 長谷部さ んは，なお現職に とま

る乙とができ， の ちにその会社の分身である日 建設計工務の顧問 として後任の

指導に当ら れた。 わが追放 とあって，分れねばならぬ運命に たちいたったまで

の聞の30年間を長谷部 さん のような 立派な人 と人生の行路をともに したととを

私は無上の幸福 と思 っている 。 (歯医者 本会前会長 ・双墨社竹隠建築耳116所長}

33 



34 

長 谷 部 鋭 吉 氏 略 歴

..11111 11 111 1111111 11111111 111 1111111 11111 111川 111111 111111 1111111日

三 長在怒鋭吉特集内容 E  

王 国 作品 ・戦前の部 三

三 園 作品 ・戦後の部 E  

E  置 インナーデザ イン E  

e  I!! rti 阿 ・油 絵 E

e  g 親しかった人々の思いIHJ2 ｾ＠

e  R 長符部鋭吉氏とその 司辺を 同郡 2  

5  する! ' l ! 談会 E  

1111 111111 111111 111111 11 1111 1111 11111 111 11111111川川1 l 111111111i i

本 籍 兵長Il l¥t '_草原市氷W i ' 丙野々 18liij 也

現住所 木監: に同じ

1885年 ( 明治18年) 10月7 R! と

1960年 ( 閉官135年) 10凡24n死 亡

置 学 歴

1909年 ( 明治42年) 3  fJ ￯ ｬｕｾ帝国大学工学識麹築学科 卒 業

国 務 歴

1909年 ( 明治42年) 8 月 { l ・友総本日J入社臨時建築部にl ' 較

1919年 ( 大iE 8年) ｾ策視紫のため欧［ｪＨＺ ｋｈＱ 政

1021年 ( 大正10年) 2 月 O 友総本山は住友合資会むと改弥，引続 き

工作部に11:結，工作部長，銭節艮を歴任

1930年 ( 昭和 5 年} 建築視察のため再び欧米にI f l張

1933年 ( 昭和 B年) 5 凡 同工作認は解散、株式会制長谷部竹腰建築

可 ｬ ｊｪｊ所を制 ｜ Ｇ ｾ し 、 常窃取締役所長に抗任

1936年 ( 昭和11年) 同 'I i }ll 所の株式組織を改め例人径蛍とする

1944年 ( 昭和19年) 12月 住友土地工硲株式会社の新設に伴い上記建

築 τＱ ＢＱ ＱＵ 所を解散し ， 同社 Ｑ ＱＺ Ｐｾｦ ， 取締役波顧 問 Ｑ ＱＺ就任

1945年 ( 昭和20年) 12月 間 11: は日本建設産業株式会制と 改祢，同社

取締役に留任

1948年 ( 昭和23年) 1  H  同社取締役をE旺

1950年 ( 昭和25年) 7 月 円建設計工l'!5隊式会社の設立によ り同社

問ＱＱＺｾ任

E 受 賞

1918年 ( 大i E 7年) grz徳記念絵画館懸賞投J H1:ニ15入選し受賞

1955年 { 昭和30年) 大阪府教育委員会よ hiI 術賞の悶与を受 く

1958年( 昭和33年) 11月 賞綬褒' c y . を受章

1958年( 附和33年) 12月 大阪府知事より建築関係功労者として表彰

1960年 ( 昭和35年) 10月24日付 勲五等瑞宝濯を受 市

E 本 会 会 員 歴

1917年 ( 大正 6年) 3 月 木会入会

1953年 ( 閉和28年) 1 月 名行正会只

.  
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卒 業 設 計

( 京大)

1 9 0 9  
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聖 徳 記 念 絵 画 館

( 宣量投敵計二等入選集)

1 9 1 8  

泉 屋 博 古 館

京 都

1 9 2 9  

‘  



イ 主 友 ビ ノ レ 大 阪 1 9 3 0  

住友銀行名古屋支庖 住 友 銀 行 京 都 支 庖 京 都 1 9 3 7  

名 古 屋 1 9 2 8  
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宇 治 電 ビ ル

大 阪

1 9 3 7  

和 田 氏 邸

神 戸

1 9 3 6  



日 本 神 学 校

東 京

1 9 3 7  

三 和 信 託 株 式 会 社

大 阪

1 9 3 8  
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麻 布 別 邸

東 京

1 9 4 0  

鮎 川 氏 邸

東 京

1 9 4  2  



ー

芳 泉 堂 ( 住 友 家 持 仏 堂 )

長 谷 部 鋭 吉 祭
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陽 明 文 庫

( 京 都 )

1 9 4 0  

、

玄 関

芳 泉 堂 ( 住友家持仏 堂 )

( 京 都 )

1 9 4 0  

ー

1937年頃の長谷部さ ん ( 和田氏邸 lζ て)
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友 愛 荘 計 画 案

京 都 嵐 山

1 9 4 8  
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日 本 銀 行 金 沢 支 居 案

44 

金 沢

1 "9 5  1  

百 貨 庖 案

主ｾ i 書

1 9 5 0  



• 

外 務 省 案

東 京

1 9 5 2  

テ レ ビ 塔 案

1 9 5 2  

晶画&メr r . .
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銀 座 松 坂 屋

東 京

1 9 5 2  

‘ 銀座松坂屋レリーフ



伊 予 銀 行

松 山

1 9 5 3  

レリーフ鳳図

( 伊予銀行)

⑤ 
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芦 屋 カ ソ リ ッ ク 教 会 案 芦 屋 1 9 5 3  

玉 造 教 会 大 阪 1 9 6 0  
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毎 日 大 阪 会 館

大 阪

1 9 5 6  

名 室失 三 ビ
ノレ

名 古 屋

1 9 5 ワ

k  A  

、可内.，q句hf• e  、ん

J  
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• 

レ リ ー フ 原 案 長 崎 県 庁 1 9 5 2  

ｬｵｬｾ も
10. t 21 
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新 住 友 ビ ル 特 別室

天井伏園・平
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'  

東 昭 不 動 産 ( 株 ) 主 税 町 ク ラ ブ

Ｈロビ ー ・以来 室 ・ 食ｾ・姐ワスケ ッ チＩ

名 古 1主

1 9 6 0  

あ る レ リ ー フ 原 案
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1 9 4 8  
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1 9 5 8  

1 9 4 8  
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長

時 f r j 手持 谷

)1 ｴｾ＠ ｊｾ 主
部

鋭

ゑ 人 高 島

村 1 手室

氏

を

7  

ｅ 号、かも ｉｾす手

み

し

，〆ー の

' ::1. 

予者 ん

ajE且F  z 、

で

タレ• ( 順不同)

今ν
住 友 吉 左衛 門 氏

'P ヂ
山 本 五 郎 氏

薬 師 寺 主 計 氏

波 江 悌 夫 氏

鮎 川 義 介 氏

〆E'Ef-し
置 塩 章 氏

本 .  .・ミ'、"':、一、H・

鳥 山 嶺 雪 氏

大 島 重 義 氏

富ヨ

b・嗣・・1巴ー ー-ー F  正・

水 野 直島之 助 氏

ｾ 、 Ｎ Ｇ、重 ｴ Sr hm、， 1 ｾ Ｎ 、、‘ 、‘
森 井 健 介 氏

佐 藤 秀 三 氏

奥 田 勝 氏

大 沢 昌 助 氏

尾 崎 久 助 氏

伊 藤 鉱 一 氏

塚 本 猛 次 氏

4紙 制h
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天
.  

その 姿 山 本 五 n

nド

白

品

長谷部鋭吉君が召された。その 日の昼頃 lζ ，私ども元住友倉庫の職員であっ

た者逮の白水会の会食の場で E 同君の昇天された ζ とを矢rr りました。私は吃

? な雲痛央しました。倉庫の方と一緒川急速お宅にまいりました。ちょうど病院

から送り帰えされた長谷部君は，ご夫人はじめ，ご家族皆さま 方によって潔め

られて，お座敷』ι 安臥されたととろでありました。 ご夫人は，直ちに私を案内

して下されて，お自にかかりました。 うやうやしく拝し，お祈りをささげ，ぉ

面を見上げましたととろ，そのお姿，そのお顔は，いまなお生き生きとして，

色つや鮮やかに，温容安らかに，目を聞き・されておられた。何等苦情の跡かた

もなく，焦慮: の遺影もありませぬ。実によい姿で， いまにもよみがえらるるか

と想われるおもざしでありました。

そばにおらるる奥さまに，とのお顔は実によいお姿ですねえ。 ご追般の方々

奥さま始め皆さまは，とうしたご主人を，神の固におくらるる ζ とは，さぞか

しご安心で，や1
1
のみむねにかなう信仰の人として. お送りする ζ

とができます

ねえ，と弔詞を述べました。

私は ，80余オーになりまして，多くの人々をおおくりいたしましたが，とのよ

うな，いまもなお生ける 友人を，みたまの i並界 IC送った ζ とは，きわめてまれ

であります。

私は，長谷部君 とは，同君が住友本社の工作部におられ，のちに部長になら

れ，さらに長谷部竹腰建築事務所に，重任を負われておら れたときから，住友

倉庫のすべての建設 IC，おカ添えを願い，その後，東京の女子学院の校舎の建

築 IC，君の特技，名案をだしていただき，京都の川島織物については，その建

設，その工場の建築か ら，そ の袋飾，図案にお いて，ご指導をお願いし，つい

には，それ等の技術者，工芸人の人事交流にも及んで，お世話をお願いしまし

た。 いまや私のもっ とも親しい友人を天国にお送りしました。しかし，私の 心

lζ 追されるその友情と ，私の拝脆した君の姿とは，神のお恵みとともにいつま

で も. いきておられる乙とを. 恕い信じてよろ ζ びとすると ζ ろであります。

(1 l I 者元住友倉庫常務 ・元大阪港i ! l Hl'J王)
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長 谷 部 君 を 追 想 し て

薬 師 寺 主 計

長谷部君とは，帝大建築科学生時代三年間の学友 として の交渉だけ

で，高等学校は違っていたし，卒業後は東京と大阪 IC 離れていた ので

時 折 り の 同 級 会 IC顔をあわすていどの交友に過ぎなかったが. 彩、 lζ

は50年後のとんにち とのごろ にいたるまで，つね に印象の深い人であ

る。生れつき野次性で学生 乙ろ には何 にでも興味を感ずる私 lζ は. ［ｊｾ＠

面白で不良性のない忠実に勉強する模範背年学徒であった長谷部 Iζ ‘

あるいは羨望的憧僚からの印象があるのであったと思われる 。

大学三年生の実習に日光東照宮建築の実測仕上げに，同級生全員と

日光田母沢の浄光寺 IC能っ たと きに，ふとしたと とから 日光愚連隊の

岩者たちと I噴醸して東京の新聞にまででて先生方にも心配をかけたと

き Ｎ 夜襲 ｉｃ 併 ＱＱ えての瞥戒に長谷部君が，筋骨降々 た る柔道二段のｾ裸

体で，鉢巻をし和尚の日傘の柄の 6 尺棒を振り まわし，愚連隊来れと

の政々たる勇姿は，あ りあり といまもなお眼底 IC の ζ っている 。昨

秋，栃木県知事の招待で50年ぶりに日光の錦秋を探ったとき，当時節

城した庫裡を訪ねて，いまは亡き長谷部を想い浮べて感慨無量であっ

た。

同級生 16人の中には変り種が多く ，絵画の堪能で設計の上手な後藤

君. 謡曲と小鼓の名手である 山崎君，ホ トトギス同人で ある俳人 l咲寿

君，草枕の迷亭を気取る非人情論客の西村君. 歌舞伎通の中村君. 角

祁! 今足袋長 l唄の竹内君等々で. 学生というよりは社会人のお揃いで，

先生方も少々持て余された連中であった。

乙のなかにあって，長谷部は代表的な大学生ではあったが，仲間は

ずれの点取り虫的な存在ではなく J卓司! の振舞: を微笑を浮べて j E容を

もって受けいれる態度であった。人世を達観したような人柄であった

とみられる 。

長谷部君の頭脳 は優秀で柿造方面 にも設計にも 他 lζ 抜ん でていた。

ζ と ｬζ デザインは自己の信念を去ー現する作品で，ｽＡＺｧ中のように提出 ｊｾｉ

が辿ってあわてて， ピノレニューやアカデミーの トラの巻探しは決して

やらなかった。だからその作品は人哀似をしたり，小細工を算しない

個性を表現 した質量的な重厚の感がある名作で，駄作は皆無である。

住友本社を始め，住友銀行その他数多き長谷部君の設計した建築は，

i陸部感のない堂々たる 存在であ ると思う 。

明治42年卒業の同級生は 16人であった。木莱会の卒業祝賀会に . 故

三橋四郎先継が

「卒業の数も 十六ざさしにて 親にもまさる人となるらん J

の祝句を寄せられたが，星霜移って 50年，長谷部君が 11 人F l IC永cl の

旅 lC逝ったが. 親 IC もまさる人となったのは幾人であろうか. 長谷部

君乙そ恐らくは ζ の" 永の当てはまる人生であったと忠われる 。

部んで反谷部君の冥福を祈りて欄市する 。

仁医者 日本セルローズヱ1 ; K K 常必)
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京大時代の長谷部 さん
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京大第二講義室に おける 同窓作 ( Le峨績むきが 長谷部 さん)
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「忘れられない人」 長谷部鋭吉さん

波 江 '悌 夫

(1)  

私たちは明治 43 年度見i 大出身でありますが，本郎の工科大学教室

cl火野金吾先生の設計であった。脱瓦造 2 階建教主) で. 約 2 カ年

間，中村述太郎先生や伊点忠太先生，塚本靖先生や佐野利問先生等の

諸先生の鞭打の教育を支' けたものであるが一一 ζ れらの諸先生も政人

となられてしまったーーしかし，あの二開通きの教室はいまに忘れら

れない教室である 。その教室でいまに印象の強いのは長谷部さんの建

築設計意匠 11 : 対する熱烈なる態度である 。 当 時 坂 本 教 慢 の 「 芯 匠 設

フオートナイト ・トレーユ ノグ

計」の『二週間諜趨』は喧要中の重要なものであった。従って各自も

それぞれ衣食IJ II : 取組んだものであるが一一私の印象 11 : 残っているの

は，長谷部さんの強烈な，そして真剣な風絡であった。長谷部さんの

図面は「鉛筆」と「消ゴ ム」で. 哀.黒くなるまで案を絞っておられた

ととで有名であった。|侍とすると期限が足らなくなるので，みなあわ

てるのだが，いつも悠々と意匠 K 没入しておられた。そして黒ずんだ

図面を「ゴム J の「消し l床」をつけてその効果を工夫しておられ，そ

れがまた，ひ とつの効果を産みだして快心の作を打ちだされたととも

あった よう である。 ζ の印象は長谷部さん独特のもので，私 iζ 強く長

く残された印象であった。

(2)  

長谷部さんは卒業されると大阪の住友総本百建築部 lζ 入社されて，

野口部長 ( 孫市) や日 高次長 ( 1伴) の部下となられた。従って大正年

聞における日本建築協会の建築法規に関する諸会合には，野口， 日高

両先生 lζ 代りて竹l国氏とともに出席される乙ととなって，いつも関西

建築界の諸会合には温顔と冷静な態度で応酬しておられた。しかしな

がら，本務は住友銀行建築部にあって，乙の期間 iζ 設 計 実 施 さ れ た

一一ー建築物乙そ長谷部さんの主要なる遺作品であ ると考えられる一一

そして乙れらの建築が氏の若き臼の想い出の作品であって，いまでは

好倒の記念物となった。乙とに住友銀行 ・大阪総本庖の偉大なる建築

物はその代表的作品であろう 。 乙の大建築物の完成にはまた面白い

「エピソ ード 」も聞いておるが，後日 lζ 機会を持つ乙ととしたし、。

(3) 

私はかつ て長谷部さんの油絵を5， Ｖ ｽａｾ 拝見した乙とがあるが，その

作品の風格が征誌の うち に， 何んともいえぬ持味をJ減していて，いま

に忘れられない印象が残っている 。 長谷部さんは晩年，央さまとと も

に強い信仰生活に入られたと聞いているが，間人却って 心願多 く，晩

年の長谷部さんと親しく訴る機会を得なかった ζ とを追憾とするもの

である。 ( 1昭和36年正凡 ) ( 筆者本会名誉会只 ・元波紅建築1 j i あ所的
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長 谷 部 さ ん の 思 い 出

鮎 )  11  義 介

長谷部さんの思い 出を語る ζ とは，紀尾: J Iニ1[ 1] の私のf佑がどのような

経緯ででき 上ったかを語る ζ とにつきる。

もう 20年も前の戦争前のととだ。

あの土地は昭和 14年に脆い，後. i A する ように 設計は翌年の秋ごろや

っと長谷部さんに神輿をあげてもらって，昭和 17年の 5 月に竣工した

ものである。

もともとあの館のいわれを詳しくいうと，横浜の子去に，当時興銀

総裁だった結城豊太郎氏所有の古ぼけた田舎家があった。 ζ れは房州

のこの宮( 現在の船橋市内〕在のl i : 嵐が持っていたものを買いとって

別 ￼ としたものであ る。なんでも ＷＰＰ 年から ＸＰＰ 年前 ｉｃｾ てられたと鑑

定されている珍らしい建物である 。も との柴葺屋根を瓦葺きにしたり

して，永らく愛玩していたが，飽いたから私 ICぜひ買ってくれないか

と依頼をうけた。

そのとろ私は，子去の JIILiL:地 IC創った日産自動車を経営していたが

この会社に| ー数人の外人が仕事をしていたので，当分 ζ の屋敷を彼ら

のゲス ト・ハクスとして用立てるととにして譲り受けた。

とζ ろが，当時被浜 lζ 市区改正が実施されて，乙れをど乙かへ移さ

ねばならなくなった。そとで思案の3 k ，現在の紀尾: J I二町 IC移築すると

とに決めたわけである。なるほど結城総裁から頼まれたわけがよめ

た。まあ一杯l喰わされたというしだい。

そのとき，紀尾井町にはすでに 1 戸の* ，市と陣屋門が岡山から移築

されていた。

乙れも由緒ある建物である 。 というのは岡山の後楽園を流れる川の

下流 IC，鉱山師の坂本金弥という人の別荘があった。 ζ の建物は，わ

が国三大茶人( 千の利休，松平不IJJ と公，伊ホ; 三猿斎) の一人である三

猿斎が，I河山城主池田侯の家老として主家のために作ったものであ

る。乙れがその道の人から 聞 くとかなりの名作で，明治何年かに坂本

金弥が買い受けて愛用していたわけである。と ζ ろが先 ICのべた子安

の家と間織に ，下流の川の改修工事のためこれまたどとかへ移築しな

ければならなくなって，コピ立 IC だされた。 乙れを結局. 私が口う ζ と

になったのであるが，そのとき IC茶道のむ山宗匠が，いま の陣屋門，

t霊能，庭イゴ等， 数十点を入札で取り，紀尾井町の家にふさわしいか

ら，せ' ひ使ってはどうかということで持ってきたのである 。 乙れらが

現在の母屋の アクセサリーとなってい るが，母家の方があとから入銀

になってきた ような工合で，一材、H食わされたお蔭で雪まととにあつら

えむきの主人ができたしだいである 。

彩、はこの建物を移すに当 って改造しよう と思い 5 亀山 にやらせたと

とろ，どうも満足な ものができない。ス トレングス からいっても危な

いものであったので，このさい，専門の建築士 l ζ{衣料する乙とにし，

fむ山の子から離れて長谷部さんにお願いするととにしたわけである 。



長谷部さんは建築という技術の優秀な点はもとより ，建築界におい

て一頭地を抜いている人柄者である。自己の打算で仕引をするような

ζ とは決してしない人である。

当初乙の紀尾井町の館の設計をお願いしたと ζ ろ， ζ れはすでに人

の手がけたもので，私にはできないといって辞退された。 しかし私は

長谷部さんにぶら下って南It れない。あなた，やってごらんなさい，案-

外名品になりますよ，と再三お願いしたので，やっと事 ｉｬ ￧ｬｾ をおあげに

なったのである。

上記のようなととで設計は決まったのであるが，一且承諾したのち

の長谷部さんは心魂を能めて設計にあたられた。けっしてお義理でや

るなどという軽薄な態度 ｉ｣ｪｾ をしたととはない。真撃そのものだった。

カーテンの一片，置物の取り合わせすら慎重を期せられた。完成後，

長谷部さんは，私にとういわれた。

一ー とれはやはりあなたのいわれた通りやってよかった。おかげで

計らずも快心の作ができて ナ ッパ リいたしました。

私も後世に遺ると思うし，今後とういう風な建物が東西交流のひと

つの機縁ともなり，私としてもよい乙とをさせていただいたと感謝し

ている。また建築界 lζ は新しい示唆を与えたと思う一一

長谷部さんのいわれるように，乙の館 IC招いた外人のほとんどが感

嘆の戸を政つ。そして私は 8 0 0 年 IC近い古い家を長谷部さんという建

築設計家がリ モデノレされたのですよと説明する。みながみな感服して

いる 。帰国した外人も帝国ホテノレに泊って視たととよりも， ζ の館を

鑑賞' した ζ とを滞日中の最大の l以獲だと宣伝している。私は先年来，

数回にわたり米国 IC行ったが，なかには 向うに帰ってから館にあった

机や何かをみて似たようなものを作ったという話も聞いた。

長谷部さんについてはこのていどのととでしか知らないが，乙の館

が遣るとともに$ 長谷部さんの業績は他の作品と同様に末永く万人に

称えられるであろう。 CI ! 者参l l &脱線貝 ・日産自動車社長 ・( 株) 中小企業助成会会長)

鮎川氏館客室側関
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長 谷 部 鋭
士

口
を

畏友長谷部鋭吉君逝く 鳴呼悲しい裁

長谷部君とは大学以来日年の親交で 3 と くに 晩

年大阪では，ただ一人の話し相手であった。従来

大阪でク ラス 会を 持ちまわりで聞いていが，綿

貫，宮本，津間( 以下敬称を略す) と相ついで逝

去，晩年は二人で淋しいので }J: 君問f ' t ，春秋二季

lζ 交代で訪問開会 IC定めて， 昨年暮，長谷部の家

で 4 人で会合したのが最後であった。

長谷部鋭有i . 別名を石部金吉 と大阪五人組では

いっていた。それほどに親しき 友人以外 には冗談

もいわず，笑って話す 乙とが少ない。かつてある

人が私1(， r長谷部さん という 方は笑うととがあ

りますか」とたづねられた乙 とが あっ た。そんな

に真面白で謹厳であっ た。進んで人と話す方では

なかった，というて一方ではまたユーモアもあり

情必 IC厚い人であった。五人組の会合ではいつも

皆とー絡に冗談もとばし，人を笑わせたものであ

った。 その温顔は親 しみを感ぜしめた。

大阪住友工務部 lζ 勤務せられて以米の一般的な

また建築に関するお話は他の矢u友の方々が茜: かれ

ると とと 思いますので，私は乙れ等を省略して，

般的にあまり 知られていない人間長谷部をかた

りたいと思う 。

大学時代 製図室の長谷部

クラスのみならず，全製図室.でも っとも勤勉な

学生は長谷部だっ た。

朝早く 出てきて，帰りは遅く，いつも 小使に追

い出され るのは長谷部だった。小使いわく 「長谷

部さんにはカナ ワン 」 とζ ぼされた。彼は朝早く

から lぬまで黙々として，製図板 』ζ 向い，画いたり ，

消したり. 彼の図面は手アカと鉛筆跡でもっとも

汚ない図面だった。それだけできあがっ たデザ イ

ンは新しみのある立派な，雄大な:lli:々 7こる デザ、 イ

ンだっ た。 とれはク ラスの後藤慶二 ととも に皆々

感心したととろであった。

彼の製図室の歌戸はめったに聞かれなかったが

藤京君 ( 後の大林賢四郎君，第一の美戸家) の戸

とともにー じかに耳を そばたてさしたものだ。

当11主 工 科大学の建築科の製図主 IJU1とさくらの
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お 置 塩 章も つ

大木の並木; があった。春のそよ風にさくらの花び

らが，そよそよと製図板の上 lζ 飛び散ってくる こ

ろになると， 一・聞はよく揃って不忍池畔のダンプ

屋にダ ンゴを食い に出かけた。そして全部が統

行動を取る乙とになっていたが，あるとき，人数

を数え たら一人たりない。製図室 lζ 引き返してみ

ると長谷部がひとり図面と ニ ラメッコ をして い

る。いやおうなしに，彼の l院をつかんで 引張り 出

して きた ζ ともあった。

日光実習の思い出

従米の実習は，一同日光山中 屋 IC宿泊して，約

2 カ月間，東照宮と 大献院の建築装飾を調査し，

スケッチする ζ とになっていたが，乙の年は山中

屋だけでは不足のため，一部は浄光寺 IC宿泊する

ζ とになって二つ K わかれた。 しかし， 日々の仕

事は従来通りである 。長谷部は浄光寺組だった。

昼間はとも に仕事をして 3 よ く公園の* 屈に行っ

たも のだ。そ とに はツ ンボの老婆 とヤッチャンと

いう可愛いらし い 13 ，4 才の小娘がいて，ダン ゴ

をl喰いつつ談笑した。夜は別々になったが，よく

一緒に話し合い遊び合った。

彼もなかなかの ユーモア に富んだ ζ とをいう 。

あるときクラスのいたづ ら者がからかい半分 IC，

「おい，長谷部君は一体女は好きな のか どう か」

との問 IC， さすがの石部金吉も とれには満足な 返

答もできないだろうと ，一同返答いかに 片づをの

んで待・っていたと ζ ろ，彼は一向平気でー

「クン女は好きだあ一」

一閉そう か，やっ ぽ り石部金吉でも女は好き かと

いって笑って いると，彼はさら につけ加えて，

「お母さんは好きだあ一」一同 「ダアー 」やられ

た。まん まと彼の逆襲 にア然として一同ひとたま

りもなくまいっ てしまった。 乙れによっても彼が

む っつり屋だけ でなく ，いかにに ユーモ アIC富ん

だ人だっ たかを うかが い知 る 乙とができ るだろ

う。彼は ときどきいいだしては笑わせたのであっ

ｾＮ＠

十 」 。

奈良. 京都の実自においても ，彼と二人でエ キ

ス方ーションの幹引を矧j めた。一同ととも に街を



出て法隆寺に向う途中，彼に菓子の買い入れを頼

み，私は先 IC駅 11 : 行って切符を買う ζ とにした。

| 侍刻迫り汽車が出るというのに彼の姿は一向に見

えない。発車のぺ J レが鳴り出して気をもんでいる

と，ようやく菓子の荷物を重そうに抱えて走って

くる長谷部を見出した。ょうやく汽車 11 : 飛びのる

と同時に発車した。ヰムは彼 11: I モ ット半くしろよ

遅いぞ」といったととろ . 彼はいつになく激しく

プンプン怒りながら . I あんな急ぐときに菓子な

んか買わせるやつがあるか。」 ζ れが私が長谷部

K 怒られた最初J で，また段後であった。友交55年

の間，彼 11 : 怒られたのはとのときただ一度であっ

た。それで後で法隆寺に行き休憩のとき， ζ の菓

子を皆で| 喰った。となりにいた長谷部が小さい戸

で「おい，置庖，甘いなあ一，買ってきてよかっ

たなあ。J ついさきほど怒ったやつが， ζ んなに

早く忘れて栄子礼賛をするとは思わなかった。 ζ

れで私は彼がますます好きになった。

京都の位向! [ 宮で実測する ζ とになった。ともに

実測に従事せんとしたときに，私は用事ができて

実測を中止して出かけるつもりで，図面ができた

ら一枚もらいたいといったら，彼は図面はやるが

実測する ζ とそのものが有益だからともに実測せ

よといわれ， 一部を一緒 11 : 実測した。 ζ の考えが

のちに茶室のデザインに役立った乙ともあった。

大阪で宮本と二人で，東区本町橋の西詰の大八

旅館 lζ 下宿した ζ とがある。宮本は市役所，私は

第四師団経理部に勤務していたが，そ ζ え当時，

大阪に勤務していた，西村，綿貫，宮本， 津田，

長谷部，波江等の面々が集って，いつもすき焼晩

さん会をやった。夜十時まで|喰って寝て，いよい

よ各自のねぐらに帰る乙とになる と，一同ともに

宿を出て本町橋( 当時は木造橋で淋しい所だっ

た) の上から七つの砲門を揃えて一戸射撃をやり

ときには下を通るポンポン汽船 11 : あわててーせい

に射撃を中止して，砲身方向転換をして大笑いし

たとともあった。そして必ず本町橋の上のーせい

射撃ののち，橋上で「ナヨナラ」で分散するのが

常であった。

大正の始め，建築協会が発会する前 11 : ，大阪に

おける建築家のグル ープがータ北の新地で懇親会

を{tどした ζ とがあった。 当時はいずれもまだ若か

ったが，主: たけなわ 11 : して，各自かくし芸をやる

ことになって，ついに長谷部 lとも当ってきた。わ

れわれは彼が立ち上ったときに，一体どんなかく

し裟をやるのかと，かたづをのんで見守っている

と，彼はおもむろにしりを上げて，まず芸者 11:シ

ャミセンをひかせ，ついで踊り 出 したのはゲンコ

ツ踊りであった。それが武骨者のグンコツの踊り

と追って，手を振り足の舞笥 ζ とごとくシャミセ

ンのリズムにあって流調にーさし踊り終って，な

みいる面々をアッといわせた ζ ともあった。

彼は! 晩年，南 l菌をよく l苗いた。もちろん油絵も

i画いた。 また文字に対するおR習もやった。私は彼

の家 11: 遊び』ζ 行く と，よく彼の努力の傑作を見せ

られ，とれをまき上げで帰ったものである 。 いわ

ゆる巻きあげ係であった。

昭和33年，彼は黄綬褒主主をいただいた。私も松

田軍平，村野藤吾，石本喜久治の諸君と藍綬褒宣言

をいただくととになって上京するに先立ち，長谷

部と電話で打ち合せたと ζ ろ，夫人同伴しないで

独りでいくとのと と， 私は内助の功ある夫人同伴

しない乙とは何事だ，ぜひ同伴せよとすすめてお

いたと ζ ろ，東京宮城で夫人間伴でやってきてい

る彼を見て安心し，彼もまた人情味があると思っ

てうれしく思った。

長谷部が入院しているとと を女婿の塚本猛次君

から聞いて，おどろいて病院にかけつけたとと

ろ，大分重態のようだったが， しっかりしろとい

ってわかれた。ちょうど東京に用事があって， 10 

月20 日出発の前日病院に彼を訪れて，奥さんの介

添えで握手してわかれたが，乙れが最後の別れだ

っTこ。

10月24 日，建築学会で彼の言トを聞いて，最後の

枕辺 lζ 侍するととができなかった ζ とをかえすが

えすも残念に思い，往時を追思し暗涙 1 0因んだの

である。

帰宅後，彼の家にかけつけたら，彼はすでに小

壷に収っていた。悲しみのきわみである 。大八旅

館の七人組五人はすでに故人とな り，残るは波江

と私だけとなった。建築事務所で現役にはまだ松

井，渡辺両君が健在でいるのは，ま ζ とに怠を強

うするに足る。友人が次々 と物故し，淋しい際各

自自重して長生きしてもら いたい ものである。

畏友長谷部君の長逝を悲しみ，思い出ずるまま

を書き連ね，君の ご冥福を祈るとともに，残る老

友の幸運長久とど健在を祈って私の稿を終る。

(111者 IU邸建築! s l ! iH師長)
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「焔香疎影」

隠見川の月 中学時代の長谷部さんの

スケッチ
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dじハ君の

三六会 世話人 鳥 嶺
ε e  

三ヨ止|

いま私の机の上に「陥香房長影」と題したーrntの雑誌がのってい ま

す。 乙れは長谷部さんが中学 11寺代の 5 カ年を送られた府立214ー中学 ・

( いま の日 比谷高校) を卒業されるときに，同窓の問でJ存えていた同

日・会という回覧雑誌の最終号で ｕｾ 4 巻 3 号となっています。ii 災禍 lζ も

焼けず，不思議にも 50数年の間，ヰムの本箱 lζ 残っていたもので，いま

同君 のＡＮ￹悼文を認めるにあたって取りだし たものです 。 そのＱｉｾｪＭ呑防長路

のLI 絵 1<:: は同君のスケッチが 2 枚のっています。そのひとつは「鶴見

川の片 J そのふたつは「一役:Ll I間 lζ 出る」です。|司君のスケッチは数

多くあると承っていますが，いまから 50数年前の作品となると珍貨な

ものと申されましょう 。

ζ の ｈ 白香 ｾ［ｪ 多』 ζ は，おなじ級友が九包めた人物評論がのっています。

同君の中学時代を偲ぶよすがとして，次 lζ 抄録しましょう 。

『 長 谷 部 lo'e 雪 君

内気な沈黙な人であるといえば，顔の青い陰気な人を述想するが，

乙れに反して笑ー哲玉のごとく 活動 ICif; んだ当世得難い人物である 。

斉カ人 Iζ 優れているととは，ナンドク十礁を毎朝毎朝j，木四鈴のご

とく振り回わされるので知るを得るだろう。

君の趣味は旅行で 2 文章は紀行文を主として雑誌で拝見するが，文

は少しく生硬をおび達者とはいえない。 しかし，昨年偶感なる題目の

下1<:: ，当世の悪j試を罵り都会の暗黒を l叫ばれたが，評者は確かにその

戸をまのあたりに聞くように党えている。

君の体格は鍛事IUζ よって発達されたもので，実 lζ 君の目的である工

科に対しては適当なる体絡えの準備といえよう。

君の得意とされるのは図画である 。 ζ れはまた君の目的 lζ 関して必

要なる素養 と思う 。学事には熱心，性絡も円満であるから，中学時代

をととなく過ごされた君は，のちいぜんとして高等中学，大学と過失

な し失敗なく進んでゆかれると とであろう， と信ずる 。 j

君の建築界 lζ 遣された足跡は大きい。 その中学時代を追想すると乙

の人物評論の筆者が50年前にかい たごとく，栴植は撤架より芳しとの

諺の通りである。

私は不幸，中学校卒業以米一回も同君・に会わない。毎年 1，2 回ク

ラス会を東京で催しているのであるが，東西相別れてお互い に仕事が

忙しいと，相逢う機会もなく，月日はいつの聞にか過きf さって，君の

言卜を手にした とき は実 1<:: 感慨無量であった。いま熱海上の 山にある郵

政省老人ホーム lζ 老妻とともに，余生を送っている自分もまた早晩君

のあとを追うであろうが，先立っ た君の ご冥福を祈 ってペンを捌く 。

追悼旬 % : のまに消えてはかなし冬の虹 嶺当



長 谷 部 サ ン の 思 い 出 大 島重義

長谷部ナンと私との交友の始まりは，明治38年 lζ 第一高等学校 3 年生のときに，本郷弥生ケ

|刊の一高構内にあった寄宿舎東去をで， 閉 じ室 IC : 約半カ年間起居を ともlとして，お世話になった

ときからであります。 その当時の記念写哀を出してみますと，同室生 13人の巾 IL 紺がすりの着

物に袴をつけ た若い元気のよい長谷部ナン のお姿がみられます。東京帝国大学に 入学して から

は= 長谷部ナ ンは建築学科に，私は応用化学科 IC : 進み，専門を異にしたので，大学卒業後，昭

和初年までは親しく会合の機会も な く過したのでした。

UP，平fj 3 年 lζ 大阪住友本社新築工事の始まっ た ζ ろには，建築物内部壁面の美術塗装の興隆則

でありまして，そ の当時，大阪の代点的の大建築. 工事:で ありましたとの建築物に，長谷部ナン

のデザイン により美術塗袋を実o i ! i するととになって，亀谷開作氏の創意研究による美術塗畿の

技法を採用されたのでありました。スチップ J レ塗， ゴンピネー ショ ン塗など，その当時では珍

らしい塗袋方法には， ? ? 通の 油性ペイント以外 lζ 美術塗袋用の特殊塗料や補助材料が入用 でし

たから私は塗料メーカーの立場から ζ の塗装工事に協力して，長谷部ナンのど指導をいただい

たのでありました。 乙の塗袋工事は見事に完成して，古典的の渋昧のある高尚な長谷部ナンの

趣味を活かすととができましたので，壁面塗装の模範例として見学者も多く，塗袋技工に革新

的の進歩をきたした 乙と は，長谷部ナンど指導のた まものであり まして，永 く感謝している次

第であります。乙の工事が機縁となって大学卒業以来， しばらく疎遠になっていた長谷部サン

と私との交友は復活して，その後は塗袋技工や色彩 IC : 関して教えをこう ζ とになったのであり

ます。

昭和 12年どろから満州事変などで物情騒然たる 世のなかとなり ，原材料も不足勝ちで，せっ

かく発展しかけ た建築物の美術塗装の流行も下火となり，ついに第 2 次世界大戦に突入したの

でしたが，終戦とな り，世のなかの秩序も定まり ，人心 も落ちつ いてきた昭和22年に，私ども

は総合塗装文化研究所を創立して，各方面の専門の権威者 iζ 研究所顧問をお願いしたのでした

が，新らしい美術塗装の研究方針について長谷部ナンに顧問となってい ただいて， ど指導をお

願いしたのです。 ζ のときから私は宝塚市米谷のお宅にたびたび参上して教えを ζ うたのでし

た。阪急宝塚線の治荒神駅から近い米谷村の長谷部ナンのど住居は，あまり人工をかl えない自

然のままの樹林のなかの広い敷地内 に， その当時は萱茸屋根であった建物が長谷部ナ ンの蓄斉

です。都塵をは なれた静かな部屋の壁は赤味勝ち のク リーム色のやや淡い平塗で，壁面には欧

州の建築物の絵やデッナ ンなどかけてあって，建築技術者の仕事場 というより も，美術家のア

トリエといった方が似合う のでした。暖炉を前にして外国の建物の話，室内の色彩の選び方な

どを美しい図面や匝| 集を聞いて話しをされる温容は，いまでもはっきり思い出されるのであり

ます。

総合塗袋文化研究所創立記念事業の ひと つ として優良塗袋見本数の収集 と展示会を聞いた と

きにも ，長谷部ナンに審査をお願いしたのですが，美術家としての秀でた鑑識をもってお忙し

いなかに塗装技術の指針を示されたのでした。長谷部ナンと私とは第一高等学校寄宿舎同室時

代，住友総本庖新築時代，大戦後の復興期に総合塗装文化研究所創業のころの三つの時代にど

懇情とど指導とをいただいたのでありました。往時を回顧して故人の偉大なる業-績を思 うにつ

けても，そのど逝去を惜み p ど冥福を祈るばかりであります。

( 事者 耳!!l Uペイント K K 技術顧問 ・総合塗波文化研究所)
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思 い 出 づ る ま ま に 水 野 鶴 之 助

学生の乙ろ，酔古堂剣掃ーという書物で，天下のよき 山水をみつくし，天下のよき人物を知り

つくし，天下のよき書物を読みつくす ζ とができたら，人生とれほど愉快な ζ とはなかろうと

いう文を読んだ。一人でも多くよい友を持つ ζ とができたら，それだけでもキイっせと思わねば

ならぬ。私が長谷部君を友 と した乙とはま ζ とに幸わせであった。

長谷部君を矢口ったのは約40年前，ヰムが住友天津洋行から本社へ転勤して住友ピノレディングの

創業に従ったときからである 。 当i忠君はそのピノレの設計にあたっておられたので，自然交渉

する機会が多かった。元来. 君は言葉の少い人で相談 ICでも行くと，いつも紳か! と応対してと

きどき微笑をもらす ぐらいで，長談義をするよう なととはなかった 。 しかし，なんとなく君と

話しがしてみたく なるのが常であった。 ζ れは性絡に似通ったと ζ ろがあり，趣味を同じくす

るからであったかも知れない。

ピノレの建設 中の ζ とであった。あのスペ イン風の屋上 l噴水イ、J J 1 i のほの色合いを決定するので

塗料 !苫の主人 lζ ペンキ の見本塗を命じて交渉している場面 iとでくわした。君の色の注文がなか

なかむつかしくて私はさすがにと思った。 乙れなれば ζ そ長谷部君の名作ができるのだなと 。

また私とは 中国の骨藍趣味で共鳴すると ζ ろがあった。君の好みは一段と渋く，首 !函にして

も. とくに文人風のものを好 まれたようだ。 あまり人を訪問しないと聞いていたが，ある1=1，

私の甲子閣の新居に突然現われて玄関に入るなり ， きょう神戸で ζ んな挫.物をしてきたと，大

IrDl帖の一片を示された。呉昌碩の画でその賛を読んでもらいたいという 。瓢mの画で上 lζ 1(火

様 l面前監J とあるのを読んで，あなたの独特な建築とは反対のものですよといって大笑いをし

たととであった。君に似合わず，その日は大層ど機嫌であった。

私は住友在勤の晩年2 甲子園にささやかな住居を君に設計していただとうと思ったが，附近

には住居を建てよ うと している住友の同僚たちが，建築部内の茄い建築家 lζ 依頼したので，私

も君を煩わすのを遠慮してその人に頼んだ。 ととろが，その人は品息の荒い人で，設計 につい

ては依頼者のいうままにしてくれない。

それで私の気に入らないととろは，君』ζ みていただいて思うように変更してもらった。その

建築家さんも君の意見だというと素直に聞き入れて，私の希望通りになったととなどは，まさ

に君の人徳のいたすと ζ ろと敬服した。

君はその拙宅をみに 乙られて， 2 階の日本座敷をみて，これでは蒐集品などを鑑賞する場所

がないでしょ うと いっ て， 座敷につり合っ た立派な飾り棚を設計し，専門の工人に作らせ，私

の晴好を満足させて いただいたとと は，ま った く画竜点目青の思いがした。

長谷部君は仕事の上でのつき あいであ ったとと もに ，また信仰の友でもあっ た。君はカ トリ

ック信者，私は仏教徒で はあ るが， カ トリックの信者である私の娘が，修道女に なる洗礼を受

けるさいに，ヰムは妻を なくしていた ので，君の奥 さま に母代りをしていただい た とい う不思議

な因縁もある。昨年 11 月に住友家の銅摺陳列所泉屋博古館の開館式 lとその関係者として君も招

かれていたので，久しぶりに会談の好機をえ た ζ とを楽しんで 山を下りてきた。

それだのにその日 ，住友本社で君が亡 くな られた ととを聞いて鰐附した。さっそくお宅 lζ 馳

けつけて，君の最後の「 ミうりに 間に合 い，対面ができたというととは，まったく利1さまのお

引き合わせとい うのほかはない。

その うちに ，住友の新 ヒソレディ ングが完成したら，住n寺の ヒソレの思い 出却しでもして，あの

よl- のかすかな笑 い顔をみたいと， 日ごろ念願していた私にとっては，君の長逝はまったく夢の

ようでもあり，また痛惜の念一層深いものがある 。

しかし，生は短くとも芸術は永いという古い議もあるから，君が苫心された建築は7K くこと佐

堀河畔 IC公立して 3 わが水都を飾る乙とであろう 。 ( 市名; 元北港常務 ・元新大阪ホテ川3必)
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建築芸術家 としての長谷部 さんとカトリ ック 森 井 健 介

大沢三之助先生と長谷部鋭吉さんとは，私の先輩としてもっとも芸術家らしい建築家です。

その人柄といい，趣味といい，す ζ しも宣伝めいたととなく，また脱みをきかす親分的な風も

なく 3 いわゆる温厚，篤実，寡言黙考とは ζ のような人だと思います。 ζ のお二人が義兄絡の

闘係恕のも，まととに奇縁です。とかく建築家はその職業上，権門富貨に接触する関係上，金

ｾ紛々名誉慾 ｬζ とらわれがちですが，長谷部さんはどうもその風なく，きわめて民主的開放的

IC rl刊さそのもののような気がします。したがって，部下に親しまれ{言頼され， ファンとして心

酔していたものは故悦川慎一君・初めすくなくないようでした。

長谷部さんは私より二級先輩，故後藤慶二君と同窓で，学生時代からデザインが傑出し，と

とIζ コ‘ シックがお得意のようでした。卒業後は，もっとも品のよい住友財閥の営繕課 lζ 入り.

芸術味豊かな野口孫市. 日高幹両氏のもとで，恵まれた建築家として養成され， ζ んにちの

をなされたものと思います。終戦前，長谷部竹腰建築事務所 [ζ 移 仇 戦 後 そ の 後 身 た る 日 建 lζ

転じて顧問となり最近はときおり 出社されていたそうだが，その 聞の消息が長谷部さんの設

計された作品については，それぞれの諸君からお話しがあると思う。私もしばしばその傑作を

拝見したものだが，長谷部さんを深く信頼していた小倉正恒，川上嘉市両氏からよくうわさ話

しを聞いたものの，両氏とも病臥していたので思い出話しをうかがえないのは残念です。

終戦後とくに長谷部さんとお親しく願っていたのは，お互いカトリック信徒としての関係で

す。それは戦後長谷部さんが，宝塚米谷邸内の アト リエを新設の宝塚教会に無償提供され，毎

日曜のミナ聖祭に大阪司教館からしばしば私のど懇意の神父様が赴かれたのを知り . 私の二女

が修練している西宮仁川修道院へくるおり，数回長谷部邸へ泊めていただき， 日H程のミナ iζ 列

席したので，その都度カトリックの話しから雲芸術談をポツリポツリうかがうのを楽しみにし

たものだ。最近数年間はむしろ在宅の日が多く，その問悠々自適概ね聖 l面会描いて楽しんでお

られた。私も 34年秋うかがったおり，キ リス トがマリア lζ 抱かれエジプ トへど避難の聖l苗を懇

話していただき，いまも自室 lζ 掲げ好記念として絶えず長谷部さんの悌を偲んでいる次第だ。

カ トリック信徒としての長谷部さんについては，いずれ司教様なり神父織が述べられましょ

うが，私からみてはるかに含蓄ある立派な信者と思われます。ただ私として残念な乙とは，信

徒たる長谷部さんが多くのカトリック関係の建物 IC関J与されなかった 乙とです。 ζ れはまった

く信者となってわずかK 十数年の短日月 lともよるし，広島の平和記念聖堂設計のおりは病臥中

のためその機を逸し，そのど，わずかに芦屋教会のスケッチをなされたぐらいらしい。しかし

最近大阪 K 司教座聖堂建設の運びとなり， 田口司教僚もぜひ長谷部さんに設計を依頼され，長

谷部さん最後最大の傑作を遣すようにと楽しんでいたと親しく承りました。長崎の大浦天主堂

はすでに復興なり国雫の指定をうけ，また京都河原町教会も明治中期にできた落ちついた教会

らしい名建築ではあるが，いずれも古風なゴシック建築であるから， ひと つ長谷部さんの手に

よって，昭和l時代にふさわしい名聖堂を建設したいと，田口司教様からしばしばうかがったも

のだが，いまやその設計もほとんどできあがり， ζ れから漸次着工の運びとなった際，にわか

に州去されたのはま ζ とに惜しみでもあまりある乙とで，司教様もさぞかし落胆された ζ とと

私も心から残念に思っております。

私が長谷部さんに援するときはいつも光風安月，その淡々たる水のどとき雅趣， 世間的の声

聞などにはまったく無頓着で，いわゆる内 K 践する ζ との深いのに 敬意を払い感銘を3' t えるの

です。 乙のように，善良な生涯を送られた長谷部さんは，なにかと他人に矢口られない喜捨をな

されたもので. また令夫人はじめ. ど家族いずれもカ トリック信者として祈りを欠かされない

ので，長谷郎さんも安んじて天国へ行かれると篠信し. また私たちもど遺族にお忠み多からん

ζ とをお祈り申し上げて . ζ の思い出記を欄4 t いたします。( 昭和3 6年1月15 日成人の日認む〉

(司E者 法 政 大 学 講 師 )
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長 谷 部 先 生 の 思 い 出 佐 藤 秀

不治のど病気とうかがったので，つとめてさりげなく病床をおたずねしたのも束の間，. 数週

をいでずに哀しくも清らかな，お枢 lζ 菊の一枝を捧げて，皆さまとともに永遠のお別れを惜し

むという現実をどうする術もなく，そしてまた ， ζ ζ に先生えの思い出の記を綴らんとは。

先生えの思い出は，そのまま自分の過去47年の思い出のひととまひととまを考えないわけに

はまいりません。 18才の春，回合からの初旅の三 日自に先生と住友総本庖営絡諜の応銭安. で

お自にかかる機会を与えられたという ζ とが，私の一生を通じていかに幸運であったかを. い

まさらながら強く考えさせられます。 どんな本を読んだらよいか，音楽 lζ 対する建築家として

の考え方，数学をいかに学ぶべきか等々，おりにふれ，ときに応じていつも談笑のうちに教え

て下さったそのときどきのお姿を思いだします。自分のわがままをだれはばかる乙となく通す

のには，絵を I函く ζ とが一番ょいと思うからと，絵具ひとそろいを下さったのは，私が京都出

張から本居え帰ったとき 24才乙ろのように記憶します。 そして「絵はどんなに下手でも他人の

迷惑にならないからね」と笑っておっしゃったお顔がハッキリと自に浮かびます。専門の建築

の設計や現場のととについては， ζ ちらから具体的におうかがいしない限り，なんとも申され

ませんでした。しかしいつも先生の設計される図面や，でき上った建物なりを最大のお手本と

して，一生を通じて勉強してきた ζ とが私の歩んできた道でした，とはいっても真似はど ζ ま

でも哀.似以外のなにものでもないという事実は，いかんともいたし方のない ζ とです。

数カ所の勤務先を転々として，約30年前に自分で設計施工事務所を始めたとき「乙んどは大

丈夫か」と笑・顔で申されたので， ホ ッと胸をなでおろした ζ とを思いだします。

終戦後，心細いままに先生に顧問になっていただきたいとお願いしたとき「僕はなにをする

んかね」と笑われたその笑顔がどんなに自分の苦しいとき，心細いときのカになったととか。

ときどき上京されて，ど一緒 11 : 食事をいただいたり映画lをみたり，絵の展覧会にお伴したりす

るだけで，私にはなにものにもかえ難い栄養であったと信じます。そしてその同じ ζ とを繰り

返し繰り返し，いったり，きたり一生続くつもりでしたが。私の知っている限りでは 47年の

過去において先生の微笑以外の顔，怒られた渋い顔の記憶がないのはどういうことなのか。

体人間としてでき得るととなのか不思議にさえ感じます。すく なくとも私にはとのような人が

おられるという ζ とを考えるだけでも幸いです。

打出の iJ J 11 : 先生と竹n要先生の共同ア トリ エがあり，そ ζ を荒川君と私とで留守番がわりに拝

借して，自炊生活を営んだことがありました。ある日 眼 目11 : 家を空にして 山え登り，夕方帰宅

してみますと新聞紙の上に「飢えたる者え」と書いて沢 山のパナナが置いてあったので，遊び

にきていた同僚たちと大いにハ シ ャイだ ζ と，荒川君が九州へ転任して私一人になってから

夜中眠れぬままに芦屋のお住いの周囲を一人で 1，2 度いききしてやっと落ちつき，帰宅したな

どの若い思い出はき先生はど存じない 11 : しでも，私 lζ は尊い思い出になりました。晩年になっ

て小路さえない黒菱の住友山寮まで登っていただいて壁 Iζ 絵を画いてもらったのも，また雪の

志賀高原へど案内して無理にスキ ーをつけたのはよいが，すぐ深雪 lζ 転んで一度でとめられた

のも ，大切な思い出のひとつになってしまいました。私の一生の指針であった笹川慎ーさんが

急逝され，ときを経て乙のたびは，また先生が逝去せられたというときの移りを乙のうえなく

身にしみて感じます。無理におねだりして油絵と墨絵と書の掛物とをちょうだいしてあったの

は，ほんとに幸いであったと感謝にたえません。その一枚一枚 11 : 忘れる乙とのできない思い 山

と 司 そして先生自身のお姿がありありと ｊｩＺｾ しておりますので。

( 筆者佐藤工務庖取締役社良)
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建築装飾の場においての示針とその指導性

奥 田 勝

長谷部先生 IC初めてお引 き合せ得られたのは， 長谷部竹腰建築事務所のとろ，同所の故笹川

慎一先生のど紹介に よって， 美校を卒業したばかりのー青年彫刻家としてであっ た。私の二十

台，先生の四十台で，まさに先生のど壮年期にあたる。

当時，私はア トリエ の単一製作にあき たら ず，社会人としての作家の自党として，自己憤3E

lζ 当面していたおりとて，建築基主食I ! i面にその場を与えられた ζ とは，オアシスをみいだし得た

喜びと， 乙の砲の仕事 IL作家 と しての面白を自覚するがf.と もなった。

しか し，当時は，本絡的な彫刻を建築袋飾面に活用す るとと は異聞の ととで，建築家として

も，また彫刻家の仕事としても，異端視される 乙ろであ ったから，ままとの種の仕事の性格上

疑念を抱く乙ともあったが司一貫した先生の明確など示針によって. 仕事えの自党を深められ

たのであった。しかしてその面での先生のど指針とは，古代建築の作例 IC準じての根拠はさて

おき，総合美術としての建築家の条件を完備されていた先生の，人間詩の現われであって，複

雑な生活感情とつねに密接なつながりを持つ建築 IC，彫刻をあゃなすととは，画面構成上の必

要ばかりでなく，詩的情感の表現のために，彫刻を砧駆的 IL 活用されたものと思われる。

先生の詩的情感は，ひじように時限が高く，振幅と密度をかね備えられておられるゆえに，

その場面 K 応 じ， その表現形式も多角的で， しかも高度なものであっ た。

私の場合その構図は主として，先生の原案によるものであったが，先生はど自分のど意見を

強いられるような乙とはなく，状況に応じて至当とお考えの線を臨踏なく実践に移された。

例としてとんな場合があった。 ( 京都住友銀行の浮彫彫刻製作の場合〉

私の試作がお気 ICめさず，先生のど図面によって製作し， ほぽ完成した原型を再び改めても

との私の案を採用されるような乙とさえあった。しかし ながら，いつもは先生のと着想通りに

すれば立派な成果となり，細部的 lζ も先生のど指示にしたがえば，作品のよい効果を得られる

のがつねであったから，まったく安心して仕事を進める ζ とができた のである。

また製作の場面での先生のど指導ぶりは大変ど熱心で= 製作の都度，遠路私の アトリエに幾

度もおいでの上， みつ'から粘土を持ってど教示をお受けした とと もあり，ど熱心、のあまり，暗

夜のど帰路を気遣うほどであった。

おもう に，先生はあくまで仕事を 中心に， ど示棋に 向 って，なんの鴎踏もなく，また阿武も

なき肉迫的努力をもってさ れた観があった。

朝夕足を運ばれた先生のお宅えの道の雑木林 lζ ，もみじの 色づく昨晩秋，悲しみのお伴をし

たその 日から早や百日，夢見の思いのみ してならず，やや前かがみに 歩まれる高貨な先生のど

風態， しじまのようにお静かに語られる先生のど風貌，ど指教のおりのあのお手つきはいまな

お生々として，私の l肢に描かれて いる 。

なお，先生の世界観を集約されたお姿としての数々の絵のお作品は，高遜など品性と，ど理

念の現われとして崇高なまでのど境地に達しられ2 その技術面もど余戯の限界を越えた立派な

芸術作品でdうって，内在しているど品格の高さは先生の美術鑑賞の面とともに，とれまた異数

のど存在として畏敬されている 。

高貴なる先生の人間性にもとずく建築家としての，ど業績とど指導は，現代作家の灯火 とし

て，いつの世まで も， その蹄きを放たれるであろう 。

先生のみ魂は，永遠 lζ 生きている。

稿の終り l C 先生のど冥福を祈るとともに . ど生前中のど思、義を，謹んでお礼申し上げてい

る。 ( 事 者 天耳目J <術研究所)
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メ ガ ネ の 伯 父 さ ん 大 沢
日

E ヨ 助

その ζ ろは，眼鏡をかけ た人が，いまほどいなかったよう に憶えている 。強い眼鏡をかけた

鋭吉伯父さんは 3 いつのまにか，だれいうとなく「メガネのおじさん」という ζ とになヮた。

服鋭を光らせて，帯を前で両手でっかんで，うつむき加減 lζ 激しく澗歩していた。 おかげで桐

の下駄の前が， ささくれていたが， ζ のような若い ζ ろの伯父のすがたをいまでも思いだす。

伯父は，大学卒業後，大阪に行ってしまったので，いつも会ってはいなかったがー仕事のこ

とで， しばしば上京してきた 。 あらかじめ知らせる ζ ともなく，ひょっ乙り現われる「メガネ

の伯父さん」は，僕たちにとって，実にうれしい乙とのひとつであった。

僕たちの話しは，いつも建築や美術の話しだった。言葉による表現は，必ずしも能弁である

必要はない。 言葉少なし飾気のない伯父の話し方は，意外 に ドライである 。

なにひとつの忠告めいた ζ とをいってくれた乙ともないし，教えを垂れた，というようなと

ともなかったが，その ζ ろの若い僕にとって，心のひとつのささえとなってくれたし，いつの

聞にか，多くの ζ とを ζ の伯父から学んだ。短い逗留も，乙のようにして終りとなり，やがて

帰るときがくると，皆 lζ 向って，フフッと笑 って，頭をひとつピョ コンとさせる だけが，伯父

のお別れの挨拶だった。 i メガネのおじさんの図面は，いつでも大き過管て，先生 に半分ぐら

いけずられる そうよ J と，大学時代の伯父の乙とを，僕の母がいっていた。

伯父の若いとろの，壮大なものえのあ ζ がれが，当時の明治神宮絵 I函館の懸賞設計図案 lに

よく現われていた。あまり独創的だったし，大きすぎたせいもあったのだろう，惜しくも一等

を逸したが，ちょ うど中学生ころだった僕は，乙の設計図をみせられたときの感激は，いまで

も忘れられない。

大阪市の真中 11 : ，堂々たる伸容を誇る住友本社ができあがってから， しばらく会わなかった

伯父をたずねて，宝塚の家 Iζ いったとき，伯父は大へんよろ ζ んで. ニコニコしながら. 玄関

まででてきたのをおぼえている。

以後，伯父の家をたずねる ζ とは，僕の楽しみのひとつだった。多くあつめられた古美術品

自分で揃きためた沢山の絵，いつ行っても，新らしく描いた絵があった 。

やがて，皆にとって最悪の 時代であ った， 戦争のときが きて， 伯父 も長男を戦争で失うなど

苦難のときを経たが，己れを持する ζ との強かった伯父は，その翁1] 1 乍怠欲を失なうようなとと

はなかった。

スケッチブックは，いつも計画図で開められたが いろいろなものに対する興味を失なわず

自分流 11 : ，人生を楽しむととができた。

古今東西の文学書を，強い近眼だから，なめるようにして読破し，かつてはコンキタ ・スぺ

ノレピアの情熱的な歌を好み，いまではクェスタンで気分をだし，行けば必ず映画のお供を仰せ

っかり，パノレドーがお気に入り，これが中国の大家たちを愛して，南画を描きまくったり，ジ

オッ卜風の宗教画や，南 l画風の山7 . K の油絵を，ものにしたのと同時だった。

大阪の中心部の建築は，伯父たちの時代の人々の設計図から造り上げられてきた。日本前時

代の造型が. そこにある。昨年伯父と車で，中之島あたりを回って，伯父の友だちであった岡

崎代の人々の建築を，あれ乙れと話し合ったのが，裏. 新らしい思い出となった。

伯父の意向をたいして描いた住友病院の玄関の壁画が，そ乙で一生をおえられた伯父 11: 対す

る，せめてものはなむけとなってしまった。
( 筆 者 爾 家 )
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晩 年 の 長 谷 部 先 生 の プ ロ フ ィル 尾 崎 久 助

長谷部先生が亡くなられて心を照らす光を失った感がしきりである。天才的な芸術家であり

ながら，そういう人にありがちな偏奇なところが全然なく，人絡 中正，円満視和，先生からい

やな顔をされ，乙どと をいわれ，あ るいは怒られた人はまずあるまい。酒席でもたえず，ニ ゴ

ニコとして読 を重ねられる風であ った。ま ζ と! と先生に接して先生を仰ぎ慕わぬ者はないとい

う珍らしい人であった。実務的の経営者ではなかったが，削i表としてかけがえの ない人 を私 ど

もはうたった。建築家としての先生については喋々を要せぬし. また語る人も多かろうから，私

は晩年の先生についての思いつきのいくらかを語る ζ ととする。

先生が，はやくから南西Iを習っておられた ζ とは知ってもいたし，作品もちょうだいしてい

た。先生の南 @Iは錬述のものでもあるが，それ以上 IC風格のあるよい画であった σ 自分も絵を

描くある方面の先輩が，私の手もとにあったもののうちから，ぜひにといって一点持って行っ

たほどのも のだ。今度「建築と社会」 で出す先生の特集号 に，先生の余技も集録したいという

ので，私はお宅へうかがって造作を拝見した。そ とで 繁いたととには， 油絵作品だけでも 200

余点も描きためられてあった。しかも 何十号とい う大き な ものもあっ た。 そのエ ネルギーが，

あの寡黙で控え目の先生のど ζ l ζ 秘められていたかと慨歎した。しかし，ある人は先生の手先

きをみて，まととに何事もできる立派なものだと感服していたが，掌ばかりではなく，太って

乙そおられな かっ たが，上背もあり，骨太の先生の恰幅は堂々た るものであった とと を想起す

れば領けるものであった。先生の油絵は，宗教画や南画風のものの ような変ったものがむしろ

多く，またお孫さんを モテツレにした愛情あふるるばかりのものもあった。 それほどの和洋の絵

ができており，またなかなかいい画もあったのだが，それをあえて発表し ようと される ζ とな

く，年 lζ 一度の日建設計工務の社員作品展 lζ 数回出陳されただけ なのは，先生が自己宣伝を好

まれな かっ たゆ かしさで，乙ういう点にも先生ω棄 の芸術家として，珍重すべきところがうか

がわれた乙とと思う。

先生は昭和3 3年 IC黄綬褒章を受けられた。受章者は' 受章後，皇居で天皇陛下 にお 自にかかる

のだが，そ の場合平服でよい乙とになっている 。 しかし実際には礼服を着用する人が多い。先

生はわざわざ モーニ ングを新調されたというととだ。先生がいかに莫面白で礼節を重んずる人

であったかを証するに足る事実だと思う。先生が亡くなられてから叙勲の議が出た。 そのとき

当局が，先生が名誉職につかれたととがあったかどうかを問題にするかの様子がみえた。ヰムは

絞勲問題で蔭でちょっと 相談にものってい たので， 何々会の理事とか会長 とかの公臓 につかれ

なかったところに，むしろ先生の哀の値打ちがある。先生が設計一途で，独創的な立派な後世

IC残る建築をt佐IC出現させて，つねに建築界 IL 新風を吹き ζ み，それに よって建築家を指導し

世 に稗益された乙とは，名誉職をやる ζ とにまさるとも決して劣るもので ない。先生の作品の

どときものは，まれにしか世 lζ 出ぬ貰いものであるというような意味の ζ とを，当局へ陳べて

もらっ たととがある。しかも 晩年老齢ながら，先生はつね に外国建築書をみられるのはいうま

で もなく，外国の小説を説まれき外国映画を鑑賞せられたと聞いたが，先生の芸術の幅の広 さ

奥の深さ，そして新鮮さがそういう不断の自己完成えの努力からき たもので， それが先生の建

築作品え集約具現されたものだと改めて敬服したものである。

芸術家の死後，絞勲等を辞退された場合もままあったが，先生の純真素直など性絡からすれ

ば，極端で ない限り等級の如何 にかかわらず，絞i駄を受けられるのがよいと私は考え た。昭和

3 5年 10月2 4 日付で先生は勲五等瑞宝章を受けられた。 なおー戦争がなかっ たら. 先生は芸術院

云員 lζ なられ る機会があったと私は信ずる 。私はどく近年の先生につい てわずか気ずいとと を

誌したが， 芸術家としての. また倣慶な聖者のような人給者としての先生の 片 りん な りと偲ぶ

よすがとなれば幸いである 。 (本会会長 ・日建設工! l l K K会長)
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長 谷 部 鋭 先 生 と 私 伊 藤 鍍

程、が乙んにち，建築家として立 っていけるのは三人の

先生のお蔭である。鈴木禎次先生， 長谷間l鋭吉先生， 竹

腰在II 造先生，お三人のど教導によるものである。

故鈴木禎次先生は松坂屋東京( 上野) ，大阪，名古屋

各庖，京都三井銀行，その他数多 くの銀行等の設計者で

あるが，名古屋高等工業学校建築学科主任教授H告代と鈴

木建築事務所H寺代と通じて 16年間，平l、を指導してくださ

った恩師である。

長谷部竹腰建築事務所に労j 務させていただくようにな

ってからは，長谷郎鋭吉先生. 竹腰健造先生の両所長に

導いていただL、た。竹腰先生には現在もお教えを受けて

いる。

乙こには永 く22年間も先生としてお仕えした故長谷部

鋭吉先生の面影を偲んで布li 文を綴る。私が始めて長谷部

鋭吉先生のお名前をうかがって建築家として偉大な方で

あるという乙とを知ったのは，大正 7 年程、が中学 5 年の

秋であ った。そして自分も建築家K なりたいとほのかに

恩っTこ。

そのころ，私は中央公論を毎号愛読していたが，大正

7 年11月号κ 「明治神宮外苑 lζ 建設すべき聖徳記念、絵函

館の懸fi ・設計について」と題して，大正時代lζ 有名であ

った建築評論家 ・黒田純心の批評を読んで感動したので

ある。 ζ こにその短評を再録すると「二等ニ席の長谷郎

氏は中央が非常に高 く. その奇抜の点と t1t 大の点におい

て人のIID. を恋うものがある。 f治の中央は明治天皇のご肖

像を建て. 両方に高い記念柱を建てて建築を賑やかに し

それらの比例も函白くできている。実lことの図案はi Ci央

たる点において，との懸n設苦| 全部を通じ類がないのみ

ならず，日木人の設計ーとしてわが建築界の珍である。ま

た乙の設計が浮彫を多 く利用している乙とも絵函館とし

て相応しいととで優れた点である。配Ji: 図と配 ili 図のmi

き方もなかなか巧みで異彩を放っ てい るJ と 評 し て い

た。( 因みに三等三席は竹腰先生であった)

後年， 22年聞にわたり先生に身近くお教えを受けてい

るうち，先生の作品を見ていると，乙の黒田鵬心の言葉

がどれにも適切であてはまると思いだされる。

作品を通 じて雄大であ り，また奇抜という か思い切っ

た手法を用いられる。そしてど ζ となくた淡たる感じが

する。浮彫を使用される乙とも多い。たとえばi以後，私

が先生の指導でま とめた銀座松坂屋をとりだしてみても

乙の評はあてはまる。先生の伺性というべきか。

先生はＧ白太と ｉ ドし 上 げるべきま ζ とＡこ堂々たる世ｾ康そ

うな体躯をしておられ，温厚な紳士であ られた。そして

ときどきのユーモアがお上手であ った。その思い IHを一

二書いてみよう。
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戦時中， )1111碕航空機株式会社が南九州 ・都城l乙航空機

工場と飛行場を建設する乙とになり，その設計を長谷i耶

竹j接建築事務所が委嘱を受け，私が担当していた。昭和

17年 2 月11 [1 ，その起工式参列のため，先生のお伴をし

て都城へいった。戦時態勢に入って物資，食糧不足の折

柄であったが，自11城では梢で鯛のアメ煮きとか柿々豊か

な食膳で先生1: 1 : 大変お古ひ' であった。そのとき . 座布団

を二枚重ねておすわ りになり . 荘、も やってみて ζ れは楽

だと思っ 7こ。

式もすんで先生の申さ れるに は 「君も平生，馬車馬の

ように働くだけが能ではない。 今度は私が許すからつい

てきなさい ｊ とて，宮崎鵜戸神宮，背 ｲ，ｾ， 務烏温泉と一

週間近くお伴して帰阪した。その閉 ま乙とにユーモア

をおっしゃったり大変ど機嫌で楽しかった思い 出 であ

る。

2 月なかば (C南の国では菜の花盛り，彼岸桜もチラホ

ラ咲いていて= そのときの先生の明るいお安が目 lζ 浮ん

でくる。

私が先生のど指導で担当した大きい建築は E 東京 ・銀

座松坂屋と名古屋駅前の名鉄ピノレテ' ィングである。小さ

いものは東海銀行柳橋支居，岐阜支庖，十六銀行名古屋

支庖等いくつもある。

また実施にはならなかったが. 東海銀行木応案，松坂

尾名古屋庖改修案，南山大学全体計画案等，実にすぐれ

た設計案であったと思う。

先生はエレベーションはみずから乍をとられる。その

他lこ先生のスケッチが沢山手許に残っている。

銀座松坂屋のときは何度も先生のおnをして東京へ行

き，湯川 ・東越f l 1' . ; にー諸IC泊めてもらって打ち合せをし

たりした。まことに穏やかにお話して下さる先生であっ

fこ。

日建設計となって 10年，顧問として月限，金曜の両日

午後会社 (Cでていただき窓匠のど指導をしていただいて

おった。

月一度ぐらいは東京 lこど出張願い，帰り lζ 名古屋にお

立ち寄りいただき ，東京，名古屋両事務所のご指導をい

ただいていた。

会社では沢山の社員が先生のお教えをいただき，いつ

までも 師恩を忘れないことでしょう。

l作年 7 月，会社えもおいでがなくなり，毎年のように

夏休みであろうと思っていたのですが 8 月下旬お惑い

と1mき. つづいてど入院されお亡くなりになられた。

しかし Ｎ 永くお ｾｾｬ 、申し 上 げる先生は Ｎ 心のな かに い

つもお られる。

(11者 日砲; 設計工務株式会社取締役社長)
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長 谷 部 へ の 感 想 塚 本 猛 次

民谷部鋭吉は在、の妻の父です。昨年の初秋lι ，元気で入院して，ゆかたがけで病室で腰掛けていた綴子

が，いまだに型、いうかぶ。そして恢復の望みもたって，月余でな くな っていった。 それはたしかに事実だ

が，いまだに死んだとは思えない。それほど1ゆかで， 自分を，臼分なが らに発泌させた人だった。そ して他

人がなにか聞けば，必ず答えた人，生来の深い人間性をひ そめて，正しい道をあゅんできた人であった。 野

心もな く，たのまるるままに黙々と 作品を作 ってい った人だ った。 作品は建築だけでな く家具装飾や敷物や

総物にもおよんだ。

長谷部の考え方が大きい とい うが，采質はもちろんだが， 明治から大正へかけてのl時代が，大 きなカとな

っているように思う。一般に明治から大正へのl時代の知る限りの建築家が， どうして，デザインでも，構造

でも ，材料でも， ますこ設備でも勉強したかと思うほどよく知っ てお られるし， そ して建築家としての系養も

深く ，考え方も雄大であったのかと思う。ずいぶん， あそんでいた話ばかり聞かされるが，やっぱり ，学校

で建築について深く考えられる場が与え られていたであろうし， 全精力をかたむけて仕事をしたのか，ある

いは議論色J t 騰して互いに切薩琢磨したか らかも知れない。

長谷部はどうしてあんな勢力が体内にひそんでいたのかわか らない。 われわれが世情にまよわさ れていた

終戦後の混乱期にかいた日本画や油絵は 300 点以上かも知れない。建築の案でも ，少な くとも 11寺聞のゆるす

限り ，異なった構想で沢山作った乙とは知 っている人が多いと思う。

いまの建築家はお互いにサラリーマン気質が濃厚でとてもかなわない。

長谷部が住んでいたと乙ろは，清荒事1I の山手だが， いま考えると随分不便なと乙ろへ土地を求めたものだ

と思う。イψド一三氏が宝塚へE12車をひいた乙とを考えたり，明治末年にはすでに ガスがひけていた乙 とを考

えると，なんでもないようだが， おそらくいまの建築家では考えつかぬかも知れない。そして，水もはじめ

は荒神)11からパイプでひいてヂ過して使 った。いまでは，かみ手の松茸山の水をせきとめて井戸をほ ってパ

イプをひいている。つまり自家水道である。

だから昨年の宝塚の水飢鰹も率い水には乙まら なか った。それにしても ， いまだに門の前には小型の率し

かつかない不便はある。

住居には，いまはボイラーが乙われて使っていないが，給湯ボイラーもおいてあるし，早くから水洗便所

に して，吸込み式の井戸をほった乙とも大陸的であるし，広い殺を買ったことも面白い。とも かく ，すべて

自分でも，作ってみてためしてみたようだ。

だから，いま生きていて自宅をたてたら堂々と冷房をやると思う。清荒神l乙隠遁した生活を送ったようだ

が， ほと んど毎週映画を見にい ったようだし，また音楽にもふれていた。

以上いささか私事にわたって恐縮でしたが，長谷部について多少の感惣をのべて，試をふさぐ次第です。

(ifl 右 目建設計工務 K K 常弱取締役)
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< 座 談 会 >

目 次

1. 明治末期の建築 一一 西欧の 「虎の巻」 と新しい動

き- -

2 .  大正時代ー一ー長谷部氏の周辺一一

3 .  長谷部氏の作風一一 ゴシ ックの基調とイタリア・ル

ネ ッサンスと一一

4  明治神宮外苑記念絵画館コンペ一一ー新旧超越のデザ

イン 一一-

5  長谷部氏の包容力一一設計態度に学ぶもの一一

日時 : 1961年 1 月23 日午後 2 時- 5 時

場所 : 近畿建築会館 3 階会議室

出席者( アイウエオ順)

今林彦太郎 ( 元大林組，大阪ガス顧問)

岡橋作太郎 ( 日建設計工務 K.K. )

置塩 章 ( 置. 1] [ 建築事務所〕

河盛益太郎 ( 元住友，長谷部事務所〉

村野 藤苦 ( 村野 ・森建築事務所)

山根正次郎 ( 日建設計工務 K.K. )

(司 会) 滝沢真弓 ( 近代建築調査委員会委員長)

( 編集側) 上林博雄・島田勝次
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上林 本1 - 1 は皆さん ど多忙中のと乙ろ，お集まり下さ

いましでありがとう どざいます。実は昨年の 10月24 日に

亡 くなられました長谷部鋭吉先生の特集号をだす乙とに

なりました。そのなかに生前先生と親し くなさっておら

れた皆さんから，先生の思い出話しなどとともに，先生

の育 って乙られたH寺代の綴子などを諮っていただければ

ありがたいと思います。乙れは聞いた話なのですが，乙

のごろの若い方々 がラフな図i 1 i i を3・くので，反省のつも

りで昔の克明な図面をみせた ところ 「背は|時聞がありま

したね」とや られたというのです。昔は昔でよい面も惑

い面もあったと思うのですが，昔の建築家はどんなもの

であったか，どんな時代であったか，などという方向に

話をも ってい っていただければ，その当時の事情もよく

わかって幸いです。 また作風などについてもふれていた

だければありがたいのですがい・回一。J屯沢先生に司会をお

願いいたします。

滝沢 司会をおおせっか ったのですが，果してその資

絡があ るかど うか。実は最近の乙と，長谷部さんとは妙

な因縁ができ ました。そう思ってお引き受けしたわけで

す。 ど承知のように一年前か ら私 どもの 「近代建築調査

委員会」で諸先輩の作品の調査をや っているのですが，

その対象はいまのところ明治建築を主眼としています。

会合の席でいろいろ話しの末，現在活躍されてい る老大

家K もいまのうちにど自分の作品を整理しておいていた

だけるとありがたい，という話しがでた。そして私は，

その老大家のm頭に長谷部先生のお名前をあげたんです

が，さて直接申し上げるとなると問題ですね。 r僕はま

だこれか らだよ」といわれた ら・・・・ ，そんな話しをした

ととろ，それから半月もたたぬうちに先生が亡 くなられ

たんです。私としては内心，深刻な気持がしているしだ

いです。

1. 明治末期の建築ーー西欧の

「虎の巻」 と新 しい 動き一一一

と乙ろで，長谷部さんが専門に建築学を選ばれた動機

はどんなと乙ろからでしょうか。

置糧 長谷部さんの親戚』ζ 大沢三之助という 豪放なデ

ザインをされる先輩がいたのですが，その方の影響が大

きかったと思うんです。

滝沢 長谷部さんの中学校は ど乙ですか。

置塩 東京の築地だったと思います。

滝沢 高校は一高で安井武雄さんと同級。ただ し安井

さんは何かの事情で一年後れたようですね。東大で同期

の方のなかには，後藤隆二，咲寿栄一，竹内六蔵，山崎

静太郎，宮本長治，津田敏雄，加藤賢，西村，上野，綿

貫保［之，中村誠，薬師寺主 ｾｉ などというブ ｊ 々がお ら れま

若かりしぜiの宮本長治氏( 左) 、長谷部鋭吉民{ 中) 、極極恕氏( 有)

したね。その次が置温さんのクラス ?

置尊重 いや，荘、と長谷都とは同Wlだったんだ。私は卒

業計画を鉛筆でやった ら，インキングをして完成したら

卒業さしてやるとやられて，おくれち ゃった。 3 年聞は

ずっと一緒だった。

滝沢 その長谷部さんの大学卒業は，明治 42 年です

ね。

村野 その乙ろは，まだ日露戦争のロシヤの捕邸がい

たのじゃない。

(一同) そうそうまだいたいた。

置場量 乙の ζ ろ，はじめて鉄筋コンクリートの建物が

できはじめた。最初はたしか明治39年，白石直治という

土木の方のやられた神戸の東京倉庫で，大阪では明治43

年私が鉄筋コンクリートで煙突をつくりましたよ。

滝沢 その乙ろ，オランダのへーグの平和宮のコンペ

があり，いままでのヨーロッパの建築様式の総決算とい

う観がありましたねー 様 式選択時代，セセッションの

前夜。そういう時代相は，当然大学の製図l L も反映した

と想像されるわけなんですが，どうでしょうか。長谷部

さんに関して製図室における思い出話しなど・… ・・。

置場置 長谷部はいつも製図室へ学校中で一番早くやっ

てきて，帰りは掃除にきた小伎に追いだされていた。冗

談もいわず黙々と勤勉そのものだ った。製図中よ くダン

ゴを食いに行ったが，どうも一人，人数が足りないので

だれだろうと思っている と， 長谷部なんだ。長谷部だけ

が製図室IC残っているので無理やりに引張りだした。

河盛 長谷部先生は置塩さんがおっしゃ ったように，

いつも時間の観念なしにやっ てお られた。そして賑やか

なと乙ろを好まれなかった。現在の先生の宝塚のお宅も

広くて静かなと乙ろという乙とで移られた。

村野 大きなと乙ろにポツンといたいという孤独を愛

すると乙ろからきているんでしょう。

置温 その長谷部の製図は，クラス中で一番きたない

んだ。書いては消し，よく考えていた。それで図面がき

たな くなるんだが， しかしでき上 ったものは何か新しい
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かったりした乙とがある。

滝沢 辰野金吾先生のパンク ・オブ ・イングランドを

模した日本銀行や， J十山東熊先生のベルサイュ宮殿を模

した赤坂再! t 1 さ( いまの国会図書館) など，大先生も西洋

のお- r- - *，ζ よらなければならなかった。 11本とはまった

く異なる文法がありますからね。と乙ろが，辰野さんが

晩年に ど自分のもち l味合t:. された。それがどうもいただ

けない -。

山本良 その乙ろの外国雑誌ではどんなものが自にふれ

ておられたのですか。

置塩 "Building  N ews" が主でしたね。俗 j ドt' . t太郎さん

なんかは，オーソド y クス なものに反対して，向うの新

しいセセッションなんかでやっていましたがね。

滝沢 われわれの学生の乙ろでも，やはりルネッサン

スの伝統はありましたね。また「ゴシックのスカイライ

ンは好いな」という先生もいました。それで私どものデ

ザインは「豆腐に火をあけたようだ」といって叱られた

ものです。過度JUJ だったですね。

今林 在、のＡｦＺｾのころはＮ卒業論文は全員同じテーマ

だったんですよ。 r鉄筋コンクリート構造はどんな綴式

でやるべきか」というんで，結局鉄筋コンクリートが一

応自由に建築に使え るようになった時代になり，それlζ

応じた新しいスタイ J レができ上るべきだという方向に行

ったのですね。! 野田俊彦の建築J ド芸術論も乙の卒論のテ

ー7 のjljlf. 答だったんだ。それに彼は塚本; 先生にいやな顔

をされながら，豆腐を切ったような形を敢然とやって行

ったんだ。やはり時勢のカを押える乙とはできない。

滝沢 野田さんの卒業設計の 「劇場」の] 診が瓦斯タン

クみたいで問題だっ た。

土林 鉄筋コンクリートがでできて，乙のように様式

の問題も集中的にやられて，デザインの立場からみて，

何か断層のようなものはなかったのでしょうか。

今林 ただ新しいものができても，スタイルが急に変

ったという乙とはなかったですね。ただ大正のはじめ乙

ろから ，日 本的なデザインをする気述がでできているが

鉄筋コンクリートになったからといって，ガラッとは変

っていない。

旧大阪クラブ( 焼失) 設計 野口孫市 ・日高酔 ・長谷部鋭吉

新気1唱lをだして， みんな感心していたものだ。雄大です

ぐれていた。

滝沢 お話しをうかがって私は，一年先輩の吉田鉄郎

さんを思いだしました。吉田さんも画いては消し，画い

ては消しで，図面がひど くよどれました。が，でき上る

と実に紫附しかった。やはり長谷部さんと共通なと乙ろ

があったのでしょうね。その乙ろの学校の製図の課題は

様式まで規定されていたんでしょうか。

置泡 べつに規定はないんだが， ) レネッサンス万能で

オーソドックスなものでないと駄目なんだ。それでみん

なの製図にはど乙かに「虎の巻」があるんだ。それなし

にやるといけなかった。私が外国へで‘ かけたとき ，スト

ックホノレムかど乙かで，何かみた建物だなあと思って眺

めながら思い出して，長谷部の虎は乙れだったなあとわ
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置塩 レンガ造のくせはなかなか抜けなかったね。そ

れに「虎」万能だったから ね。恰好のよいものには虎が

あった。恰好の悪いやつは大体オ リジナリ ティだった。

今林 レンガの割り方で建物が決められていた。縦も

械もレンガと目地の寸法でおl っていかなきゃならない。

やっかいだった。

村野 いや，そのレンガの寸法というものが，モデュ

- )レなんだ。便利だ った。そのレ ンガのモデュールが く

ずれるというのが，現象としての新しい動きの最初]の現

われではないか。

今林 昔は投計でよく塔を建てたものだが，そのなか

には鉄骨が入 っている。ともか く形がまずあっ て. それ

をつ くる手段としてステ ィールが入れられたんだ。

2.  大正時代一一長谷部氏の周辺一一

滝沢 長谷郎さんが大学を卒業されてから のど総子を

うかがいたいんですが 一一。

河盛 住友の本! 苫臨H寺建築部には 日高さんとー絡にお

られて，日高さんは東京に，長谷部さんは大阪に勤務で

した。その初期の乙ろは知らないんですが，大正 7 年乙

ろ，私が大阪! ( 東京から帰ってきたとき，総本庖建築部

におられました。大正 10年に住友大阪本社で工作部が設

立され，日高l洋さんが技師長になり，長谷部さんが建築

課長，竹腰さんが電気や土木方面を担当された。

滝沢 住友というと乙ろは建築家を大事にしていたよ

うですね。

河盛 住友の先代の住友吉左衛門さんは建築家に理解

があったし，自分でよく建築現湯lζ でかけられた。それ

に野口孫、市さんや日高さん等は建築に熱心で，その力も

大 きかった。

滝沢 東京の資本家はあくせくしていたが，関西の方

はのんびりしていたというようなところはなかったでし

ょう か。

村野 そうとはいえない。財閥のなかにいる人は幸福

だっ たんだ。三菱に しても ，住友にしても財閥おかかえ

将棋防災シヤーッター全般

-H( ff i ・

の余裕があったんだ。 市井の建築はあ くせく していま し

たよ。長谷部さんはその点恵まれていた。またまわりの

みんなが大事に して作品を恩うままにやらせたのがよか

っfこと思う。

私たちの学生時代，東京の住友ビ ノレが建設中でみにい

きました。そ乙 lζ 日高さんや笹川さ ん ( 現大成建設，笹

川氏の実兄) がおられた。自にみえない上の方IL細かい

モーノレデ インクーがついていた。何んでそんなと乙ろまで

つけるのかといっていたんだが，人の気づかぬと とろに

も心を配 るのが大事なんだと教え られました。

今林 私も その現以えい きま した。私は大正 4 年l乙卒

業したんだが，当時の就職状態は悪かった。 13人中野田

俊彦が陸軍 lζ 決ったくらいだった。荘、は佐野先生から関

西な ら住友はどうだといわれ. 紹介状をも ってその住友

の現場へいったんだが，大正 4 年の夏だったと恩う，完

成は大正 8 年どろでずい分長くかかっている。関東大震

災でも周囲であれだけが残っていて，さすがだと感心し

た。そのころ，大正 2 年には大阪中央公会堂の コンペが

あり，岡田信一郎さんが一等になり，その案から辰野，

片岡事務所が担当 した。大正 3 年には 日高さんと長谷部

さんの旧大阪クラブができ ている。

村野 昔の大阪クラブはよかったですね。玄関を入 る

とき や， 入口の階段の気分が何ともいえずよかった。乙

の建築協会に入るときには，波江さんの紹介で入 ったの

だが，乙の大阪クラブでど馳走になっ てから入会したも

のだ。

今林 それはいいなあ。その入会方法を復活したら …

(一同) 賛成( 笑い)

滝沢 笑い話しのついでというのは恐縮だが，私にと

ってはひそかな笑い話しがあるのです。もう 3 年ほどに

なりましょ うか，日m事務所に長谷部先生をお訪ねして

いろいろデザインに関するお話しをうかがったこ とがあ

ります。そのとき私は，中之島の図書館の建築を大いに

n賛したのですが，そのいい方が「あれはイ タリア ・J レ

ネッサンスをそっ くりそのまま採用したから好いのだ。

とくに側面のエレベー ションの伸々としたと乙ろは，ま

ったく日本人離れがしている」というようなわけでした

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ 一

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ γ ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャッ ター

Ｚｾｉ ｊｬ Ｑ 実製ｻ作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若必1 l 1J 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 ・9 0 16 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・ 崎 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区間端町
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卒業殺計のディテール ( 明治42年)

が，さて「その設計者はだれでしょうか」とうかがうと

長谷郎先生は図 ったよう なお顔で「私ですよ」と。しか

しすぐつづけて「あれは野口さんの設計の中央部のスタ

イノレをそのまま延長したもので，決して創作ではありま

せんJ との話。 11めたから好いようなものの，どうも妙

な: n : め方だったのでー. ... .。

3. 長谷部氏の作風一 一 ゴシックの

基調とイタリヤ・ルネッサンスと 一一『

では，ぽつぽつ長谷部さんの作風などについておうか

がいしたいと思います。

岡橋 長谷部先生の大学の卒業設音| を複写してもらっ

たのが乙れなんですが.. .... 0  ( 写真回覧)

置塩 様式はゴシックですね? イギリス風のチュト

J レ・コシック。
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村野 乙れをみると，われわれの時代と違いますね。

大阪の住友の本庖にしてもゴシック風でし ょう。 長谷部

さんのデザインの基調は ゴシックですね。ど乙か鋭いと

乙ろがある。エンドの扱いが鋭くて切れるようだ。

岡橋 私は，学生時代，住友の建物の壁の美しさに感

心していました。

置塩 大阪の住友はゴゾツクとノレネッサンスの折衷の

ようですね。

村野 あの屋上はスパニッシュ風で楽しめますね。い

いふんいきをつくっている。

滝沢 と乙ろで長谷部さんはいつごろ洋行されたんで

しょうか。

置塩 長谷部は 2 回洋行しましたよ。 1 回目は大正6 ，

7 年ごろだったか。 2 回目は昭和5. 6年頃。

滝沢 そのどちらのときか知りませんが，長谷部さん

がヨーロッパから婦られて閲もないころ， i どんな建築

がもっともお気K 召されたかJ とお聞きしましたと乙

ろ， i イタリアのあの壁の厚い，窓の小さなマッシブな

もの。あの気分が好きだ」との乙とでした。住友本社の

源、流ってわけですかね。ゴシックを好かれた反面，イタ

リアをも好まれていた。つまり巾が広かったですね。

4. 明治神宮外苑記念絵函館コン ペ

一 一新旧超越のデザイン 一一

「長谷部鋭吉」の名を全国 lこ知らしめたのは， 大正 7

年の明治事11宮外苑の絵函館コンペですね。長谷官官さんの

応募作品は問題作だった。遺憾ながら一等は小林正昭，

二等一席渡辺仁，ニ等二席が長谷部さん，ちなみに竹腰

健造さんは乙のとき三等 ｋ 入っておられる。長ｾｾお雑誌、

( 大正 7 年10月号を示す) fζ 乙のコンペの当選案が発表

されているが，その務査評では伊東先生は一等をほめ，

塚本先生は一等と二等一席をほめてい る。佐野先生は，

長谷部さんの二等二席をプランその他l乙欠点があり，ま

たいかにも人をおどろかせるといった風だといっておら

れる。その評のなかに「ある人は明治大帝の伶大さを示

すにもっとも適しいものだといったJ とある。が，その

「ある人」はだれだったでし ょう かね。当時われわれ仲

間の評では，ちょ っと見は一等案lζ とびっ くが，みてい

るといやになり，長谷部さんの案のよさがわかってくる

なぜあれが一等にならなかったのか。審査員の眼力を疑

うと評し合った乙とでした。長谷部さんの様式は新しい

とか，古いとかを超越していましたね。明治ど ζ ろか，

古来日木の総決算だと思いましたがね ・ -。

置寝 あれのど ζ がよいのかというと，どこの国のス

タイルにも l沼さないのがいいんだとだれかがいってい

た。



滝沢 私どもが分離iJR建築会をやっていたとろ. 機会

あるごとに 尊敬すべき先輩において・を願ってお話しを

うかがう ζ とにしていました。あるとき . 長谷郎さんが

東京 lζ こられたという迎絡があ「て. 早j必お招きしてお

話しをうかがいました。そのとき. 絵岡町lのデザ インの

ヒン トについて取った。記憶があ るんですが . f ああ いう

形は前々 から iiti のなかにtNi l 、ていた。ちょうど松岡町iの

問問がでたので岡市lこしてみた] とのことでした。いま

の若い人にはわから ぬかも しれぬが. i
J
， t 、とか新し l 、と

かを超越してわが道をいくという態度。 何 とな く1，武士

の風絡がありましたね。

上林 そのころ のコ ンペの11金というのは魅 )j だった

んですか。

滝沢 当l I !j としては大金でしたね。 一等 5 ，000 門，ご

等 4 ，000 円 三 等 3 ，000 円 四 句 ; 1  ，000 円。コンペの結

果についてはいままで必ずしも公表しなかったんですが

ζ の乙ろ から はじめ て公表して. とくに11・金授与式も行

なったと替いであります。

今林 コンペといえば. 明治42作の台湾総作府のコン

ペでは一等がな く. 長野字平治さんが で等に当選され.

「一等がないのはどういうわけだ。集まった笈のなかか

ら最優秀なものを一等にすべきでは ないか」と騒L、だこ

とがありました。 一般の述築設計料についても ーこのこ

ろもめたこと があ 「たと思うんですがね。

5.  長谷部氏の包容力

ー一ー設計態度から学ぶもの一一

上林 長谷部さんと 竹股さ λ はずっと協働してこられ

たんですが. その 協働の11:方は どん なものだ「たんでし

ょうか。

河盛 家庭でいえば，長谷部さんが奥さんで内を守り

竹I1安さんは外で社会的に やら れ る。まったく逆の性絡な

んで反対にうまくいかれたんでしょうね。

滝沢 建築事務所の草わけともいうべき 「辰野 - JZ

gyJ 事務所の ど何人のよう な間柄でしたかね。

置猛 然々と 1皮はやっているが. それで思い切った鋭

くて剛欣な いいデザ インをやった。でもクラ 4 会ではりIJ

人のようによくしゃべっていましたよ。

イ一同〕へえ. そうですかの

岡橋 いつもは口数の少ないブi でした。だから' t . 活に

は狭いように思 っていた人もあ「たかも知れ ませんが.

実際は突に広く . 例えば絵もピカソのようなものから南

画 までといった凪で書もやら れた。外閑|決闘iはほとんど

みなみておら れ るん ぢゃな L 、かと思うほどでした。力ト

リッタで 「信者にとって好ましからざる i映画」のリスト

がときどさ発表さ れているそうですが，先生は 「面白い
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ものはみな乙のなJう、に入っていますよ」と笑われた乙と

がありまし? 。

村野 f 1 、は長谷部さんと 戦争11I
南部iを交代で l: : j 宅に

そのうｉＺＺ ｾ ｉ ーを ｈ 千んで料ったんですが Ｎ ソょに栄しかった。た

だこちらは戦時中で. 先f ドにご馳走をす るものがな くて

悶 「たのすj 尽なもの を長谷郎さんは古かれてい苦した

ねれ峰' * されているものも大したものだ 4 た。

置糧 在、 ｬ 士 Ｑ 即ず ｪ ｬ 干の ，ｾ峠ものを 喝 ｩ 政してもら「たこと

がある。

岡橋 長谷部先生は建築をデザインされる ζ とが実に
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早かった。結論をすぐだしてゆかれる。施主からあらた

な要求がでると ，普通はせっかくまとまっ ているものが

乙われてしまうので手を入れ難い患いがするものですが

先生はすぐそれをと り入れて，無理な跡をとどめない。

門由自在なんですね。その図而 も例えば平而や断而の

100分の1の一般図で も尖K よくス ケー J レが合 ってい る。

それに必要ーなと とろはど乙かに舎かれている。ちょっと

した鉛鉱の紘一本も生きていて，それがないと駄目な乙

とが後でわかる。いい加減に図面をみておれないんで

す。乙ちらでそれを大きな図面K 引き仲ばして，おかし

いと思っても，間違っているのは必ず乙ちらで，先生の

図而は小さなスケー J レでも正確で，細部まで考えられて

正しいのです。いつも感心していました。

今林 長谷部さんの下にいた人がいっていたんですが

下の若い人がまずいデザインをもっ ていっても，長谷部

さんは「君乙れは駄目だよ J とii J jから決してやっ つけな

い。 i 京乙うしたらよく ならないか」といわれていたそ

うです。下の述rllにとっ てはありがたいことですよ。こ

ういう乙とは なかなかでき ない乙と なんですが 長谷却

さんの人物がでていますね。

岡橋 たしかにその通りです。 i君 乙うい うやり方も

あるね」といわれると ，もう絶対その方がいいんです。

また先ｾ 白 から 能力を誇るという素振り や気配を感じたこ

とは何十年の聞に一度もありませんでしたね。

山被 先生が人を叱ったりするのをみたととも ないが

私も長谷都さんから叱られた乙とはない。しかし 「惑い

ね」と先生からいわれる と相当惑いと思わなければなら

なかった。

岡橋 私が事務所lζ 入りたての乙ろでした。先輩の M

さんが先生のスケッチ された鉄の面格子の図面を描いて

いたととがあるんですが，先生はその ヒントをドイツで

建 築材 料 の 選 び 方 使 い 方 の専 門誌

建 築 技 術 者 と材料 業 者 の 必 読書

望星 第

雑 露 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

全国管活で発売

本 社 東京都文京区小石川町 1 - 1 電話 (921) 2739

支社 大阪市西区西長姻1- 5 四ツ 繍ピル 電話@ 92ω
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したか. スイスでしたかのレースの級物の木のなかから

のてスケッチされている。格子の 「虎」からとりだすと

いうんじゃ なくて絶えず建築以外のものからも広く勉強

してお られた。われわれの範囲の狭さを思いしらされま

しTε 。

滝沢 ま乙と lζ 行忠義なサ ジェスティヴなお話しです

ね。

岡橋 それから，私は年校を卒業してすぐ長谷部先生

のお宅lζ うかがったことがあるんですが，先生のお家は

さぞかしm築家の住宅として理想的な すなわ ち最新の

スタイルで統ー されたものだろうと想像 していたんです

が. 案に相逃して藤野きで 新し( ) / マイ 7-j有子も な く.

別に最尖端なもので統ーされてあるという凪なものでは

全然ありませんでした。乙乙で新しくなく ても よいもの

が沢山あることをrょったのです。放 くものをみるのでは

なく，美しさをもっと; 聴取にみれば，世界は開かれて広

くなるのを知ったのです。先tt のやら れているのは，新

Inの問題ではな く，高さや低さの問題であり，その高さ

をつかんでおられた。現杭li 何か一郁矧のものが最上で

あるとされている気風があるよ弓たが. そうじゃないと

先'1
7
.をふり返って思うのです。

滝沢 たしかに長谷部さんは，いつも木当のものをつ

くろうとさ れていま したね。 i 不易 ・流行J という認が

ある が， その「不易」 なものを求められた。大き な包容

力をもっ て，あらゆるものを自分のなかにとり入れて行

かれるとともに他人の性絡をも生かそうとさ れた。教

えられると ζ ろが大きいですね。まだいろいろとうかが

いたいですが 時間も大分たちましたから乙の辺で・・ u ・・

上林 11屯なお訴しを長時間ありがとうどざいまし

た。 ( 1960 .2.b::i[l l協t欠編集)

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦IOJ 3 J ll (井池筋) 旭洋ピノレ 3 階

電 話 @3606 ・4 ω9
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第 4 図 新島裏旧邸の 1階平面図

主要部分は附_ / " lI!' i下ともいI . } ( ，北をH' く みに広

総をつける。 i HI，とはいうものの在米の Ti J 功、 i切手て ，

lIiI 取りも民家11: . おける阿 γ11処ちにて干しい Jt 官。に

ｉ［｟ｾ ｾｾ 分として台所 ， 物 ｩ 目 ， 浴衣 ， i' h¥{IJ! I!i なとをと

る。内市 11: . 臨時 ICI 刷って茶引を治っているが，官f山先

ｾｕ ，生後夫 人 がぷけられたものという。先生のＯｾ ￭ 百は ｾｦ

併に ，n;. 接 mJ を丙北の /11人 1 1近くとり ， Ｑ 羽に ｉｉｾ 骨 ｺ をｊｬＺ

ける。和 i7m: 各争fi の樹物が壁 11: . かけられ， いかにも明

治の伸人の面影が偲ばれる。

第 5 図 新 島 麗 旧 邸書斎 その 1 附宵133.10. 13硲

占i古は 1R寄京市隅 11: .あり . 机 ・テープル . t;H. . ，' ! 棚お

よび占簡などは先生在 Ilt 当時のものである。( 牧野Jk

17;11 ; 談〉。己れは D av is 代が片わした “ A Sket ch 

of  t he  li fe of  R ev.  J oseph  Har dy  Nees i ma"  

1890  所般の' う1 ' i 閃( 第 7 閃) とくらべてもーれする

E とがわかる。ただし ， 配 i?;_ は IJl が前後ふり{ にえられ，

椅 f も南 U"iii1 . きかえられている。なお己の机 l.l ljil 後日'1

iftil 止いである。

第 d 図 新島 裏 旧 邸 書 斎 そ の 2 昭 ｾＱ ＳＳ ＮＱＰＮ 13111 

ｬｩｾ 肉と反対に市か ら ｪｴ をみた現状 ， 市 Ｗ ＱＧｾ の山 ＧｉｦＡＧｾ

と較べれば，その伺i症が} l l られよう。
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第 7 図 新島寝IE ! 邸書斎の旧状

第 5 図11:. にした ・‘ A sket ch . . . . ." 所械の閃で， 先生{ E II 十中の煽影である。 乙の

; 与はデピス氏が1890年 iζ 英文で苦し ， 覗 ｾＱＧ ｊＱ Ｑ 文版がでているが ， 図版は両 ｅ 全くＯ，司じ

で，1:. 1:. 11:. 111 したのは月文l慌のものを; ¥1 ' うした。

第 8 図 新 島 裏 旧 邸 裏 階 段附 HI 33. 10.13m

1I 1! ¥f ，が在米I，' i ( と変らぬ所が多い ζ とはれ部 iζ あら

われているが， 乙れもその一例で，いわゆる 「箱卵子」

の 千Iよそのままで ， 1: . んなぐJ からも li からの N! ' t がや

った ι とが (..1える。

第 9 図 新 烏 襲 旧 邸 西 洋 便 所 ¥1(1 R133.  2.  31品

法取式であるがt 間i木造の腰掛使所で ， 1'4洋式使所

のlt1古の一例ではなかろうか。先生の米! 司における生

日がh同月後1 : . 1 : . に現われたのかもしれない。

新

島

|日

邸
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名古屋市大基健医学教室
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と 量 産 を 誇 る

のa

許可番号 第6428号

伊奈製陶械式審議t

本社及工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 電 ( 代 ) 7  0  0  

東京事務所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 姻 2- 8 電( 代) (551) 6  3  7  1  

大阪事務所 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 1 - 2 3 電 ( 代) ｾ＠ 5 4 8 4  



錆びない

這悠( i )

' _ "  .  一・

尼崎新工場稼動

オートメーション に依る ポ ン デ ラ イ ト を

錆 止 メ 塗 装 は 焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て 完 全 防 錆 を

期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

微量史書箱ま暑苦ず違憲議三: 月定

日本ドFーを王将執笥株式会if
本 社 工 場

東 京 支 腐

福 岡 出 張 所

名 古 屋 出 強所

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 2 2 2  

東 京 都 千 代 悶 区 神 田 錦 町 1丁 目23

福 岡 市 舟 il1 町 1 番 地

名 古 屋 市 中 区 下 閣4町 1 丁 目 5 番 地

倍 大 阪 (716) 2  2  3  1  ( 代) - 6  

脂 東 京 (291) 1  9  2  0 ・4 9 2 0  

U 倍 福 岡 ( 4 ) 2 3 7 2 ・3 3  1  2  

結 名古屋 (23) 7  3  6  1  



Ｑｦ ｉｊｉ ンヲ ｽｾｪＹｊｊ 製造株式会結
本 社 並 エ ー ー

東京支底並工場

事( 1苫、出強所

一戸

「

/

 

ィ{ 主む

民税 l二美を忠かし - l ¥ 

3  他のビ ニー ノレタイ ノ叶ζ 比べ、

疲が目だたない

5. 施工が容易で仕上が美 しい

4. 衛生的且つ経済的である

2. 摩耗 fr. 強く 、長もちする

6. 伸び締みがない

1. すぺらない

特

長

霊園・・・圃

9...11 官血管手ヨー



日 豪庁

‘  

‘  

特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷 工 法 で 施 工 出 来 る

接 着 剤

ハイダックセメント

No.l ジ ョ イント用

ハ イ ダ イ シ No. 2 貼 付 用

圏内の気温較差の著しい ・

所に於ても能くその苛酷な

に寒冷地に於ける技術的困

一難は殆んど解決されたと云

っても過言ではあり ませ ん

③ 
¥ - I t，. ヨ』・

表部屋のポイ〉トt歩

zま材から

j惑&ij ヲ仇Lい、モム.ド

マ ル ヱ ス ル ー フ イ ン グ製 造 元

コニ 業 株 式

...d... 

: z 玄 ネ土

本 社 東 京 都 足 立 症 干 住 東 町 9 3 T E L東 京 (888) 2101→ 9  

大 限 営業 所 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l 丁目 40 T E L 大 阪 (53) 5281- 3  

出 張 所 名 古 屋 T E L 名 古 屋 (54) 9996 ・ 広島 T E L 中 (2) 1019 

九 州 T E L 福 岡 (5) 0768 ・札 幌 T  E  L  (5) 6885 
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報 ( 1 月 分 〉

也二子三1

11 日 4 時半- 5 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 諌 早 理 事 外 7 理2171 回辺監事

議 事 ( 1  ) 白木建材協会の建材展示場一部倣去に関

する件

( 2 )  i 都市開発研究会J の事務所を本会内に

設置する件

( 3  ) フ ーラ一博士講演会後援の件

(  4  ) 入退会者ポ認の件

( 5 ) 報告:jl: Jj.i

1

11 集空白会

21日 4 時一 7 時 於 会 館 会 議 室

ｬｩｾ 席お上林副委員 長外 Ｖ 委員

議 ' ド( 1  ) 経過報告

イ 2 月 i Ju開地建築特集J 45・

ロ 3  J:j i 長谷部鋭吉特集J 号

ハ 「建築の眼」担当者ーの件

ニ 4 月 「土の特集J J5  

( 2 )  5 月号以降特集テー 7 と担当幹' j C の件

|三 業 委 員 全

23日 6 時一 7 1時 於 長 岡 天 神 錦 水 平

出席者 岩崎. 岡本正副委員長外 12委員

議 事 ( 1  )  2 月， 3 月の事業企画 について

( 2  ) 創立記念 U の事業について

( 3 ) 欧米視終団の目玉談会開催の件

( 4 ) その他

小委員会 (若い会員の集い)

16日 正午ー 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 松 村 主 査 外 3 委員

2  ) J 以降の企画について協議

| 出 版 委 員 会 |

鉄骨 コンクリート計算実例編集幹事会

10日 3 時- 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者 宮川，倉石両幹事

17日 5 時半ー10時 於 会 館 会 議 室

/ l ' ，席者宮川 . 倉石. 力武 3 幹事

24日 5 時半ー11時 於 会 館 会 議 室

出席者 ｾＩｉｉ ，倉石力武 Ｓ 幹事

31 日 5 時半ー111時 半 於 会 館 会 議 室

山席者ー 石崎主査，倉石. 力武両幹事

凶Tuiの| 食品および由l付け実施

| 法 規 委 員 会

26日 3 1時半- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 恒問委員長外 7 委員

議 事 1.  i ! t ; 反! l l i 築防止について啓蒙運動の実施方

法を検" サ審議
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オ レ ン ジ

色 の …・・

静 か で

くゑらず

永 久 に

規 格 寸 法 種 類

25' 弘 ( 8  分) 鉄枠丸平

30' 弘 ( 1  寸) イモノ枠丸平袖

36弘 ( 1寸 2 分) ナイロ ン枠 丸平

43弘 ( 1寸 4 分) 三種類アリ

_ 1 1 1  N t J  a  i  ;Z - ，... oa ...::' .. 0' t. 5  :  1  1  

-

8 *レイヨシの NI PPON R A Y ON S  

Z 手レ @: t r 4 ' O . i

1- 7" ' 1- 拘ー句。噌1 -

総 発 売 元

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

86 

手 軽 に 買 え る

豪 華 な 品 質 ノ

• J '¥イ ル は ナ イ ロ ン 1 0 0 % で す

か ら 、 摩 耗 に 対 し て 強 〈 、 永 持

ちして幸圭i資 的 で す 。

・ 裏 は 特 製 ス ポ ン ジ で す か ら 、 心

土 也 よ い ク ッ シ ョ ン が あ り ま す 。

・ 染 色 は 鮮 明 で 美 し く 、 堅 牢 染 で

す か ら 、 日 光 や 洗 濯 に 対 し で も

変 ・ 祖 色 し ま せ ん 0

・ 軽 く て 取 扱 い が 簡 単 で す 。 ゴ

は 電 気 掃除 機 で は 勿 論 、 ふ つ う

の ほ う き で も 簡 単 に と れ ま す 0

・ 施 工 方 法 は 簡 単 で す か ら 、 '容 易

に お 好 み の 寸 法 に 仕 上 げ ら れ ま

す 。

.  

総 発 売 元

f手 藤 高 株 式
A

Z

 

キ土



• 

教 育 委 員 会

28日 3If寺- 5 時 於 会 館 会 議 室

l'lj 席街 中原委員長外 3 委員

議 答 ( 1  ) 左官工事講習会に関する件

Ｈ Ｒ Ｉ 設備業者 ｬ 乙対するｾｾハンドブックの訂

集 lζ 関する件

| テレビ委員旬

11 日 6 時半- 8 時 於 会 館 会 議 宅

出席者 佐 野 委 員 長 外 5 委員

現助監督，左官，石工の企画について検札

近 代 建 築 調 査 委 員 会

19日 4 1時一 5 1時半於会館集会室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 7 委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( 2 )  3 月号発表建物の件

( 3 )  7 月以降の発表予定

(  4  ) 新規調査建物ポ認の件

(  5  ) 名古屋銀合主1 ¥物に関する件

(  6  ) 京都における明治建築見学会の件

座 談
A .  

=  

「長谷部さんをめぐってJ 座談会

23日 2 1侍- 5 11寺於会館集会室

司 会 滝 沢 点 弓 氏

出席者 置地主主氏外 5 氏

上林副委員長

会誌 3 月号「長谷部鋭吉特集」の企画として実施

日 本 建 築 協 会 優 良 認 定

| テ レ ビ 放 送 |

毎日 1@11 11与より 20分間 毎日テレビ' 文送局より

提供会社大阪窯業セメント K.K

J.l u芋リノリューム K.K.

日本板硝子 K. K

テー7' r必築l二生きる人たち」

8 日 とび験

15 U  大工さん

22 U  現場監 11

29 日 左宮屋さん

i戸 年 交 礼 会 1

4 日 1 1時一 2 時 於 大 阪 建 設 会 館

恒例による建築関係 6 団体共催の新年交礼会を， 11 本

建築家協会支郎の当番で開催 ;1¥席者約
4001可

I  6会長竺塑竺|

10日 6 1時- 8 時 於 な だ 万

11 本建材協会の当番で開催 出席者15?"

| 若 い 会 員 の 集 い 1

20日 6 時- 9 時半於ミュンへン別館

先般 rt 国視察から帰国された西山卯三氏を如いて含ス

ライドにより興味あるお話しを聞いた。i l ¥席行30?"

| 見 学 一 三 1

輸出繊維会館見学会

設 計 監 理 村 野 ・森建築事務所

KK 大阪建築事務所

施 工 KK 戸田組

24日 3 1時一 五時 参 加 者35名

併郡閉墜釜斜ｾ ｅ 云

ｅ ｆ 五‘ｾＮ｡｡ＮＭ
Ａ陸間化学工業鰍ｾ曾 ｲｯｩ
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11三 援 し た 会

建築基礎構造規準講習会

1. 主 催 日本建築学会

1.  時 [[ 26 日 27日 9 時一 5 時

1  会 場 大 阪 府 職 員 会館

1. 講 師 竹山謙三郎氏外 6 氏

111111 11 11111 111 111111111111111111111111111111111 111 11111111111111111111111111 111111111111111111111' " 111111111111  

昭和36年度

ウェルトン・ベケ ッ ト

建 築 事 務 所 給 費 制 度 応 募 規 程

1  . 応 募 資 格

下記イ 0 ，ハ，の全部を満足する者

イ， 日本 Ｚ ｭ 築家協会会員の ｦＱｊ ｾ￦ｪ する者ーで， 1Ii:l和31 年 3

月から附和3o年 3 月までに学校教育法による大学の

建築学科をキ. 業した者。

ロ，卒業後現在までの期間の 3 分の 2 J 2 J . 上の期聞にわ

たって建築家( ア ーそテクト) として2 デザインの

経験をつんできた者。

ハ，別紙( ベケッ ト氏からがj会長松田軍平氏宛替信)

IC示された庖自IL その他の諸条件をオー分了承し，乙

れに同Zました者。

2. 応募申込に要する書類

イ， 履 歴 書 1 逝

Ｈ職歴については関係し た 設計または工事名なと Ｎ ｾＩ持制する乙とＩ

ロ，健康診断書

(医師の作成したもの)

ハ，卒業および学業成績証明官

ニ，本会会員の推加害

(本給' 1' 1刷UI ! ! : 応持者として適絡なる留の草li 由を詳紀した色の)

3  応募申込締切期日及び書類送附先

イ，申込締切期日 昭和36年:4 月28日

( ただし郵送の場合は向日 附消印のある色のはイl先I} とする)

ロ，申込書類送附先

東京都中央区銀座西 3 丁目 1 建築会館

日本建築家協会

ウェ J レトン ・ベケット給資制度選考員会

4.  応募者の選考試験

イ， 応募者lζ 対する候補者選考試験は，本選考員会に

おいて行 な う。

ロ，選考試験は 5 月上旬東京において行ない，その内

! 噂一廠
気光式遁風密室

ｅ 回ｉｴ ｭｾｾ 国 ｲ ..... 置 ヲS

U  13 

大阪市西区江戸掘下通2- 17

田辺工業株式会社

電話土佐掘@7 4 3 7 - 9

吋 合防耐 璽はをに言

E社 言 雪竿 用日 7 は

iE幡 E星 言 千r下 進 瞬 ・

里町兵 占中 村重量量目
ニ杢衛 任空 ・ い 鉄

て日公商 怯 開 闘一 l御を |ド鉄骨

四 庖 エ 音牢・ 骨 |  

容は英語，デザインテストおよび面接とする。

5.  候補者の選考発表

イ，候補者の選考結果はH付和36年 5 月末どろ発表の予

定。

ロ= 決定した候補者氏名は本人に通知し，同時に本会

事務所に掲示する。

. 応募者提出の書類は選考結果発表後候補者を除き

応募者に郵送返送する。

6. 採用者は:7 月初旬ごろ決定し，米国渡航は10月初旬

の予定。

なお，木制度についての照会は下J己へ

東京都中央区銀時西 3 丁 目 1 建築会館

日 本 建 築 家 協 会 電 話 (561) 7502 

1/ 11111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11 I  

編 集 後 記

長谷部さんの作風をしのんで， その特集とする乙とにふみきったの

は，昨年の11月であった。 その後尼崎会長はじめ， 日砲の各位のと努力

によって，写真や資料を般車! していただき ， また， 長谷部 きんと生前親

しかった方 々の思い 1M百も集録する ζ とができた。 厚くお礼MI します。

次号は「土の特集」の予定。

7 l¥OIグ勺川，k 塗 料 /

.巴ニー11" ・ ' " メシト・ぺイシト

ヴ〓。“ｾＢ伶イト

プ レ 塗 りJ ?七12; 母少水谷ペイント
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52tt 大島化学のひふくτっばんを

町市 ｴ､ 玩レ ｾｊｾ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

婿覇薦議

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 104 @3679 ・斜81 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市・ 広 島

田中式忍て13♂7123二

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第 一 工 場

東 京 第 二 工 場

小 倉 工 場

)1 1 崎 工 場

札 幌 出 張 所

盛 岡 代 理 庖

名 古 屋 代 理 底

米 子 代 理 底

長 崎 代 理 応

撤 式

会 最

E匝京官E雌 閏 区 錦 糸 町 1 - 25 

東 京 都 島 田 区器 畑 町 東 4 - 122 

福 岡 県 小 倉 市 赤 飯 上 の 描37

神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

北 海 道 札 械 市 北 上 過 東 4 T 回 4

岩 手 県 盛岡 市木 伏柑 . ] 肘E建 r ut ( 株 )

雪 量 知 県 名 古 屋 市 西 区 西 術 井 町2- 12 岡 田 壇 材 K K

鳥 取 県 米 子 市 祇 閣 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 庖

長 崎 県 民 崎 市 要 町11 ・関 西 工 諜 ( 有)

T E L 大陪i ( . I 0)6341 ( 代表) .  (40)63 4 2  

T E L 東京 (623) 代 表01 随 一 01曲 ・(622) 07仰

T E L  J 'O : U611 ) 21 18 - 9  

T E L 小 倉田 53 ・2833

T E L  川 崎 ② 4540

T  E  L  . Lf見 @6762 ・0515

T E L 盛 岡 市 叫

T E L 名 古 恩 師3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 6046

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- 8・4.836- - 7

1  



暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区宮間 ｬ 町一六 ｾＷ ＰＳＱ ｀ ＶＷＹＳ

東京都中央区宝町二 ・六〈村幸ピ刈階)( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ⑨1820  

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

総江市東本町四丁目一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 @ 11臼

一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

株式会社

本 社

出張所

営業所

ム
一
え

f

A

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

設 計 施 工

翠 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

株式

会社

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸堀南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前・ 電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー・電話神戸@5892

庸口城代表取締役

宿

所

支

出強

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水一・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7 6 区

電 話 実 京 (201)'3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 大 間 ピ ル714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・ 北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピノレ522号 電 話 中 局 13 1 7 6 6

創 業

大正二年

株 式

会社

東 京

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計， 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・ 〈代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・ 4 3  8  6  

出張所名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電 話 @ ω6 6

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 31 電 ② 1 3 7 5

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

腐

広

庖

名 古 屋 庖

阪

幌

大

キL

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪@ 代表4496- 8 ・4993- 4番

東京都汗代田区丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

電 話¥( 281))繭 6505- 8番

金 沢 営 業 所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖本

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 設 備

般 富 十 施 工

暖冷房・環境衛生・水道・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 麗 編 三 丁 目 壱 番 地 電 話 代 表 26局 2951 3079 

本 社 東 京 都 干 代 図 区 有 療 町 壱 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・広 島

工 '場 川 崎 ・鶴 見 ・中 浄・六 郷

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐婦通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話(43D代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話⑫代表 7お6

京都市下京区，烏丸通松原下ル電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁目篭話③代表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 后

神 戸 支 庖

福 岡 支 底

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

段 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社

支 庖

大阪市北区中ノ島 二丁目( 新朝日ピル 5 階)

電話大阪@ 伺41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 ー

阪

エ

材

大

建

株式

会社西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1霞諾東京(451) 5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7臼4

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳 ピノレ

株 式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

2  
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

工施設 計

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 1番地

社

庖

場

本

支

エ

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピノレ 8 階)

包 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目2 番地

生

置

暖

温

本

社株式会社

d .  

:zx 
株式会社

鼠

本

支

神戸出強所

京都出強E時

三沢出強所

温湿度調盤・暖冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市 北 区富岡町 Ｓ Ｐ 電話大阪ｾ !o読まJ; 私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

包 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ⑨ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中 京区両替町通リ姉小路上ノレ

電 話 @( 代表) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋北詰)

電 話 @8  8 2 9  

四日市市浜田西末広町電話7503・3伍 5

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社

大阪営耳障所

本

仙 台 支 底

四日市営* 所

湾 営 割 健 所

名古屋出張所

社

蝿房・冷房・温湿度調整・衛生股備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノ レ 六階

電 話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9851- 9 ・袋5 1 - 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  .0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

日

大

本

京• 東 京 支 庖

西宮自営総所

出強所

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・ 施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営* 所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ピ J レ)

電 大 阪 代 (44) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピル)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 盤 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 3 9 電@6671- 5

東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2ー 7 電 (430 7  3  4  1  - 5  

北海道出強所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ⑤ o  1  0  6  

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路( 五減ピル) 電② 8061・tID9261

名古屋出張所 名古嵐市中区東崎町 6- 5 電 8 1 2 7 0 ・1484

広 島 出 張 所 広島市大手町 Ｘ Ｍ ＱＵＵ 電③ ＷＹＴＷ ・ ｾ ＶＴＳＸ

福 岡 出 張 所 福 岡 市 藁 研 町 3 電 @0788・@O296

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目ー務地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁 目三三 電筒元町@3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 週三条下ル m賠 上 ③お69番

背 滋 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 市 街 大 三 沢36番

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 図 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 間 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866) 7 6 8 3 ・7 7 1 6 ・2 5 9 4

下 関 市 大 和 町 33 大和ピノレ 23号室

電 ー話 ② 7  3  0  6  

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

本社・工渇

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 3 丁目 4 6 番 地

話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 ( 921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本

本社・分室

3  

所

*  

営
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 ー 5 ・5 4 51 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 Ｈ ＴＸＱ Ｉ ＱＳＱＶ Ｇ ＧＧ ＲＵＳＶ ｾ ・ Ｔ ＷＱＵ ・ ＳＵＷＳ
名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

d .  

ｾ＠株 式

電 気 工 事 設 計 施 工

本

東京支社

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ③ 2 8 9 1- 5 番

東 京 支 后 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

' : l X 式株

.t:::: 

京、電藤エ

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
¥ト

社
. 6.  

冨玄

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

鵬

本 社 大 阪 市 北 区梅ケ校町二五番地

電 話 太 阪 代 表 @8131- 4 ⑧7263 ・2144

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

村今取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

電 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門ヒソレ)

出強所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

一
吉

田
原栗取締役社長

. 6.  

' : l X 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ト 電 気 商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 側 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5 ( 1)7464 

大阪南 ・北海道 ・名古屋・四日市・福山福岡

マヤ株式会社

龍本-
山取締役社長

社

東京営業所

本

盤

置

置

び

作

社

電

装

装

及

製

品

制

番

地

鵠

培

地

法

受

止

動

一

計

、品目

4

番

~

四

5

唱

5

一

叫
番

1

4

.

防

自

タ

設

A

Z

-

-

=

一
3

六

山

岡

十

9

七

5

4

転

一
回
耐

4

町

1

一

5

十

周

回

i

t

3

盤

遅

視

ヒ

機

綱

一

日

目

専

回

全

一

}

剣

電

相

監

ス

気

式

困

パ

山

酬

訂

同

町

5

臨

分

E

方

一

電

日

町

安

制

町

番

1

L
万
一
隅

株

む

脱

出

関

心

地

品

加

刷

業

日

東

町

東

山

崎

笹

口

用

・

監

ー

鑑

別

都

港

T

阪

市

{

三

作

盤

置

則

一

:

も

噌

阪

誌

話

岡

話
帥

操

乍

装

ト

グ

国

唱

E

E
東

電

大

電

名

簿

袖

電

広

動

操

動

Y

7

4

1

社

論

庖

所

所

所

白

方

自

t

z

桜

張

扱

ヌ

ロ

タ

+

T
本

支

品

機

遠

度

フ

-

掛

腿

動

動

湿

種

一

A

!

京

阪

剖

岡

山

自

温

各

ク

森

東

工

大

名

福

広 r)y 強出

事

エ

エ

施

気

軒 ・

電

股

電 気 工 事 設 計 施 工

株
.. 

l・

社株 式 会

取 締 役 社 長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7?'i

氾 倍 大 阪 局 @ 9 5 . 3 1 C大 代 表7

曾鍍所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 審 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番 ( 代 表) - 3  

出強所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 田 町 六 番 地

m 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

電陽朝

社

.取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50(堂ピル 3 階)

電 話 。 12) 1 4 7 1 (代) - 5  

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁目 51

電 話 (45) 5 1 4 8 ・6 6 4 6  

東京都中央区西八丁堀 4 丁目 10番地

: 後関 ピル 3 階) 電話 (5-51) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ 1

電 話 回 7 1 4 6  

. 6.  

' : l X 式機電宝

庫

底

営業所

倉

支

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

4 与

ココZ式株気電本中
社

. 6.  

コヨE式株気電東j工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 諾 @5 1 4 3 ・5.3 7 3 ・9 5 9 4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一一三

話。 @ 2  1  9  3  

正本中取締役社長

社本

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

m 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

本

機 鶴 工渇

資材 倉庫

社支

出g 所

4  



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア

.  
、

ゆ

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商
. 6.  

' %1> 

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 (94) 6531 ( 代) - 5  

支 唐 名 古 屋

出' B所 東 京 ・ 岡 山 ・ 門 司

覆櫨翻

.0&'¥::.. 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一O一七醤地湊町駅貨鈎入警門前

電話 (53) 4  8  9 0  (54)  0 8 0 8 - 9  

膏写真とマイクロフィルム

株式会社
内 外 写 真

製図 ・ト レース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T  E  L  @  9055 ( 代表)

PAI NT I NG CONT RACT OR 

株式

会社

塗 装 工 事 請 負

林 塗 装 庖

TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

m諾@ ∞98 ・5837 ・8729

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 育 園 信 武

本 社 大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 @7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

工 渇 神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南掘江上通一丁目 三一

電 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7  

電 気 工 事 設 計 施 工

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

T E L  大阪 (301) 1757 ( 代) 名 古 屋 ③ 5980

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同りグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造 。 販 売 。 責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 間 辺 東 之 町 3 ー 1ω 電 大 阪 @ 9  0  8  6  

営 業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54 電大 阪 @ 4370 ・6760

出 張 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1 1  8 0 電広 島 @ 4  9  6  7  

出 銭 所 東 京 都 新 宿 区 花 園 町 4 6 電東京( 351)5298 ・5264

5  



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0

包 話 (891) 8  1  3  1  - 7  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 茨 稽 ピ ノレ 3 階)

電 話 @ 9  1  5  4_ - 7  

名古屋市 中区大池町24 ( 丸菱 ビノレ) @3 ω8 ・4593

福岡市橋口町15番地の1 ( ナンビノレ 3 階) ④8825 

本社及工場

大 阪 支 庖

ァ
u

r

 

-ン
ツ

サ

ム

ス

ゥ

レ

一

日

ン

ル

テ

ア

ス

タツヤチ ー ル シス

名古屋支庖

福岡出張所

， 

圃圏 I f -r - ) ( . ，・セメント分散剤

東 京 営 業 所

神

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売庖

プ ロ ッ ク

セ Y トラノレ硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
九 州 営 業 所

所究研

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地西入〉 電話大阪@ 1274- 6

支 后 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

の 新 建 材

g ・"

掲普・錬乱.t ューム苦

べ〉キレ?-.v.鴻寸し

豊富

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ 〉

九 徳 夫 弁 弘

美 猿 ， 、 率 ，L

'1 ｚ Ｇ ム守噌ｾ

叉 - J て- : 1: ョイナー

曾

τ

れ

商

抗

日

幸

市---

z

 

⑩.  

許特

戸 材 料 株 式 会 社

神 戸 市 長 田 区 西 代 通 り 四 丁 目 一 八

電 話 神 戸 ⑦ 3 8 7 1  

東 京 都 文 京 区 表 町 五 八

電 話 東 京 ( 921) 6 8  2  4  

八 幡 市 前 田 町 二 丁 目一 七

話 八 幡 ( 田) 0 9 4 5  

神戸市兵庫区明治通り 二丁目五

電 話 神 戸 ⑤ 4 1  9  5  

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話奈良 4 0 9 8

( 近日移転先〉

奈良市登大路二番町 ( 博物館前) 電話 奈良4伺 8

出張 所 奈 良市春日 町尾田組内 電話回11 ・6012

本 郷 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

防予滅式平松

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

建 築 物 船 舶等造作工事

家具・建具 ・室内装飾工事

内 外 織 物 ・敷 物類一式

E ・g 製 品 製 造 発 売 元

ヰ

ム

占

A

1

会

F

4

Z

の

1

・

朱

冗

E

唱

a

司
・

m

開

'

'

-

E

幸

刺

開

眼

間

合

判

川

遼

棚

引

浪

⑥ 

⑨ (創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 ( 天六電停西北 2 丁)

話 ・大阪 @ 3321- 3 ・3630

6  
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毎

一
}

励

u

u

臨

ん
一

瞳

車

問

止

は

U

M

m
刷

町

ト

お

p

d
即

時

肺

山

総

吟

師

一

酸

瓦

益

事

.

ぃ

l

同

電

町

一

切

刈

泌

が

制

制

大

だ い わ

大 和 洋 瓦

雨風 1(. 強く緩勾配 iζ 最適

超軽量荷重( 坪当 37貫)

和型より安い

組 大 仏 瓦 各 種 和 紙

工 事 側 負 一 式

京都市! I ! ill 区今熊野池同町九 ⑥ 3555 

大阪市東区内淡路町一丁 目 @  975  

発 売 元

大 仏

矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ヒソレ五階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 番

止
防

川

崎

量

g

x

風

軽

入

耐

定

蔓

服

安

扇

ナニワ緩勾!2罵

ナ

ニ

ワ

瓦

練

式

会

批

大

悟

漬

聾

-
E

一T
目

七

回

二

塁

口

六

五

、

張出阪大

株 式

会 社

⑪去を lUl ま窯業商庖

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道野里電停前

製 造 元 東 京 サ Y ヒット商会 包 大 阪@0417・4091

決然えない建築資桜

| 耐火ボード|

厄:.7又jf{-ド

努ｾ芳一トＭｾ
絶対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

凶 ｾｴｭ 盟匹温
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

本

一…  

邸 主語句'

タイガー印

吸

音

テ

ッ

ク

ス

支

7  
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ｾ百
綜合建築設計への道

設計部 1 . 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリート造建築

の設計監理

2. ダイヤモンドトラス・ジグザグトラ

ス・平行トラス等

各種大張関鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P A T.O式( 織本式〉ヂベル及クランプ 《

、、問刈

地質審R ポーリング・ 建築物基礎工 ¥1  V  

事の為の土質調査

株式会社 儀 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら町 3 の 2 匂話 (671) 臼 43 ・7∞7 ・7062

.

，

 

•• 
-

-
l

 

l

 

• 
-

‘
.

 

.  .  

.  .  

3  / ゑ敏gb宅3

( カタログの冶申込みは 全固有名建M底へ) * 純和壁の最高級・……・

日 感 皇 室

* 日 :本座敷に優美な・… …

株式会社新奥建材工業所 重富. . 1: . 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・. . . ..

1川; ; 翻訳出EJ E(九月間 的寸志‘ 望室

8  



一

園

田
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吸

い

と

る

ガ

ラ

ス
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日

本

ピ

グ

タ

1

横

浜

工

場

内

に

完

成

し

た

技

術

ピ

ル

(

総

工

費

二

億

円

二

二

階

建

・

総

連

坪

五

九

四

O

平

方

米

〉

に

電

蓄

技

術

課

に

所
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す

る

無

響

室

(

工

費

二

千

万

円

・
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二

平

方

米

〉

が

で

き

ま

し

た

こ

の

無

響

室

は

回

無

分

室

を

毛

N

H

K

技

術

研

究

所

や

工

業

技

術

院

電

気

試

験

所

日

建

設

計

工

務

が

設

計

建

築

し
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の

で

す

内

部

は

吸

音

性

の

す

ぐ

れ

た

音

を
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る

ガ

ラ

ス

の

グ

サ

ピ

フ

ェ
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ー

グ

ラ

ス

製

の

吸

t

回

復

四

一

O

組

が

ス

キ

間

な

く

と

り

つ

け

ら

れ

て

あ

り

ま

す

そ

の

た

め

理

想

的

な

音

場

が

得

ら

れ

る

の

で

微

弱

な

音

も

定

量

的

に

測

定

分

析

し

て

音

響

機

器

の

周

波

数

特

性

査

特

性

指

向

特

性

過

度

特

性

な

ど

を

精

密

に

調

べ

る

こ

と

が

で

き

る

た

め

製

品

の

改

良

研

究

に

大

へ

ん

役

立

っ

て

お

り

ま

す

パ

ラ

マ

ウ

ン

ト

硝

子

工

業

は

フ

ェ

ザ

ー

グ

ラ

ス

を

は

じ

め

わ

が

国

最

大

の

生

産

実

績

と

ゆ

た

か

な

経

験

を

誇

る

グ

ラ

ス

ウ

1

ル

製

品

専

門

の

ト

ッ

プ

メ

ー

カ

ー

で

す

デ

ル

と

し

て

半芳〈久的に

施 工

フェザーグラスの主な特畏

1. 保 温 ・ 保 冷 な ど 断 黙 材 と し て 効 果 が 大 き い と

と

2. 吸 音 効 果 が す ぐ れ て い る こ と

3. 非 常 に 軽 量 で あ る とと

4. 不 燃 性 で あ る と と

5. カ ピ が 生 え た り く さ っ た り せ ず

酎 久 力 が あ る と と

6. 水 ハ グ が よ く 阪湿在住が少ないとと

7. 蓮 磁 切 断 加 工 取 子 せ が か ん た ん で

も 早 く で き るこ と

か 波踊 が 少 な く ム グ が 殆 ど な い こと

9. 曹事力性があり 突きつけ盲目分 がピ ツグ リ合 う

の で 勲ロスが完Eい 乙と

。…ーましょう

J Oマヲ〉ト稲子|

下 記 へ ど 紡 求- 資 料 趨 呈 ・本誌名をど自己入の上

くだ さ い

パ ラ マ ロ ン ト 硝 手 工業 株 式 会 社

東 京 ・申央 区 ・八彊 州 6 - 1

9  



• 
‘'  

丸 和 の

軽 量 螺 旋 鋼

a  肉厚が極めて薄い

b 強度が高い

c  管の長さが自由に製作

出来る

d 管の接続が簡便

e  最 も 経 済 的 な価 格

製 造 ・ 販 売 冗

e  業 株 式

A

Q

玄
社丸 和 エ

( カタ ログ進呈) 大 阪 市 東 淀 川 区三 津 屋南 通 5 ノ l 電 話 大 阪 ( 3 0 1) 5  3  6  9 番

ッ ク ス 床 材 の 決 定 版 /

TL軍ザ干グ7日・，) グ

TLモザ11'1・7 目‘ vlJ

* フ ロ ー リ ン グ はランバーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が 一 定 し て い ま す か ら 。

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位 の 格 安 で す

安 ブ ロ ッ ク は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着剤で簡単に安価に豪華な寄木張の床が出来ます。

. ( 各々樹種はなら、さくらがございます )

製 造 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理 底 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 横 綱 6 丁目 2 I  

10 



、、 F

防 水 工 事 施 工 に 望 む

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の 一 つ で あ り そ の

良否は建築物の死命を制すると 言 っ て も 過言ではない。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経

て は じ め て 表 わ れ る と 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 組 雑 な

工 事 に 趨 り 或 は 一 部 に 防 水 工 事 は い く ら で も 安 く 出 来 る と

云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極 め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上

を阻害 すること甚しいものである。

アスフアル ト防水工事は今更こと新しく言うまでもなく

適 切 な 材 料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 しか

も そ れ は 明 確 な 責 任 を 伴 う も の で なけ ればならない。

建設省阪建 ＲＲ 号 Ａｾ 可 出資金600万 円

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 過 I /  I  4  T E L f“ ) 代表5951 夜 間 管 理 人室 用品4)9910

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 向 I 3  ( 田 島 応 用 内) T  E  L  (866)  6  1  4  8  
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- 新じい建築資材ｾｉｊａ 亨最高の晶

日現ぞ= ラヌボード

臼衆i 1 i ' ード用プラスター

リフ" フ. レり Jフヌ

ヨ り 〆 リ フ " =ラヌ

ャ ハ ヌ ・ ・ = ラ ス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フ工ルト・ルーフインク"

園歯園ｾ施 ＭｪｾＮ

田村商奮連材部

本

支

③ 

創 難 明 治 24 年

貿易・木材・建材

ゆ

{

自

国

鋼売多角

「 鋼 管 を 素 管 と し た

継 目 角 形 鋼 管 」

形鋼を組合わせて溶後した角形鋼管と比べると

均質で、 鰻量で、‘ 経済的 な( 高級) 継目角形鋼管

。
往友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区r 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表} 大匝 (27) 2201  

宜 祉車京都千代図区丸ノ内 1丁目8ノ6(衝住友ピル) 電話( 大代表} 車京 (211) 2211

舗 岡 官 憲 所 緬 岡 市 天 神 町 5 8 書 { 荒神ピル 8 情 } 電 話 幅 剛5陪190 お担

広 島 肯 富 所 広 島 市 眠 屋 町 8 番組( J l ; 電ピル内) 電脳広* l 2n471 ・指 摘

名古畠官量所 名古島市東区久車町5・9( 住宜薗. 名古島ピル} 電匿名古血開1. 叩 ー位 忽

仙 古 宮 禽 所 仙 台 市 東 1 番 町 1 1 車 1 番 T ピル内 電話仙創3限抽1・15防 相

札 幌 官 禽 所 札 幌 市 北 大 通 西4丁目 6( 住宜生命札幌ピル内) 電話札幌 1.1 0 3  7  8  
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-ぃ

.  

色

務鍵盤蹴隠繊細務職議轍務警告滋磁器t

771イF ボードトムレ" 111.ス

命全ミ

( 法定不燃材・軽量石綿耐火板)

0 完全耐火性

o 軽量・断熱性・吸音

0 変形は全くない

0 木材と同様の加工が出来る

0 釘打ち・鋸引き・孔あけ等

( 吹付石綿) 責 任 施 工

0 吸音・断熱性

0 結露防止・耐火

0 耐振劃

0 腐食防止

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 の 3 電 ( 572 ) 0321.  0331 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4 の 2 5  電 船 場 ( 25) 5491 - 8  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 下 前 津 町117 電 商 ( 32) 6 5 9  1  - 5  

九 州 支 庖 福 岡 市 薬 院 大 通 り 2 の 8 1  電 福 岡 (74 ) げ47. 2827

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 西 2 丁 目 西 陶 電 ( 2) 6472( 3) 520( 5) 308

j絃護機智織機機怒灘搬議灘繍議官義務欝欝範陀謀翻語品種櫛t

. 最 も 新 し い 防 水 工 法

強 靭 、 耐 薬 品 性 で 老 化 し な い

火 熱 を 要 し な い の で 施 工 容 易

責 任 施 工

耐 酸 化 単 工 業 株 式 会 詰

大阪市北区高垣町八十番地 電 話 代 表 ⑧ o 1  7  8 ・4 1  6  1 番 @4  9 5 7 ・4 9 5 8 番

13 



切9 診 設計施工.

伝統凶日｀｀ｾ

西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株 ) I  ( 株) 建

大阪市北区神山町26 (富国 ヒソレ) @ 6 5 0 1  I  広 島 市 中 広 町 1 0 0 2  

朝 日 建 材 工 業 ( 株 ) I三 機 工 業 ( 株 ) 大

高 松 市 木 太 町 洲 端 2 1 6 9 高 松 ③ 3181 I  大阪市東区高麗橋311 ( 東綿 ピノレ) @ 2 9 5 1  

鋼 飯 工 業 ( 株 ) I昭 和 鏑 機 ( 株 ) 大

大阪市城東区野江西之町 1 ノ44 @ 3 5 6 1  I  大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町21 ノ悶 @  6 0 5  1  

麻 村 サ ッ シ ユ 工 業 ( 株) I 田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

大阪市城東区野江東之町 1 ノ12 @  3  3  5  1  I  尼ケ崎市南竹谷町 2 - 8 9 電 話 (40) 6  3  4  1  

尼 鉄 建 材 工 業 ( 株) I谷 山 鋼 機 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0 @ 6 3 0 1 -1  大阪市城東区野江東之町 2 ノ2 @ 7 1 2 5  

( 株 ) 岩 住 鉄 工 所 l 中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

大阪市西淀川区千舟東 2 ノ31 @  5  1  2  3  1  広 島 市 舟入幸町612ノ 1 広島 ③ 2 0 8 1  

栄 進 鋼 業 ( 株) I 東 京 鍋 飯 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖

大阪市城東区野江西之町 1 ノ44 @ 8 2 6 1  1  大阪市北区絹笠岡J 18 ( 衆楽 ピル) ⑧ 9  1  5  4  

( 株 ) 栄 進 社 大 阪 営 業 所 I ( 株 ) 中 本 鉄 工

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 @ 7 1 7 0  1  大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ74 @  6  4 6 4  

阪 機 エ ( 株) I 浪 速 建 材 工 業

大阪市大淀区豊崎西通 1 ノ4 @> 0 6 6 4  1  大阪市城東区野江中之町 l ノ9 ③ 1  1  7  1  

大 阪 建 材 工 業 ( 株 ) I 日 本 建 鉄 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6  (022) ②3323 1  大阪市北区堂島上2ノ39(毎日産業 ピル) @6758 

( 株 ) 大 阪 鉄 工 所 l 日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株 〉

大 阪 市 西 区 本 田 町 l ノ 4 4 1@1 2 5 4  I  大阪市東区備後町( 綿業会館) @ 8 5 6 2  

大 阪 理 研 工 業 ( 株 ) I  ( 株 ) 汎 建 製 作

盤 中 市 大 字 測 到 止 3 5 9 @ 0 6 6 1  1  大 阪 市 此 花 区 思 貴 島北之町11 @ 2 9 0 3  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株 ) I不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ15 @  1  0  2  0  1  大阪市西淀川区御幣島 中 3 ノ 4 @ 7 6 5 1 -

川 鉄 建 材 工 業 ( 株 ) I  ( 株 ) 三 高 製 作

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 (08) ③4343 1  大阪市東淀川区西中島町 7 ノ69 @> 1  7  5  4  

業 製 作 所 l 理 研 鍋 機 ( 株 ) 大 阪 営 業 所。

大阪市北区宗是町 1 (大阪 ヒソレ)

14 
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三井金属鉱業kk ・・ H ・H ・... ・H ・前付

kk 室谷商底・…… .... .・H ・. .. .・H ・7

明正社. . .・ H ・.. ，・ H ・-… H ・H ・-…・・18

森井電業kk ・・ H ・H ・... .. ... ・H ・... . 4

ヤ 山 田 工業kk ・H ・H ・.....・ H ・. . …… 12

矢橋大理石商庖. . ..・ H ・H ・H ・-… 7

八幡製鉄・・ H ・H ・..… H ・H ・-… ・前付

ｫｫ ヤ Ｗ Ｍ， ｾ 電気 商 会… …ＮＮＮ ・ ｈ ・ ＮＮ Ｔ

八千代電設工業kk ….. . .・ H ・..， 5  

kk 山本建材社・H ・H ・... .・ H ・... 前付

k k 油脂化エキ土… .... .・H ・...… 表3

k k 育問芳雄商庖. . ..・ H ・...・ H ・. . . 7

吉野石膏k k ・・ H ・H ・H ・H ・...・ H ・... 7  

kk 寄木商底・・H ・H ・- …. ..・ H ・-… .17

ラ 理 研 鋼機k k ・H ・H ・- …...・ H ・...… 3

宮崎木材工業kk …. . . ・H ・.. .………・・… 15

7 スユユー工業kk ... ........・…・・ ・141

東洋オーチスエレベ- ' kk ・・ ・… …… 141

本図工業kk ....... .・M ・・ ・・・・… '141

kk 三好板硝子庖・. . . . .....…・・・…....・ H ・.. .17

kk 片山鉄工所 …・・・・…・…… ' 17

東洋キャリア工業kk ……………・・・…… 18

須賀工業kk ・・ ・・ ーー ・・・ ・・ 19

中央電気工業kk ...... ...・ H ・..…… ........ 20
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仮 梓 工 事 用

パ タ 材 の 決 定 版 /

日本バイヌの角形鋼管

従来の木材・軽量形鋼などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製造株式舎枇

東 京 ・ 太 阪

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 棋

| 内 外 式 パ ー チ カ ル 圃

ベ ン チ V 、ーター I  

内 外 式 ス カ イ ラ イ

工 場 ・プラットホーム・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 段 通

ト

16 

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

内 外 式

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大阪商工 ピJ レ) T E L

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の 141 T  E  L  

( 44)  3983 

(98)  1149 

設

l 之完偽一一一- 后膏の色壁

計 施

5 S 拘ヲーヨヲ叉勿ー

工

1¥'- ヲイトロ le会

倉本ら仰ない妻、-@L 寺い へ・ィントl¥・節減.

sss川・ーヲ4 併用ヲヲ叉勿ー

経量夫井 吸 音 イ 忍 温 断 熱 l 之

ｾ＠• 

司.

ー



'0; 

サッシ ｬＮｾｐＭＮ 抑 ｉｾｉｊﾭ

津ｾ 際主孟 ｚ 沼 ｾｬｾｩｬ
本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

.  
-

• 
喧

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその他水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に富み

価格低簾であります。 ( 坪当り材料代￥ 950) 仕上り厚さ約2 市程度

学校、工場、病院、事務所、商庖、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し、浴室等

に 段 通 で あ り ま す 。 ( 求 代 理 唐 )

最 詰 工 業 株 式 会 社 大阪FJi 花恕町出 ; - 3

ー

.，' 

Ｎｾ＠

、g

• 
.. 

"  
，. 

s  

-
.
・

6

e

w

.  
-

堺 工 場

出 張 所

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

話 大 阪 67- 6751  ( 代表) - 4 ・1590

堺 市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

電 話 餅 ① 1 2 1 3 ③ 1  3  2  2  

福 間 徳 島

._.，... .・..・・.. :....:・..-.....・.・. Ｎ・［ＮＮＮＺＮＭ［・ Ｎ ＮＮＮＭＮｾ・、Ｚ ...: ...: .・.・:・. ，・ 〉・: ，:  ':. .-. . :  - .. "  ｾ＠ ＧＮｾ・・ Ｒ 二 ｊＮＱ ・Ｎ・・

.  
ιＭｲＺＮｊ ・ ａ ・ ＳｦｵＮ ・・Ｎ・す［ＺＮＭで号ずｾＮ

司旨 木 貼 床 板

フ ロ ー p  
シ ダ

施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤブラ ッV ュド アー
造 作 取 付

グ ラ イ γ ダ ー 床 削

6夢幻 寄 木 商
4ヨ2ヨ』E  

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 民 自 助 町 1

17 



Ｗ Ｑ

リヨ院 ， ｉｾ トシ。

Z I W

1

- ' 1 ヲト

食iじ6らは事rli 料

ｖ スヲ ＷＷｽｾ ト
防水工事. 耐酸工事

-

e

・

最 も進 ん だ ゴムのク ッシ ョン

T  E  L  (94) 8125- 8 ・076' ( 夜間用)

園周互E 宗主

N. G. C式

内外Z 業株式会結

志ま豆。、

本 社

工場

港発防と⑤技術

ｹＮ ｣Ｎ コンべスＨリ ＧｔＧｉｾ ドＩ

大 阪 ヨ レ ぺ ス 建 材 示 主

じ百貨ミヅシマ

' 6 1 年 型 ミ ヅ シ マ マ ッ ト

ユ ー ビ マ

ラ イ ン マ

マ ジ ッ ク ラ イ ン

ニ ュ ー ラ イ ン

ビ ニ ー ル

おそう

‘  

'  

ミ勺，spママ' 91-

T E L (53) 3  5 1 4 ・ 8 2  4  6'  

T H E (22) 5 3 6 3 ・ o 2  1  4  

T  E  L  (3)  2  7  0  6  

T E L 但4) 1  6  9  7  

T  E  L  (5司 9 3  4  7  

‘ ー♂デ平イン¢

大 阪 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 過 り 一 丁目

京 都 京都 市 中 京 区 蛸 薬 師 通 り 烏 丸 西 入

福 岡 福 岡 市 下 村 馬 小 路 一 二 八 の 四

工 場 京 都 市 右 京 区 西 院 松 井 町 八

展 示 場 大 阪 市 西 区 北 絹 江 上 通 り 一 丁 目

常i三ト

キ土
A

Z

 

王て株

唐高島水

18 



標準セメシト防水材・特許ニッポン

特許ニッポン防水液・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品紛末ニ ッポγ

施工指導並ニ責任模範施工 Stdndard 

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメント防水材特許権実

施工場

ｩ 大阪管制Ｉ北区芝田町六八 電話 大阪 ｾＷＹＱＶ
本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

神戸⑥2723

4

F

 

.

.

 

• 

ガス風邑

大阪ガス会社指定

大E野 中 風 呂 猿 催 涙

ｗｩ ｦＡ￯ ｾＺ￬￢￮区元 町 Ｑ 丁目 ＷＴＲ 但 ν 眼精電停 前 電話 ｀ ＵＳＱＳ ・ ＸＱＲＸ

室 内 装 飾 級 車、 舗 床 材 一 般

東リt I - ぺ・噌ト発売元

株 式 会 社

窓掛、鍛帳、日 際、壁紙

東洋リノリユームの

亀 井

.  

'  

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  3  5  3  ( 代)

ｅ ヨヨ ｾｕｾ 主・

シヤνヲー

大阪工場 大阪市浪速区河原 町 2 丁 目 包 ( 64) 5750 ・s444

東京工渇 東 京 都 太 田 区 椛 谷町 4 丁 目 電(741) 0160 ・1733

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販 売

栄 進 鋼 業 株 式 会 社

大阪市減東区野江西之町2- 2 電 話 城 東 @ 8261- 3番

支 底 ・ 福 岡 営業所・広 島 ・長 崎

19 
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トスカイライト並開ベンチレBI
岩 元 式

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレ ー ター、門扉鉄櫛

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
ゐ

富

山

式

馴
J

株

関

山

業

献

⑧

;

間

話

『

l-

大

電

一

冗

柑

山
石

党け液型カ号ス

吸笠霊動島

製造元大日本硝子工業雲霊

ポ リエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

‘  

'  

大阪市北区玉江町 2 - 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電 話 大 阪 @3389 ・138自

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3ー6 電 話 (281) 6 9  2  6  - .8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレト防水工事襲

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフ アル トタイノレ工事 S
S 耐酸 モノレ タノレ工事 T 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 密 会 Z 業pl {

大 阪 市北 区浮田 町82番地 電話 大 阪@1333番

20 



-

¢

4

=
』

2

・

- 黄綬褒章受賞 -

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

雪'."11ミー陣取帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 尚 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571 ) 2703 - 4 ・2. 370 ・4064 ・0264

浪建式

アルミサりシュ・ドアー

;  十 三 鴻 醐E 田 町 泊自 説 スチーjしサ仇・ド? ー

シャ，リヲー・; tベレーター

lトカライジ〉タ泌理工場誠

4 ・h ー裂選販売ー

&量出血1

場建 靭

浪速建枚Z業様式会誌

日制仰}

全国綿代理屈 |  

本社・工場 ・大 阪 市 械 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 域 東 区 茨 困 繍 l屋 町 四 一 番 地 電 話 大 阪 @暗1日・ ωu番

東京営業所・東京都中央区銀座東六丁目木使館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541) 4611番

福岡営業所・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル内 ) 電 話 福 岡 ③ 8462番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 信 大 分 1 3  6  6番

21 



連築 ｩ 宥め接着争ｾ k  (式

_". . . . _、. ，，、. . . 11 

ゆ i K J  r司

木 工 用 ボ ン ド C H2 ハ ー ド ポ ー ド 用 ボ ン ド C V2000

テ ッ ク ス 用
ポ ン ド K イ七 粧 キ反 用 ポ ン ド G s

ボ ー ド

七メントモルタル

ポ ン ド C Z

ビ ニ タ イ ル 用

ボ ン ド G IOO
補 強 用 サ ラ ン そ の 他

宕ク '42ト 用 場ミ ン ド E 木 材 構 造 用 埼玉ン ド K R  1 7 0 種

製 造 元 顎 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工場

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 23 )  2047.  2057 (代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 話 (241) 5 5 2 4- 8 .  

分 室 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 1 丁目 7 番 地 電 話 (241) 2 1 91- 4 . 2541 

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 通 り 8 丁目 2 1 番 地 電 話 ( 53) 7  1  8  3  - 4  

工 場 大 阪 ・ 東 京

‘ f  

; 6べ建築t二・

大 建 の

ｾ｛｝Ｚｊ量移匂塁フ

t 、

オ ー ト メ ー シ ョ ン 焼 付塗 装 ラ イ ン に 依 る

⑮ ｾ＠ 大建の 2重焼付塗装で

v 明書J ft脅し寺会話 ・部材で l 回、成品で 1 回

22  



日本建築協会優震護明 セ メ ン ト 得 彊 防 水 剤

江 総s s ? ?方-fJィ1- 8雪

本株式鎖社司?F1rECK防fF世帯9薄荷3

電 話 ⑧ 2626 ( 直通)仕

様

n

m

u

H

 

附

紫 綬

褒 章

11111111111111111111111111111111111111111111111111・ ・ … . .  

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

匝車屋蓮司
匝 Ｑｾ ｴＧｨＺＧｊｾｾｪ｝回
E語 調 護 軍E羽 EE署 翠 落 書 調

八幡メタルホーム K K 推奨品

一一一一一一ー
ー

一ー

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

お ミ 由 脂 化 工 社本

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ パ ラ ン ス

代 行 販 売 底

蓄電日本シャッター製住所

( 量カヲログ・資料)

中 間光商 ｰ ，札・ ｉｦ ｦＱ ｾｴ ｉ ｊｴ Ｎｩｬ Ｎｬ 丁目 a耐11.1 竃 民 代 表 1・0 2 8 1  "島

理 同 調 篠 株 式 会 計 小 僧 市 色 内 町 5 ' ・511 地 11絹 12醐 12' 2656. 1523. 島

IA 泡 H 怯 式 会 u ，随布陣中央L l J ¥a洲 3〆 1，広綱ピ ' 2 ・ ・'M"国舗、 6 "

3於 進 鉱 工 所 副 . . 市 木 関 剛 小 U . 3 4 0 0 ・ U 凶 ti 9 5 5 ・

併 野 圃 村 崎 式 主 It ， 司 水 市 i I 侃 竹 下 町 8 ・E 嵐 山 3628 ・6 " ・

石 本 金 属 棺 式 会 社 舗 前 市 市 町 五 ・ 町 . 2 ・ ‘ 肱(213 1 8  1  - 5・

世 田 商 白 ・ 山 市 舟 綱 a 町 8 . J* C' " 代 表 . 5 ・1.1・外 9

温室田念圃工穫韓式会社 広 島 5省 側 原 町 2 5 ・‘ L ! '制 8 2 7 1、 . .

' " 見 金 属 " 式 会 争i ' " 江 市 ・ 明 日 町 駅 期 日 a ・U. 322 ・ 5 4 5 2 .

京 交 錨 株 式 会 社 帰 岡 市 ト 前 日 町 2 3 ・ 地 電 極 印 01“ 出・6 " ・

ク 小 曾 出 彊 所 小 ・ i fi t・9吟・J 1  2  ，/ 1 ・E 蹴 151 3 6 7 3 ・

9  長 崎 出 置 所 島 崎 市 千 島 町 1 ， . ‘ L ! 間 0 8 9 0 ・

大 石 庫 銀 株 式 会 社 八 幡 市 通 則 2 0  T  n ・1 . ¥( 811195- 6 ・

中 村 金 抽 惜 式 全 性 蜘 児 島 耐 震 町 5 7  0 ・ 地 ‘ 飴 代 際 6 6 5 0 - 3 .

.  嶋 本 宜 仏 ・・ 4宮 市 創 晦 町 I .1 3  0 ・E 鉱 山 1231 舗 副 .

田 中 眠 工 措 式 会 社 . . ' " 市 紙 語 町 1 ・ 2 ・U. 3 2 9  .  1 2 2  J .  

小 川 埋 材 宙 r a 市 沙 I B 丘 2 ， ・ 地 ‘ 脇 信 ) 0 8 9 1 ・

構 本 t 作 断 綱 島 候 a 山 南 北 田 町 1 . 電 信 郎 山 2 8 3 0 ・

* 祉 エ 噛 A 匝 命 東淀 川 日 田 川 通 6 r t t 381 i 地 電 路 I k Ri  : 301) 3656- 9.  

東 京 工 噛 川 崎 市 街 礼 子 東 3 T! I  1  1  5 9 1民 地 ‘ 品 中 師 同 ' 04' )回 25- ' .

九 州 工 場 陥 岡 市 傾 凹 慣r 1  2  6  8  . " 地 電 昌 信 ‘ 6 4  7  i除

名 古 屋 支 座 名 古 坦 ， 1 < 中 M 常 出 町 2 3 岳 地 ‘ 品 中 @ ‘ 8 1 1 &

高 松 禽 揖 聞 広 松rh J t ' / 向 1 0  ・3也弁簡ピ' . 向 調1 : : . ¥" 0 0 8 1 1

岡 山 雀 鋼 健 所 岡 山 市 内 山 ト 3 0 ノ 7 I島地1 I 1 d 4 . ，' 7 2 1 9 i'r

高 同 省 揖 開 高 岡 市 内 紺 " 町 1 0 都 地 電 話 ② 7 3  4  9 ' "  

神 戸 遇 措 . 輯 隔 神 ド 市 主 回M 中 山 手 通 3 J  tt 18&J 也1 I 1 . l 2 2 6 5 0 番
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朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 神 山 町 四六 電 話 大 阪 @ 諜 舗 副

本 社 東 京 銀 座 七

官 接 所 東 京 . 情 浜 、 名 古 屋 . 岡 山 、 新 居 浜 、 門 司 、 札 幌

工 場 東 京 、 慣 浜 . 山 製 . 名 古 段 、 大 阪 、 岡 山 、 門 司 、 宮 崎

朝日スレート

25事目B 7 Dベスト

Iρ 凍枝

シタィ ＿ｰｾ、pζ 7)#

売

価
4  4  6  8  

テ パ ヤ シ 商 庖

京 姉 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 話

回 建 材 株 式 会 社

名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 2 電 R廼) ) 0121 ・2 0 5 7

@  

タ
株式会社 木 下 詮 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 南 通 5 ノ 3 5  

電話 @5 4 0 8 ・5 4  8  6  

商 底

砂 町 5

電路 @  02町 - 8 ・48括 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 絹 江 大 通 l 町 19 電 話 @ 6 16 1 - 4

石

部

金

百

五

+

円

(
送

料

共

岡

f呆

区 真

株式会社 久

大 阪 市 北

株式会社 名 建 商 会

名 古 厘 市 中 区 宮 I i ' . 町 4 1 ノ 2 電 話 命1329・21 師・ 2817

社

電 話 ⑩ 6 1 7 6 - 9

m昭 2 2 0 1 ・2 3 6 0

日 東 物 産 株 式 会

本 社 ・名 古 風 中 区 東 瓦 町 3 9  

植 阜 出 張 所 ・桔 阜 市 竹 屋 町 2 7  

合名会 社 利 倉 幸 商 席

大 阪 市 開 区 長 編 栂 筋 2 ノ 20(ltll ! t嵐官E 悼 lln>

電 話 ⑮ 倒71- 2 -0371 @  76刷

京 都 営蟻所 京 都 市 中 京 区 河 原 町 輿 川 下 ル 電 話 ③ 3  2  7  7  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 品 開 鉄 砲 町 1 0  8 需 給 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・岡 山 市 東 田 町 3 電2砲 ) 7  91 1 ・81 6 9

福 ' 悶 ・福 岡 市 J j 行 寺 川 町 1 4  : 電話 0'" 1 2 2 5 - 6  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 問 区 日 本 栂 筋 2 ノ 3 6  

電 話 @  0 1 3 7 ⑬ 3  2  8  6  

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電話 ⑤ 2 6  9  7 ・ 2 1  4  0  

手口

関西三星タイル会員

電 館 大 阪 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

鍍 嘗 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ・ ・ ・・ ・

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


